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◎「食料安保とみどり戦略を組み込んだ基本法改正へ」、「TPP協定の全体像と日本農業
・米国批准問題」、「増加する雇用労働と日本農業の構造」は全農林・農村と都市をむ
すぶ編集部（TEL03－3508－4350）までお問い合わせください。

農産物の関税引き下げ問題を中心にし
つつ、知的財産権、国営企業などのル
ール分野問題も解明。

TPP協定の全体像と
日本農業・米国批准問題

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

労働者が農業を支える仕組みが広がっている。経営者、家族

だけでなく、従業員が重要な担い手になっているのである。

① 担い手の労働者を、直接雇用に派遣や請負、外国人を含め、

その大きさを示した。
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はどうか、代表的な事例を集め分析した。

③ 家族経営でも人を雇うことで展開を図り、後継者が戻るな

ど、新たな動きを紹介している。

編集代表 谷口信和
編集担当 安藤光義

服部信司 著

堀口健治・澤田守 編著
◎「バイデン政権下のアメリカ農業・農政」は全農林・農村と都市をむすぶ編集部
（TEL03-3508-4350）、「食と農の貿易ルール入門」は昭和堂（TEL075-502-
7503）、「農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革」は農林統計協会（TEL
03-3492-2990）までお問い合わせください。

食と農の貿易ルール入門
基礎から学ぶWTOとEPA/TPP

WTO、EPA、TPP、FTA、メガFTA―新聞やテレ
ビでは、貿易交渉をめぐってさまざまな言葉が飛び
交っている。とっつきにくく感じることも多いニュ
ースを、どうすれば理解できるのか？重要なキーワ
ードのわかりやすい解説や「新聞記事で学ぶ」とい
うコーナーとともに、食や農に関わる人が知ってお
くべき貿易ルールを基礎から学ぶ。

作山 巧 著

「農林行政を考える会」会員の最新著書の紹介

バイデン政権下での農業・農政をとおして

日本農政の現状と課題を見つめる

バイデン政権下の
アメリカ農業・農政

農政トライアングルの崩壊と官邸主導型農政改革
安倍・菅政権下のTPPと農協改革の背景

第2次安倍政権では、自民党農林族・農水省・農協から
成る農政トライアングルが崩壊し、TPP締結や全中解体
のような急進的な農政改革が首相官邸主導で実現した。
その背景にある地殻変動を、TPP参加協議にも従事した
元農水官僚の研究者が明らかにする。

服部信司 著

作山 巧 著

日本農業年報68

食料安保とみどり戦略を
組み込んだ基本法改正へ
―正念場を迎えた日本農業への提言―
ウクライナ戦争によって一挙に顕在化した日本の食料安全保

障の脆弱性。基本法改正を通じた農政転換はみどり戦略の土台

の上で、その課題克服に応えうるのか。リニューアルした日本

農業年報の最新版は問いかける。

増加する雇用労働と
日本農業の構造



�������������������

「アフリカ支援米の刈り取り模様・北海道」（編集部）

目 次
年頭所感 驕れる者は久しからず－新自由主義の黄昏

…………………………………………………谷口 信和（4）

研究会 みどり戦略の成果と今後の展望について ……………（13）

司 会 安藤 光義
報 告 者 久保 牧衣子
コメント 谷口 信和 神山 安雄

水田活用と畑作物の直接払いによる転作作物振興に関する評価分析
－農業財政における費用対効果の視点による－

………………………………………………………万木 孝雄（42）
冨田 剛志

北海道におけるアフリカ支援米活動 ……………………斎藤 教一（56）

［時評］ 環境と農業を考える …………………………………………（KY）（2）

☆表紙写真 「震災復興祈念公園に昇る朝日・南三陸町」（仙台分会）
「農村と都市をむすぶ」2024年1月号（第74巻第1号）通巻第863号

１



「
環
境
負
荷
や
人
権
等
に
配
慮
し
た
持
続
可
能

な
農
業
・
食
品
産
業
へ
の
転
換
を
目
指
す
」
―
―

政
策
審
議
会
（
基
本
法
検
証
部
会
）「
答
申
」（
二

〇
二
三
年
九
月
）
の
基
本
理
念
見
直
し
の
方
向
に

あ
る
一
文
で
あ
る
。
現
行
基
本
法
の
検
証
・
見
直
し
を
し
た
政
策

審
は
、
基
本
理
念
の
見
直
し
で
、「
国
民
一
人
一
人
の
食
料
安
全

保
障
の
確
立
」
を
打
ち
だ
し
、
こ
れ
と
並
ん
で
、「
持
続
可
能
な

農
業
・
食
料
シ
ス
テ
ム
を
主
流
化
す
る
」
と
強
調
し
た
。

二
〇
二
四
年
は
、
こ
の
検
証
・
見
直
し
を
受
け
、
現
行
基
本
法

の
改
正
を
進
め
る
年
で
あ
る
。
そ
の
年
の
初
め
に
、
改
め
て
、
環

境
と
農
業
に
つ
い
て
考
え
て
み
た
い
。

農
業
の
も
つ
特
質

農
業
生
産
は
、
高
度
な
科
学
力
を
も
っ
て
し
て
も
、
自
然
（
自

然
的
再
生
産
過
程
）
か
ら
完
全
に
は
切
り
離
し
て
行
う
こ
と
が
で

き
な
い
。
こ
れ
が
、
工
業
生
産
と
異
な
る
点
で
あ
る
。

工
業
生
産
は
、
例
え
ば
鉄
鋼
業
で
い
え
ば
、
鉄
鉱
石
と
、
こ
れ

を
高
熱
燃
焼
に
よ
っ
て
溶
か
す
石
炭
（
コ
ー
ク
ス
）
と
、
鉱
滓
を

化
学
反
応
で
溶
着
さ
せ
る
石
灰
石
と
が
原
燃
料
で
あ
る
。
原
燃
料

は
、
い
ず
れ
も
自
然
か
ら
切
り
取
っ
た
も
の
だ
が
、
自
然
過
程
と

は
切
り
離
し
た
溶
鉱
炉
等
で
鉄
鋼
を
生
産
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
農
業
生
産
は
、
自
然
の
中
で
行
わ
れ
る
。

農
業
生
産
は
、
自
然
の
一
部
で
あ
る
土
地
を
主
要
な
生
産
手
段

に
し
て
、
植
物
・
動
物
な
ど
生
物
の
生
命
力
・
成
長
力
を
利
用
し

て
行
う
有
機
的
生
産
で
あ
る
。
植
物
工
場
の
よ
う
に
温
度
・
湿
度

・
二
酸
化
炭
素
濃
度
・
照
射
光
線
等
を
管
理
で
き
た
と
し
て
も
、

そ
の
植
物
の
も
つ
生
命
力
・
成
長
力
を
利
用
し
て
、
一
定
の
自
然

条
件
を
つ
く
り
な
が
ら
生
産
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

農
業
は
、
そ
の
生
産
活
動
に
よ
っ
て
自
然
環
境
を
傷
つ
け
た
り

壊
し
た
り
す
る
こ
と
に
な
れ
ば
、
そ
の
拠
っ
て
立
つ
生
産
力
の
基

盤
を
傷
つ
け
壊
す
こ
と
に
な
る
。
農
業
は
本
来
、
環
境
保
全
的
で

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

生
態
系
サ
ー
ビ
ス
論
と
そ
の
弱
点

政
策
審
「
答
申
」
は
、「
自
然
資
本
の
持
つ
能
力
か
ら
利
益
を

享
受
し
て
い
る
も
の
」
と
し
て
の
「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
概
念
を

基
礎
に
置
い
て
い
る
。「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
概
念
は
、
二
〇
〇

〇
年
代
の
国
連
ミ
レ
ニ
ア
ム
生
態
系
評
価
等
で
議
論
さ
れ
た
も
の

で
、
国
際
的
な
主
流
だ
と
す
る
。

「
答
申
」
は
、「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
に
は
、
食
料
等
を
含
む

「
供
給
サ
ー
ビ
ス
」、
地
力
の
維
持
等
の
「
調
整
サ
ー
ビ
ス
」、
自

然
景
観
の
保
全
等
の
「
文
化
的
サ
ー
ビ
ス
」
等
多
岐
に
わ
た
る
、

と
す
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
サ
ー
ビ
ス
は
相
互
に
影
響
を
及
ぼ
し
得

る
。「
農
業
が
環
境
に
マ
イ
ナ
ス
の
影
響
を
与
え
る
」
と
し
て
、

農
業
に
よ
る
水
資
源
の
枯
渇
、
ま
た
は
土
壌
の
劣
化
な
ど
と
例
示

し
て
い
る
。

環
境
と
農
業
を
考
え
る
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こ
う
し
た
考
え
方
の
下
で
は
、「
食
料
供
給
が
そ
の
他
の
生
態

系
サ
ー
ビ
ス
に
与
え
る
悪
影
響
を
最
小
化
し
て
い
く
こ
と
が
重
要

で
あ
る
」。
環
境
へ
の
負
荷
を
低
減
す
る
取
り
組
み
も
基
本
的
施

策
に
位
置
づ
け
、「
環
境
に
配
慮
し
た
持
続
可
能
な
農
業
を
主
流

化
す
る
必
要
が
あ
る
」
と
結
論
づ
け
て
い
る
。

ま
た
、
バ
イ
オ
マ
ス
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
生
産
、
農
村
に
お
け

る
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
発
電
等
、
食
料
生
産
以
外
の
取
り
組
み

も
あ
る
こ
と
に
留
意
す
る
必
要
が
あ
る
、
と
付
言
し
て
い
る
。

こ
の
「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
論
の
弱
点
は
、
次
に
述
べ
る
〈
人

間
―
自
然
〉
関
係
の
視
点
が
な
い
こ
と
で
あ
る
。

〈
人
間
―
自
然
〉
関
係
と
二
次
的
自
然

前
述
し
た
よ
う
に
、
農
業
生
産
は
、
自
然
の
一
部
で
あ
る
土
地

を
生
産
手
段
に
し
て
、
植
物
・
動
物
な
ど
生
物
の
生
命
力
・
成
長

力
を
利
用
し
て
行
う
有
機
的
な
生
産
で
あ
る
。

人
間
主
体
が
自
然
に
働
き
か
け
た
（
労
働
の
対
象
に
し
た
）
結

果
と
し
て
、
農
地
・
山
林
と
い
っ
た
二
次
的
自
然
が
あ
る
。
一
次

的
自
然
（
原
生
林
や
深
海
部
な
ど
）
と
異
な
り
、
人
間
が
い
っ
た

ん
労
働
の
対
象
と
し
た
農
地
・
山
林
と
い
っ
た
二
次
的
自
然
は
、

人
間
が
労
働
の
対
象
と
し
つ
づ
け
な
い
と
、
二
次
的
自
然
と
し
て

は
劣
化
し
て
し
ま
う
。
農
地
は
、
耕
作
な
ど
の
農
業
生
産
活
動
を

つ
う
じ
て
、
農
地
と
し
て
維
持
・
保
全
さ
れ
る
。

「
植
物
・
動
物
な
ど
生
物
の
」
と
表
現
す
る
の
は
、
農
作
物
や

家
畜
は
も
ち
ろ
ん
、
土
壌
表
面
や
土
壌
中
に
生
息
す
る
昆
虫
や
ミ

ミ
ズ
な
ど
を
は
じ
め
微
生
物
・
細
菌
類
な
ど
を
含
意
し
て
い
る
。

そ
の
意
味
で
は
「
生
態
系
」
と
い
っ
て
い
い
か
も
し
れ
な
い
。

し
か
し
、「
生
態
系
サ
ー
ビ
ス
」
と
い
う
場
合
、〈
人
間
―
自
然
〉

関
係
の
視
点
が
弱
く
な
り
、
あ
る
い
は
抜
け
落
ち
て
し
ま
う
。
農

業
は
、
生
態
系
を
も
つ
自
然
環
境
を
創
造
す
る
も
の
で
あ
る
。

近
代
社
会
の
下
で
の
農
業
は
、
都
市
化
・
開
発
に
よ
り
農
地
・

山
林
を
減
少
さ
せ
、
化
学
農
薬
・
化
学
肥
料
の
多
投
や
家
畜
の
大

規
模
密
飼
に
よ
り
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い
る
。
一
次
産
業
か
ら

二
次
産
業
・
三
次
産
業
へ
の
労
働
力
の
移
動
は
、
特
に
条
件
不
利

地
域
に
お
い
て
、
一
次
産
業
従
事
者
の
減
少
と
高
齢
化
に
よ
り
農

地
・
山
林
の
管
理
を
不
十
分
に
し
て
、
環
境
に
負
荷
を
与
え
て
い

る
。（
条
件
不
利
地
域
対
策
の
必
要
性
は
、
こ
れ
を
根
拠
に
し
て

い
る
。）

「
環
境
負
荷
の
最
小
化
」
に
は
、
賛
成
だ
。
農
業
生
産
者
は
、

地
力
の
維
持
、
で
き
る
な
ら
増
強
を
目
標
に
、
農
業
を
営
ん
で
き

た
は
ず
で
あ
る
。

気
候
危
機
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
危
機

気
候
危
機
が
深
化
す
る
中
で
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
回
復
過
程
を

ロ
シ
ア
・
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
、
中
東
で
の
戦
闘
と
、
エ
ネ
ル
ギ
ー

危
機
を
含
む
複
合
的
な
危
機
が
世
界
を
覆
っ
て
い
る
。

〈
人
間
―
自
然
〉
関
係
を
と
ら
え
な
お
し
て
、「
持
続
可
能
な

農
業
・
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
」
を
追
求
す
る
こ
と
が
、
待
っ
た

な
し
の
課
題
で
あ
る
。

（
Ｋ
Ｙ
）
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1
�
一
斗
二
升
五
合
で
は
済
ま
な
い

正
月
に
あ
や
か
っ
て
付
け
た
こ
の
表
題
は
決
し
て
大
酒
飲
み
の

心
情
を
示
し
た
も
の
で
は
な
い
。
一
斗
は
十
升
だ
か
ら
、
五
升
の

倍
で
「
ご
商
売
」
を
意
味
す
る
も
の
だ
。
二
升
五
合
は
良
く
知
ら

れ
て
い
る
よ
う
に
二
升
�
升
・
升
で
「
ま
す
ま
す
」
と
読
ま
せ
、

五
合
は
半
升
だ
か
ら
「
繁
盛
」
と
な
る
。
合
わ
せ
れ
ば
「
ご
商
売

ま
す
ま
す
繁
盛
」
と
い
う
駄
洒
落
（
正
確
に
言
え
ば
掛
け
言
葉
）

で
あ
る
。し
か
し
、よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
こ
ち
ら
で
は
な
く
、

春
夏
冬
二
升
五
合
の
方
だ
ろ
う
。
春
夏
冬
で
は
四
季
の
う
ち
秋
が

な
い
の
で
「
商
い
」
と
読
み
、「
商
い
ま
す
ま
す
繁
盛
」
と
な
る
。

よ
く
、
飲
食
店
や
商
店
の
入
り
口
に
書
い
て
あ
る
も
の
だ
。

だ
が
、
今
や
日
本
で
は
こ
ん
な
こ
と
を
呑
気
に
言
っ
て
は
い
ら

れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
る
。
も
は
や
、
秋
だ
け
で
な
く
春
も
な

く
な
り
、
四
季
か
ら
二
季
に
移
り
つ
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
つ
ま

り
亜
熱
帯
・
熱
帯
の
気
候
に
な
り
つ
つ
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
こ

れ
で
は
上
述
の
よ
う
な
冗
句
も
通
用
し
な
く
な
り
、
季
語
が
あ
る

俳
句
と
な
い
川
柳
と
い
っ
た
区
別
も
な
く
な
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
ど

こ
ろ
か
日
本
農
業
の
あ
り
方
も
大
き
く
変
わ
り
、
文
化
・
社
会
の

様
相
も
一
変
す
る
に
違
い
な
い
。
こ
こ
で
止
ま
れ
ば
ま
だ
よ
い
と

思
う
か
も
し
れ
な
い
が
、
そ
の
先
に
控
え
て
い
る
の
は
人
と
自
然

の
関
係
、
人
（
社
会
）
と
人
（
社
会
）
の
関
係
の
破
滅
的
な
状
況

に
他
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。

そ
の
兆
し
が
二
〇
二
二
〜
二
三
年
に
現
れ
始
め
た
の
で
あ
る
。

2
�
二
〇
二
二
〜
二
三
年
の
異
常
事
態
―
気
候
危
機
と
二

つ
の
戦
争

表
は
、
気
候
変
動
と
二
つ
の
戦
争
が
、
新
自
由
主
義
的
な
グ
ロ

年
頭
所
感

驕
れ
る
者
は
久
し
か
ら
ず
―
新
自
由
主
義
の
黄
昏

谷
口
信
和

東
京
大
学
名
誉
教
授

������������������������� 農村と都市をむすぶ2024．1
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ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
世
界
経
済
を
め
ぐ

る
覇
権
の
ア
メ
リ
カ
か
ら
中
国
な
ど
へ
の
シ
フ
ト
と
密
接
不
可
分

の
関
係
に
あ
り
（
中
国
を
起
点
と
す
る
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
シ

ョ
ッ
ク
は
世
界
経
済
に
重
大
な
後
退
を
も
た
ら
し
、
世
界
の
至
る

と
こ
ろ
で
の
分
断
と
対
立
を
深
め
た
）、
そ
れ
ら
が
二
〇
〇
八
年

と
二
〇
二
一
〜
二
二
年
の
世
界
食
料
危
機
の
原
因
に
な
っ
て
い
る

こ
と
を
示
し
た
も
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
は
、
第
一
に
、
長
期
的
な
地
球
温
暖
化
の
下
で
発
生
し

て
い
る
気
候
変
動
が
二
〇
一
〇
年
を
起
点
と
す
る
レ
ジ
ー
ム
シ
フ

ト
を
起
こ
し
、
全
世
界
で
の
異
常
気
象
頻
発
の
原
因
と
な
る
と
と

も
に
、
二
〇
二
二
〜
二
三
年
に
は
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
が
閾
値
を
超
え

て
、
地
球
の
平
均
気
温
が
観
測
史
上
の
最
高
水
準
に
到
達
す
る
気

候
危
機
（
地
球
沸
騰
化
）
と
い
う
不
可
逆
的
な
過
程
に
到
達
し
た

こ
と
が
示
さ
れ
て
い
る
（
産
業
革
命
後
の
気
温
上
昇
が
二
〇
二
三

年
に
は
一
・
四
℃
に
達
し
た
模
様
）。Ｃ
Ｏ
Ｐ
26
（
二
〇
二
一
年
）

で
示
さ
れ
た
二
〇
五
〇
年
の
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
目
標
も
大

事
だ
が
、
直
近
の
二
〇
三
〇
年
ま
で
に
何
と
か
し
な
い
と
取
り
返

し
の
つ
か
な
い
状
態
に
陥
る
危
険
性
が
極
め
て
大
き
い
と
の
指
摘

が
現
実
味
を
帯
び
て
い
る
の
で
あ
る
。

第
二
に
、
二
〇
二
二
〜
二
三
年
に
連
続
し
て
勃
発
し
た
ウ
ク
ラ

イ
ナ
戦
争
、
パ
レ
ス
チ
ナ
・
イ
ス
ラ
エ
ル
戦
争
（
ガ
ザ
戦
争
）
は

し
ば
し
ば
孤
立
的
に
捉
え
ら
れ
、
欧
米
的
自
由
民
主
主
義
Ｖ
Ｓ
権

威
主
義
的
専
制
（
独
裁
）
の
政
治
的
対
立
の
偶
然
の
産
物
の
よ
う

表 気候変動と戦争の視点からみたグローバリゼーションの到達点

（注）ロシアのウクライナ侵攻（戦争）を2008年のグルジア侵攻と2014年のクリミア侵攻の延長線上で
とらえる視点（一種の反グローバリゼーション＝反西側ネットワークの形成）は手嶋龍一・佐藤優
『ウクライナ戦争の嘘』中公新書ラクレ、2023年に学んでいる。
（出所）筆者作成。

年 気候変動（危機） 二つの戦争 世界経済 食料危機
2007 ハマスのガザ実効支配
2008 ロシアのグルジア侵攻 リーマンショック 第2次世界食料危機
2010 気候レジームシフト発生 中国GDP世界第2位

穀物
農業
生産
資材
価格
高止
まり
傾向

2011 BRICS成立
2013 中国・一帯一路政策
2014 ロシアのク

リミア侵攻
イスラエル
のガザ侵攻

2015 COP21・1．5℃努力目標
SDGs決定

2018 グレタさん・金曜日スト
2020 コロナ

（パンデ
ミック）
ショック

2021 COP26・1．5℃目標決定 第3次世界食
料危機／
農産物・生産
資材価格高騰
・高止まり

温暖化＝人間活動（IPCC）
2022 世界的な異常気象 ロシアのウクライナ侵攻
2023 世界気温1．4℃上昇 イスラエル・パレスチナ戦争 インド人口大国世界一

日本GDP世界第4位

驕れる者は久しからず―新自由主義の黄昏 ������������������
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に
み
ら
れ
が
ち
だ
が
、
こ
の
二
つ
の
戦
争
は
い
ず
れ
も
二
〇
〇
七

〜
〇
八
年
に
起
点
を
有
し
、
二
〇
一
四
年
の
ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア

侵
攻
、
イ
ス
ラ
エ
ル
の
ガ
ザ
侵
攻
を
直
接
の
契
機
と
し
て
続
い
て

き
た
紛
争
の
結
末
と
し
て
理
解
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

ロ
シ
ア
の
ク
リ
ミ
ア
侵
攻
は
西
側
発
の
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
が
ウ
ク
ラ
イ
ナ
に
到
達
し
て
（
バ
イ
デ
ン
が
副
大
統
領
の
時
に

操
っ
た
マ
イ
ダ
ン
革
命
に
よ
る
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
Ｅ
Ｕ
傾
斜
）、
ロ

シ
ア
と
の
間
に
政
治
的
・
経
済
的
な
対
立
・
緊
張
が
生
ま
れ
た
こ

と
が
背
景
に
あ
り
、
そ
こ
に
二
〇
一
三
年
に
始
ま
る
中
国
の
一
帯

一
路
政
策
に
基
づ
く
ウ
ク
ラ
イ
ナ
を
経
由
し
て
の
Ｅ
Ｕ
へ
の
グ
ロ

ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
影
響
が
加
わ
る
複
雑
な
性
格
を
も
っ
た
も

の
で
あ
る（
1
）。

ま
た
、
二
〇
二
三
年
の
突
然
の
ハ
マ
ス
に
よ
る
イ
ス
ラ
エ
ル
侵

攻
は
、
二
〇
一
四
年
の
イ
ス
ラ
エ
ル
に
よ
る
ガ
ザ
侵
攻
で
強
化
さ

れ
た
封
鎖
政
策
に
二
〇
二
〇
〜
二
二
年
の
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

禍
が
加
わ
っ
て
深
刻
の
度
を
極
め
た
経
済
的
な
困
窮
が
有
力
な
背

景
に
あ
る
と
み
ら
れ
る（
2
）。

し
た
が
っ
て
、
第
三
に
、
以
上
の
二
つ
の
非
常
事
態
は
二
〇
〇

八
年
の
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
と
二
〇
一
〇
年
の
中
国
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
世

界
第
二
位
へ
の
浮
上
か
ら
二
〇
一
一
年
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
成
立
に
至

る
新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
結
末
�
ア
メ
リ
カ

の
覇
権
の
後
退
と
中
国
な
ど
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
台
頭
と
密
接
な
関
係

を
も
っ
て
い
る
も
の
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
の
際
の
重
要
な

ポ
イ
ン
ト
は
ア
メ
リ
カ
や
Ｅ
Ｕ
の
人
口
規
模
を
は
る
か
に
超
え
る

人
口
大
国
の
中
国
が
ア
メ
リ
カ
と
覇
権
を
争
う
と
こ
ろ
ま
で
経
済

の
規
模
を
拡
大
し
た
こ
と
で
あ
り
、
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
の
一
員
で
あ
る

イ
ン
ド
が
二
〇
二
一
年
に
は
経
済
成
長
率
で
中
国
を
追
い
抜
く
と

と
も
に
、
二
〇
二
三
年
に
は
中
国
を
超
え
る
世
界
一
の
人
口
大
国

に
な
っ
た
こ
と
で
あ
る
。

第
四
に
、
以
上
の
よ
う
な
文
脈
で
と
ら
え
れ
ば
、
二
〇
〇
八
年

と
二
〇
二
一
〜
二
三
年
に
発
生
し
た
世
界
食
料
危
機
は
い
ず
れ
も

中
国
の
穀
物
期
末
在
庫
率
の
特
異
な
動
き
に
よ
っ
て
惹
起
さ
れ
た

新
自
由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
一
つ
の
帰
結
に
他
な

ら
ず
、
今
後
の
Ｂ
Ｒ
Ｉ
Ｃ
Ｓ
〜
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
ウ
ス
の
経
済
成
長

の
見
通
し
か
ら
み
て
繰
り
返
し
発
生
す
る
可
能
性
の
高
い
現
象
だ

と
理
解
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。

以
上
の
よ
う
な
気
候
危
機
と
二
つ
の
戦
争
の
勃
発
と
い
う
二
つ

の
非
常
事
態
の
検
討
か
ら
導
か
れ
る
結
論
は
、
前
者
の
気
候
危
機

と
い
う
地
球
の
存
続
条
件
に
関
わ
る
非
常
事
態
へ
の
対
応
と
と
も

に
、
後
者
の
世
界
的
な
戦
争
と
地
政
学
的
な
流
動
的
状
況
に
対
応

で
き
る
よ
う
な
長
期
に
わ
た
る
食
料
安
全
保
障
を
早
急
に
確
立
す

る
こ
と
が
目
下
の
農
政
の
最
重
要
課
題
だ
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

だ
と
す
れ
ば
、
み
ど
り
新
法
と
改
正
基
本
法
の
併
存
と
い
っ
た
方

向
で
は
な
く
、
み
ど
り
新
法
と
食
料
安
全
保
障
法
を
組
み
込
ん
だ

新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
策
定
が
必
要
だ
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
、
現
実
は
基
本
法
の
見
直
し
と
い
う
部
分
的
な
修
正

������������������ 驕れる者は久しからず―新自由主義の黄昏
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に
止
ま
り
、
喫
緊
で
必
要
で
は
あ
る
が
当
面
の
対
策
に
終
始
す
る

可
能
性
が
大
き
い
。

み
ど
り
戦
略
の
到
達
点
に
つ
い
て
は
本
号
の
特
集
を
ご
覧
い
た

だ
き
た
い
。
ま
た
、
基
本
法
見
直
し
の
最
新
局
面
に
対
す
る
編
集

委
員
会
メ
ン
バ
ー
に
よ
る
論
評
を
三
月
号
に
予
定
し
て
い
る
の
で

合
わ
せ
て
参
照
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。
以
下
で
は
、

気
候
危
機
に
つ
い
て
の
整
理
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

3
�
気
候
危
機
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
と
農
政
の
対
応

⑴
二
〇
一
〇
年
に
お
け
る
気
候
の
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
と
二
〇
二
二

〜
二
三
年
の
気
候
危
機
へ
の
移
行

三
重
大
学
の
立
花
義
裕
教
授
ら
の
最
新
研
究
に
よ
っ
て
気
候
危

機
の
現
状
を
整
理
す
れ
ば
、
以
下
の
通
り
で
あ
る（
3
）。

①
二
〇
一
〇
年
頃
に
北
半
球
で
気
候
の
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
（
気

候
ジ
ャ
ン
プ
）
が
起
こ
っ
た
。
過
去
六
五
年
間
の
七
月
の
北

日
本
の
気
温
の
観
測
値
の
統
計
解
析
か
ら
、
二
〇
一
〇
年
を

境
に
し
て
そ
れ
ま
で
寒
い
夏
と
暑
い
夏
が
交
互
に
起
き
て
い

た
の
が
、
そ
れ
以
後
は
冷
夏
が
全
く
発
生
し
な
い
状
況
�
気

候
の
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
が
起
こ
っ
た
。

②
二
〇
一
〇
年
は
地
球
レ
ベ
ル
で
観
測
史
上
最
高
の
暑
さ
を
記

録
し
た
が
、
そ
の
後
も
そ
れ
に
近
い
暑
さ
が
継
続
し
て
発
生

し
た
と
こ
ろ
に
、
二
〇
二
三
年
は
再
び
史
上
最
高
気
温
と
な

っ
た（
4
）。

③
二
〇
一
〇
年
を
境
に
海
面
水
温
も
大
き
く
上
昇
し
た
こ
と
か

ら
、
陸
も
海
も
高
温
と
な
り
農
林
水
産
業
に
大
き
な
影
響
を

与
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

④
閾
値
を
超
え
る
と
温
暖
化
に
よ
る
気
温
上
昇
が
加
速
度
的
に

進
む
こ
と
は
理
論
的
に
は
（
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
）
分

か
っ
て
い
た
が
、
こ
れ
が
現
実
化
し
た
の
が
二
〇
一
〇
年
だ

っ
た
と
判
断
さ
れ
、
二
〇
二
三
年
は
さ
ら
に
大
気
温
と
海
面

水
温
の
両
者
が
史
上
最
高
と
い
う
未
知
の
領
域
�
気
候
危
機

の
第
二
段
目
に
突
入
し
た
可
能
性
が
高
い
。
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
（
国

際
気
候
変
動
に
関
す
る
政
府
間
パ
ネ
ル
）
も
二
〇
二
三
年
三

月
の
報
告
で
そ
れ
ま
で
の
「
人
間
活
動
に
よ
る
温
暖
化
の
可

能
性
が
高
い
」
と
い
う
評
価
か
ら
「
人
間
活
動
に
よ
る
温
暖

化
は
疑
う
余
地
が
な
い
」
と
断
定
す
る
と
こ
ろ
に
到
達
し

た
。

⑤
異
常
気
象
を
起
こ
す
要
因
は
地
球
温
暖
化
に
と
も
な
う
気
温

上
昇
、
北
極
の
温
暖
化
、
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
現
象
の
三
点
セ
ッ

ト
で
あ
る
。
地
球
温
暖
化
の
影
響
は
ユ
ー
ラ
シ
ア
大
陸
北
東

部
の
高
温
化
に
鋭
く
現
れ
、
冷
た
い
ベ
ー
リ
ン
グ
海
と
の
温

度
差
の
拡
大
に
よ
っ
て
南
北
傾
斜
高
気
圧
（
上
層
・
カ
ム
チ

ャ
ッ
カ
半
島
付
近
、
下
層
・
北
日
本
付
近
を
中
心
と
す
る
）

を
発
生
さ
せ
る
。
他
方
、
北
極
の
温
暖
化
は
低
緯
度
帯
と
の

温
度
差
を
縮
め
る
た
め
、
中
緯
度
帯
を
流
れ
る
偏
西
風
の
速

度
が
低
下
す
る
結
果
、
蛇
行
す
る
よ
う
に
な
る
。
他
方
、
エ

驕れる者は久しからず―新自由主義の黄昏 ������������������
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ル
ニ
ー
ニ
ョ
（
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
）
現
象
は
熱
帯
赤
道
域
・
ペ
ル

ー
沖（
フ
ィ
リ
ピ
ン
近
海
）の
海
水
温
の
上
昇
の
こ
と
だ
が
、

こ
れ
は
昔
か
ら
あ
る
自
然
現
象
で
三
〜
五
年
の
周
期
で
発
生

す
る
。
エ
ル
ニ
ー
ニ
ョ
も
ラ
ニ
ー
ニ
ャ
も
偏
西
風
の
蛇
行
を

引
き
こ
す
が
、
二
〇
二
三
年
は
北
極
の
温
暖
化
と
エ
ル
ニ
ー

ニ
ョ
が
同
時
発
生
し
た
こ
と
で
大
変
な
異
常
気
象
を
世
界
中

に
引
き
起
こ
し
た
。

⑥
日
本
列
島
は
四
方
を
海
に
囲
ま
れ
て
い
る
の
で
偏
西
風
の
蛇

行
に
よ
り
猛
暑
と
爆
弾
低
気
圧
の
発
生
頻
度
が
上
が
り
、
一

部
に
干
ば
つ
も
出
現
す
る
が
、
線
状
降
水
（
雪
）
帯
と
い
う

特
有
の
現
象
を
と
も
な
う
豪
雨
や
豪
雪
に
見
舞
わ
れ
る
こ
と

に
な
る
。

重
要
な
点
は
「
異
常
（
ア
ブ
ノ
ー
マ
ル
）
が
普
通
（
ニ
ュ
ー
ノ

ー
マ
ル
）」
に
な
っ
た
の
が
地
球
沸
騰
化
の
現
段
階
だ
と
い
う
こ

と
で
あ
る
。

⑵
気
候
危
機
下
に
お
け
る
日
本
農
業
の
課
題‐

み
ど
り
戦
略
と
基

本
法
見
直
し
の
意
義

と
こ
ろ
で
、
気
候
変
動
へ
の
対
応
と
し
て
二
〇
二
二
年
に
は
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
が
制
定
さ
れ
、
日
本
国
内
の
農
業
〜
食

品
産
業
〜
消
費
者
の
枠
内
で
Ｃ
Ｏ
2
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み
が

始
ま
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
基
本
法
の
見

直
し
が
気
候
危
機
の
問
題
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
る
必
要
が
あ
る

の
は
、
第
一
に
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
で
は
食
料
消
費

の
四
〇
％
に
相
当
す
る
国
産
部
分
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
が
課
題
と
さ
れ

て
は
い
て
も
、
六
〇
％
を
超
え
る
輸
入
食
品
・
農
産
物
に
関
す
る

Ｃ
Ｏ
2
削
減
が
検
討
の
対
象
外
に
お
か
れ
て
い
て
、
地
球
全
体
の

Ｃ
Ｏ
2
削
減
へ
の
貢
献
と
い
う
点
で
の
不
十
分
性
を
有
し
て
い
る

か
ら
で
あ
る
。

し
た
が
っ
て
、
第
二
に
、
輸
入
食
品
・
農
産
物
を
国
産
食
品
・

農
産
物
で
代
替
し
て
食
料
自
給
率
を
高
め
る
こ
と
が
Ｃ
Ｏ
2
削
減

に
大
き
く
貢
献
す
る
と
い
う
日
本
の
特
異
性
（
先
進
国
で
は
最
も

食
料
自
給
率
が
低
い
た
め
、
フ
ー
ド
マ
イ
レ
ー
ジ
の
縮
小
が
Ｃ

Ｏ
2
削
減
に
貢
献
す
る
）
を
考
慮
す
れ
ば
、
食
料
安
全
保
障
と
食

料
自
給
率
向
上
を
重
要
課
題
と
す
べ
き
基
本
法
の
見
直
し
は
気
候

危
機
の
問
題
を
避
け
て
は
通
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

そ
し
て
、
第
三
に
、
そ
の
際
、
気
候
危
機
の
現
れ
方
が
欧
米
諸

国
と
は
異
な
る
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
に
位
置
す
る
日
本
の
特

殊
性
を
考
慮
し
た
食
料
自
給
率
向
上
�
食
料
安
全
保
障
の
設
計
が

求
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

こ
う
し
た
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
上
述
の
よ
う
に
み
ど
り
新
法
と

改
正
基
本
法
の
併
存
と
い
っ
た
方
向
で
は
な
く
、
み
ど
り
新
法
と

食
料
安
全
保
障
法
を
組
み
込
ん
だ
新
た
な
食
料
・
農
業
・
農
村
基

本
法
の
策
定
が
必
要
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
生
産
資
材
・
農
産
物

の
グ
ロ
ー
バ
ル
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
依
存
か
ら
脱
却
し
、
地
産
地

消
と
ロ
ー
カ
ル
エ
コ
ノ
ミ
ー
へ
の
シ
フ
ト
を
通
じ
た
食
料
自
給
率
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向
上
が
食
料
安
全
保
障
の
最
大
の
要
だ
と
い
う
こ
と
に
他
な
ら
な

い
。以

下
で
は
基
本
法
見
直
し
の
中
で
志
向
さ
れ
て
い
る
飼
料
用
米

か
ら
子
実
と
う
も
ろ
こ
し
へ
の
シ
フ
ト
・
水
田
の
畑
地
化
推
進
の

問
題
点
を
指
摘
し
、
他
方
で
中
山
間
地
域
の
新
た
な
位
置
づ
け
に

つ
い
て
述
べ
る
こ
と
に
し
た
い
。

1
）
水
田
農
業
維
持
・
拡
大
を
基
礎
と
し
た
飼
料
用
米
・
米
粉

用
米
の
拡
大

み
ど
り
戦
略
は
本
来
、
地
球
温
暖
化
対
応
と
し
て
の
ア
ジ
ア
モ

ン
ス
ー
ン
型
農
業
発
展
の
構
想
で
あ
っ
た
か
ら
、
水
田
農
業
の
枠

組
み
の
最
大
限
の
活
用
に
モ
ン
ス
ー
ン
型
の
意
味
が
あ
る
と
い
っ

て
よ
い
。
こ
の
こ
と
の
基
本
法
見
直
し
の
上
で
の
意
味
と
は
食
料

自
給
率
向
上
に
資
す
る
水
田
に
お
け
る
濃
厚
飼
料
生
産
の
飛
躍
的

拡
大
で
あ
る
。
そ
の
主
要
な
作
物
は
い
う
ま
で
も
な
く
飼
料
用
米

で
あ
る

第
一
に
、
水
田
に
作
付
す
る
飼
料
用
米
は
い
つ
で
も
主
食
用
米

生
産
に
転
換
で
き
る
水
田
の
維
持
に
寄
与
す
る
こ
と
を
通
じ
て
、

食
料
安
全
保
障
の
有
力
な
土
台
と
な
る
。

第
二
に
、
自
国
の
風
土
的
条
件
に
見
合
っ
た
濃
厚
飼
料
基
盤
に

基
づ
く
日
本
型
畜
産
の
構
築
に
寄
与
す
る
。
先
進
国
の
畜
産
・
酪

農
の
濃
厚
飼
料
基
盤
を
み
る
と
、
例
え
ば
ド
イ
ツ
で
は
原
料
穀
物

全
体
の
七
五
％
程
度
が
麦
類
で
（
小
麦
三
〇
％
、
大
麦
二
六
％
、

ラ
イ
麦
一
一
％
）、
こ
れ
に
対
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
は
二
三
％
に

止
ま
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
麦
類
は
ほ
ぼ
一
〇
〇
％
自
給
だ
が
、

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
で
も
自
給
率
は
六
〇
％
と
な
っ
て
い
て（
5
）、
自

国
の
風
土
的
条
件
や
歴
史
的
条
件
に
見
合
っ
た
濃
厚
飼
料
の
自
給

基
盤
を
確
保
し
て
い
る
。
決
し
て
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
が
主
要
濃
厚
飼

料
原
料
と
い
う
わ
け
で
は
な
い
。
こ
の
ド
イ
ツ
の
麦
類
に
相
当
す

る
の
は
恐
ら
く
日
本
で
は
米
（
飼
料
用
米
）
に
他
な
ら
な
い
。

二
〇
二
二
年
あ
た
り
か
ら
日
本
で
は
水
田
の
畑
地
化
と
そ
こ
で

の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
が
政
策
的
に
推
進
さ
れ
て
い
る
。

元
々
の
畑
地
で
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
生
産
は
大
い
に
結
構
だ

が
、
装
置
と
し
て
の
水
田
を
無
理
に
畑
地
化
し
て
、
飼
料
用
米
か

ら
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
転
換
す
る
方
向
は
気
候
危
機
へ
の
対
応

・
適
応
の
視
点
か
ら
す
る
と
問
題
を
含
ん
で
い
る
と
い
う
べ
き
で

あ
る
。

第
三
に
、
米
（
主
食
用
米
・
飼
料
用
米
）・
麦
・
大
豆
の
効
果

的
な
輪
作
体
系
を
構
築
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
麦
・
大
豆
の
連
作

障
害
を
回
避
す
る
技
術
の
開
発
と
普
及
が
焦
眉
の
課
題
で
あ
る
。

第
四
に
、
島
国
で
四
方
を
囲
ま
れ
た
海
の
表
面
温
度
の
上
昇
に

よ
り
、
気
候
危
機
の
影
響
が
集
中
豪
雨
・
豪
雪
の
形
で
現
れ
や
す

い
日
本
で
は
、
畦
畔
を
有
し
、
ダ
ム
機
能
を
も
つ
水
田
（
こ
れ
は

圃
場
規
模
の
小
さ
な
水
田
の
多
い
中
山
間
地
域
だ
け
に
止
ま
ら
ず

平
地
農
村
・
都
市
的
地
域
に
も
あ
て
は
ま
る
）
に
国
土
保
全
・
防

災
上
の
特
別
の
意
義
が
あ
る
こ
と
を
再
確
認
す
る
必
要
が
あ
る
。

第
五
に
、
汎
用
化
水
田
の
普
及
は
大
き
な
意
義
が
あ
る
が
、
普
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及
に
は
長
期
間
か
か
り
、
多
額
の
資
本
投
下
を
要
す
る
こ
と
か
ら

短
期
間
に
大
き
な
期
待
は
で
き
な
い
で
で
あ
ろ
う
。

な
お
、
米
の
消
費
拡
大
の
方
向
と
し
て
米
粉
用
米
が
注
目
さ
れ

て
い
る
。
粉
食
を
基
本
と
す
る
小
麦
・
ラ
イ
麦
と
は
異
な
っ
て
、

も
っ
ぱ
ら
粒
食
で
の
摂
取
を
基
本
と
し
て
き
た
米
で
の
粉
食
利
用

は
小
麦
並
み
の
汎
用
性
が
期
待
で
き
る
。
伝
統
の
呪
縛
か
ら
解
放

さ
れ
、
食
用
米
の
可
能
性
を
広
げ
る
も
の
と
し
て
一
層
の
研
究
開

発
・
普
及
が
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

2
）
中
山
間
地
域
の
新
た
な
意
義
の
発
見

中
山
間
地
域
は
そ
こ
に
お
け
る
農
業
が
も
つ
多
面
的
機
能
が
注

目
さ
れ
、
政
策
的
な
支
援
が
行
わ
れ
て
き
た
が
、
他
方
で
は
「
条

件
不
利
地
域
」
と
し
て
の
位
置
づ
け
が
前
面
に
出
さ
れ
、
耕
境
が

後
退
す
る
「
限
界
地
」
と
認
識
さ
れ
、
基
本
法
見
直
し
の
中
で
は

大
量
に
賦
存
す
る
耕
作
放
棄
地
の
林
地
化
や
耕
地
の
粗
放
的
土
地

利
用
へ
の
移
行
が
推
奨
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
圃
場
の
形
状
・

大
き
さ
、
土
壌
条
件
な
ど
の
簡
易
な
改
良
を
前
提
に
し
て
の
こ
と

だ
が
、
気
候
危
機
対
応
の
新
た
な
耕
地
の
候
補
地
と
し
て
の
再
評

価
を
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
長
野
県
の
七
〇
〇
〜
一
二
〇
〇
ｍ
程

度
の
標
高
に
あ
る
農
地
な
ど
の
気
象
条
件
は
北
海
道
帯
広
市
の
平

地
の
農
地
に
類
似
し
て
い
る
（
白
樺
が
自
生
し
て
い
る
）。
見
方

を
変
え
れ
ば
、
平
地
農
業
地
域
を
含
む
一
定
地
域
内
に
あ
る
中
山

間
地
域
は
、
平
地
農
業
地
域
の
高
緯
度
帯
へ
の
移
動
と
同
じ
標
高

差
移
動
の
可
能
性
を
提
供
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
食
料
安
全
保

障
を
組
み
込
ん
だ
基
本
法
見
直
し
と
は
こ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
中

山
間
地
域
農
地
の
再
評
価
が
必
要
で
は
な
い
か
。
例
え
ば
、
す
で

に
あ
る
経
営
体
に
よ
る
平
地
と
中
山
間
地
域
農
地
の
同
時
利
用
の

可
能
性
を
積
極
的
に
発
掘
す
る
こ
と
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
そ
の

際
に
は
「
条
件
不
利
地
域
政
策
」
の
再
検
討
を
通
じ
た
新
た
な
支

援
政
策
の
構
築
が
必
要
で
あ
る
。

4
�
日
没
と
日
の
出
が
同
時
に
来
て
い
る
日
本
の
今

し
ば
し
ば
言
わ
れ
る
よ
う
に
「
夜
明
け
前
」
は
一
日
の
う
ち
で

最
も
暗
く
、「
日
没
直
前
」
に
は
赤
い
夕
陽
が
明
る
く
輝
く
。

二
〇
二
三
年
の
日
本
は
日
没
と
夜
明
け
が
同
時
に
来
た
か
の
よ

う
に
光
と
影
が
交
錯
す
る
年
と
な
っ
た
。
多
く
の
日
本
人
に
勇
気

を
与
え
た
の
は
五
月
の
カ
ン
ヌ
国
際
映
画
祭
で
役
所
広
司
が
主
演

男
優
賞
に
輝
い
た
こ
と
で
あ
り
、
一
二
月
に
大
谷
翔
平
が
一
〇
年

間
で
七
億
ド
ル
（
一
、
〇
一
四
億
円
）
の
契
約
金
で
ド
ジ
ャ
ー
ス

に
移
籍
す
る
こ
と
が
決
ま
り
、
こ
の
年
の
多
く
の
賞
を
総
な
め
し

た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
ま
さ
に
日
本
人
と
日
本
の
可
能
性
を
指
し
示

す
光
な
の
だ
が
、年
末
か
ら
公
開
さ
れ
た
前
者
の
出
演
映
画
は「
Ｐ

Ｅ
Ｒ
Ｆ
Ｅ
Ｃ
Ｔ

Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
」（
ヴ
ィ
ム

ベ
ン
ダ
ー
ス
監
督
）。

東
京
渋
谷
の
公
衆
ト
イ
レ
の
清
掃
員
の
日
常
を
淡
々
と
描
い
た
も

の
だ
。
反
対
に
大
谷
は
ア
メ
リ
カ
野
球
界
の
頂
点
を
極
め
る
よ
う

な
活
躍
ぶ
り
で
内
容
的
に
は
対
極
に
あ
る
と
い
っ
て
よ
い
。

こ
れ
と
は
対
照
的
な
影
と
は
自
民
党
派
閥
の
政
治
資
金
パ
ー
テ
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１０



ィ
問
題
で
安
倍
派
と
二
階
派
に
対
し
て
東
京
地
検
特
捜
部
の
捜
索

の
手
が
入
り
、
刑
事
事
件
に
発
展
し
た
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
帰
趨

を
正
確
に
見
通
す
こ
と
は
困
難
だ
が
、
自
民
党
・
安
倍
派
の
一
強

体
制
と
い
う
政
治
的
な
枠
組
み
に
激
震
が
走
り
、
深
刻
な
流
動
化

状
況
が
生
ま
れ
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
と
直
接
の
関
連
は
な

い
も
の
の
、
一
二
月
一
二
日
の
国
連
総
会
緊
急
特
別
会
合
で
は
ガ

ザ
戦
争
の
即
時
停
戦
決
議
は
ア
メ
リ
カ
や
イ
ス
ラ
エ
ル
な
ど
一
〇

カ
国
の
反
対
に
止
ま
り
、
ド
イ
ツ
や
イ
タ
リ
ア
な
ど
二
三
カ
国
の

棄
権
を
大
き
く
上
回
っ
て
、
日
本
を
含
む
一
五
三
カ
国
が
賛
成
票

を
投
じ
て
採
択
さ
れ
た
。
ア
メ
リ
カ
の
二
枚
舌
外
交
に
国
際
社
会

が
重
大
な
Ｎ
Ｏ
を
突
き
付
け
、
ア
メ
リ
カ
一
強
の
国
際
政
治
シ
ス

テ
ム
の
機
能
不
全
が
白
日
の
下
に
曝
さ
れ
る
結
果
と
な
っ
た
の
で

あ
る
。
両
者
に
共
通
す
る
こ
と
は
驕
れ
る
も
の
は
久
し
か
ら
ず
、

新
自
由
主
義
の
黄
昏
が
始
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
ろ
う
。

実
は
二
〇
二
三
年
は
小
津
安
二
郎
の
生
誕
一
二
〇
年
（
没
後
六

〇
年
）
だ
っ
た
た
め
、
第
三
六
回
東
京
国
際
映
画
祭
で
記
念
シ
ン

ポ
ジ
ウ
ム
が
開
催
さ
れ
、
小
津
監
督
が
繰
り
返
し
描
き
続
け
た

坦
々
と
し
た
日
常
生
活
、
そ
れ
を
生
き
る
中
産
階
級
の
家
族
の
心

の
す
れ
違
い
、
さ
り
げ
な
い
労
り
と
気
遣
い
と
い
っ
た
葛
藤
の
今

日
的
な
意
味
が
諸
外
国
の
映
画
監
督
も
含
め
て
縦
横
に
語
り
明
か

さ
れ
た
。
上
述
の
ヴ
ィ
ム

ベ
ン
ダ
ー
ス
監
督
は
こ
よ
な
く
小
津

監
督
を
尊
敬
し
、
そ
の
思
想
と
技
法
を
継
承
し
て
い
る
。
小
津
監

督
が
追
求
し
続
け
た
坦
々
と
し
た
日
常
生
活
が
世
界
中
で
切
り
裂

か
れ
て
い
る
の
が
今
日
の
新
自
由
主
義
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン

の
局
面
に
他
な
ら
な
い
。
そ
こ
に
小
津
監
督
の
グ
ロ
ー
バ
ル
な
再

評
価
の
歴
史
的
な
意
義
が
あ
る
。

鯛
は
頭
か
ら
腐
る
と
い
う
が
、
逆
に
い
え
ば
、
頭
が
腐
っ
て
い

て
も
筋
肉
や
ら
ヒ
レ
は
簡
単
に
は
腐
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
あ

る
。
頭
�
上
部
組
織
が
腐
っ
て
い
る
と
す
れ
ば
、
筋
肉
や
ヒ
レ
か

ら
体
を
作
り
直
し
、
頭
を
取
り
換
え
る
以
外
に
な
い
。
ま
さ
に
世

界
は
グ
ラ
ス
ル
ー
ツ
（
草
の
根
）
の
出
番
で
あ
る
。
基
本
法
見
直

し
に
お
け
る
日
本
農
業
の
今
後
の
あ
り
方
に
即
し
て
い
え
ば
、
小

津
監
督
が
描
い
た
坦
々
と
し
た
日
常
生
活
の
場
で
、
様
々
な
葛
藤

を
抱
え
な
が
ら
も
、
家
族
農
業
を
基
礎
と
し
た
多
様
な
担
い
手
が

地
域
農
業
と
地
域
社
会
の
持
続
的
な
発
展
を
支
え
る
土
台
に
据
え

ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
現
代
社
会
が
抱
え
る
諸
困
難
か
ら
の
脱
却

の
有
力
な
道
筋
は
、
地
域
に
根
ざ
す
こ
と
の
な
い
根
無
し
草
た
る

一
部
の
強
者
の
論
理
に
彩
ら
れ
た
弱
肉
強
食
の
民
主
主
義
か
ら
、

地
域
に
根
ざ
し
弱
者
（
草
の
根
）
か
も
し
れ
な
い
が
他
者
へ
の
共

感
を
前
提
に
し
た
多
数
者
の
民
主
主
義
へ
、
上
か
ら
の
強
権
的
な

押
し
付
け
、
経
済
力
に
準
じ
た
平
等
を
原
則
と
す
る
「
多
数
決
」

に
基
づ
く
民
主
主
義
か
ら
、
下
か
ら
の
自
発
的
な
運
動
に
基
づ

き
、
人
権
的
な
平
等
を
原
則
と
す
る
一
人
一
票
制
の
真
の
多
数
決

に
基
づ
く
民
主
主
義
へ
の
転
轍
で
は
な
い
か
。
こ
れ
こ
そ
、
新
自

由
主
義
的
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
の
黄
昏
が
始
ま
り
つ
つ
あ
る

今
、
我
々
が
追
い
求
め
る
方
向
で
あ
ろ
う
（
本
稿
は
、
谷
口
信
和

驕れる者は久しからず―新自由主義の黄昏 ������������������
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「
総
論

基
本
法
見
直
し
は
転
換
期
の
歴
史
的
課
題
に
向
き
合
っ

て
い
る
か
」『
日
本
農
業
年
報
69
』
筑
波
書
房
、
近
刊
予
定
の
一

部
を
利
用
し
て
、
年
頭
所
感
用
に
再
構
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
基

本
法
見
直
し
に
関
し
て
の
詳
細
は
そ
ち
ら
を
参
照
さ
れ
た
い
）。

注（
1
）
ウ
ク
ラ
イ
ナ
戦
争
勃
発
後
の
二
〇
二
二
年
四
月
に
再
開
さ
れ
た
と
う

も
ろ
こ
し
の
最
初
の
輸
出
先
は
話
題
に
な
っ
て
い
た
食
料
不
足
に
苦

し
む
北
ア
フ
リ
カ
諸
国
で
は
な
く
、
豚
肉
需
要
の
急
拡
大
に
対
応
し

て
と
う
も
ろ
こ
し
輸
入
を
急
拡
大
し
て
い
た
中
国
だ
っ
た
こ
と
に
注

意
す
べ
き
で
あ
る
。
二
〇
二
一
年
七
月
六
日
に
武
漢
か
ら
キ
ー
ウ（
キ

エ
フ
）
に
貨
物
列
車
の
直
行
便
（
中
欧
班
列
）
が
初
到
着
し
て
お
り
、

一
帯
一
路
政
策
に
基
づ
い
て
中
国
と
欧
州
の
連
携
強
化
が
図
ら
れ
て

い
た
か
ら
で
あ
る
。

（
2
）
コ
ロ
ナ
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
に
効
果
的
に
対
応
し
た
イ
ス
ラ
エ
ル
と
は
対

照
的
に
、
住
民
の
六
五
％
が
貧
困
ラ
イ
ン
以
下
で
生
活
し
て
い
る
ガ

ザ
地
区
の
経
済
的
貧
窮
は
ハ
マ
ス
の
突
然
の
イ
ス
ラ
エ
ル
侵
攻
の
直

接
的
な
要
因
で
は
な
い
に
し
て
も
、
重
要
な
背
景
と
し
て
理
解
す
べ

き
だ
と
い
う
。
鈴
木
啓
之
（
二
〇
二
三
）「
緊
迫
す
る
ガ
ザ
情
勢
」『
Ｕ

Ｐ
』
一
二
月
号
、
五
ペ
ー
ジ
。

（
3
）
立
花
義
裕
・
谷
口
信
和
（
二
〇
二
三
）「
特
別
対
談
：
二
〇
二
三
年
を

振
り
返
っ
て

地
球
温
暖
化
か
ら
地
球
沸
騰
化
へ

い
っ
た
い
何
が

起
き
て
い
る
の
か

日
本
の
食
と
農
に
問
い
か
け
る
も
の
」『
農
業
協

同
組
合
新
聞
』
一
二
月
二
〇
日
号
、
一‐

二
ペ
ー
ジ；

国
立
大
学
法

人
三
重
大
学
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
（
二
〇
二
三
）「
二
〇
一
〇
年
以
降
の

猛
暑
頻
発
・
冷
夏
不
発
生
は
、
気
候
の
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
が
一
因
―

温
暖
化
に
伴
う
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
が
高
気
圧
と
偏
西
風
蛇
行
を
強
め

た
―
」
一‐

三
ペ
ー
ジ；

天
野
未
空
・
立
花
義
裕
・
安
藤
雄
太
（
二

〇
二
三
）「
二
〇
一
〇
年
以
降
、
北
東
ユ
ー
ラ
シ
ア
に
お
け
る
寒
冷
な

夏
の
発
生
を
気
候
レ
ジ
ー
ム
シ
フ
ト
が
防
い
で
い
る
か
ど
う
か
の
考

察
」Journal

of
C
lim
ate

二
〇
二
三
年
八
月
三
一
日
オ
ン
ラ
イ
ン

掲
載https://journals.am

etsoc.org/view
/journals/clim

/36/23/

JC
LI-D

-23-0191.1.xm
l

（
4
）
地
球
レ
ベ
ル
で
の
平
均
気
温
偏
差
（
一
八
九
一
〜
二
〇
二
〇
年
）
に

関
す
る
気
象
庁
の
デ
ー
タ
（
二
〇
二
三
年
九
月
二
七
日
更
新
）
に
よ

る
。

（
5
）Statistik

des
B
M
EL

の
Ｗ
ｅ
ｂ
に
よ
る
二
〇
二
〇
／
二
一
年
度
の

数
字
。
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○
司
会
（
安
藤
）

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
が
昨
年
七
月
一

日
に
施
行
さ
れ
て
か
ら
一
年
以
上
が
経
過
い
た
し
ま
し
た
。
本
日

は
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
グ
ル
ー
プ
長
の
久
保
牧
衣
子

様
か
ら
、
こ
の
戦
略
の
成
果
と
今
後
の
展
望
に
つ
い
て
お
話
し
い

た
だ
い
た
う
え
で
、
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

お
忙
し
い
中
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
久
保
様
に
は
、
こ
の
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
ま
し
て
、あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。そ
れ
で
は
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

改
め

ま
し
て
、
農
林
水
産
省
で
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

グ
ル
ー
プ
長
を
務
め
て
お
り

ま
す
久
保
と
申
し
ま
す
。
本

日
は
貴
重
な
機
会
を
ど
う
も

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
ず
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
策
定
の
背
景
で
す
。

地
球
温
暖
化
が
進
み
、
農
業
へ
の
影
響
も
深
刻
に
な
る
一
方
、
担

い
手
が
減
少
・
高
齢
化
す
る
中
で
、
少
な
い
人
数
で
農
業
生
産
を

行
い
つ
つ
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
や
自
然
資
本
の
保
全
を
図
る

必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
た
、
国
内
生
産
を
支
え
る
化
学
肥
料
の
原

料
は
、
ほ
ぼ
全
量
を
輸
入
に
依
存
し
て
お
り
、
世
界
情
勢
や
環
境

面
で
の
制
約
を
考
え
れ
ば
、
国
内
資
源
も
活
用
し
、
生
産
力
向
上

と
持
続
性
の
両
立
を
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
諸
外
国
の
動
向
も
踏
ま
え
て
、
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン

地
域
の
持
続
的
な
食
料
シ
ス
テ
ム
の
モ
デ
ル
と
し
て
打
ち
出
す
こ

と
も
見
据
え
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
令
和
三
年
五
月

に
策
定
し
ま
し
た
。
二
〇
五
〇
年
ま
で
に
目
指
す
べ
き
姿
と
し

て
、
一
四
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
を
決
定
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
令
和
四
年
の

六
月
に
は
、
二
〇
三
〇
年
の
中
間
目
標
も
決
定
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、
毎
年
、
大
臣
を
本
部

みみ
どど
りり
戦戦
略略
のの
成成
果果
とと
今今
後後
のの
展展
望望
にに
つつ
いい
てて

安藤 光義氏

農村と都市をむすぶ2024．1 �������������������������

研
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長
と
す
る
、
み
ど
り
の
食
料

シ
ス
テ
ム
戦
略
本
部
で
進
捗

状
況
に
つ
い
て
フ
ォ
ロ
ー
ア

ッ
プ
を
行
う
こ
と
に
し
て
お

り
ま
し
て
、
令
和
四
年
一
二

月
に
初
め
て
進
捗
状
況
を
確

認
し
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。
た
だ
し
、
例
え
ば
有
機
農
業
の
面
積
は
二
〇
二
三
年
八
月
に

よ
う
や
く
二
〇
二
一
年
の
数
値
が
出
る
な
ど
、
一
四
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
実

績
値
の
公
表
時
期
が
ま
ち
ま
ち
に
な
る
こ
と
か
ら
、
一
二
月
の
進

捗
管
理
に
間
に
合
わ
な
か
っ
た
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
、
そ
の
後
の
直
近
の
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
本
部
で
実
績
値
を
報
告
す
る
と
い
う

形
で
取
り
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
、
生
産
性
向
上
と
い
っ
た
取
組
で
あ
れ
ば
、
生
産

の
局
面
だ
け
で
取
り
組
め
ば
良
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
は
、
調
達
、
生
産
、
加
工
・
流
通
、
消
費

と
い
う
食
料
シ
ス
テ
ム
の
関
係
者
全
体
で
取
り
組
む
べ
き
も
の
と

考
え
て
い
ま
す
。
ど
ん
な
資
材
・
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
使
う
の
か
と
い

っ
た
調
達
面
か
ら
、
環
境
負
荷
低
減
に
配
慮
し
た
生
産
、
そ
こ
か

ら
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
加
工
・
流
通
、
最
終
的
に
は
消
費
者
に

評
価
・
支
持
し
て
い
た
だ
き
、
選
択
い
た
だ
く
こ
と
が
重
要
で

す
。
ま
た
、
短
期
的
に
は
、
環
境
負
荷
低
減
と
い
う
の
は
経
済
の

足
か
せ
に
な
る
と
い
う
声
も
一
部
に
あ
り
ま
す
が
、
二
〇
二
二
年

久保 牧衣子氏

研究会 ����������������������������������
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に
Ｍ
Ｕ
Ｆ
Ｇ
さ
ん
が
推
計
さ
れ
た
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
の
実
現
に
よ
り
創
出
さ
れ
る
市
場
規
模
の
推
計
で
は
、
現
状
の

約
二
倍
に
伸
び
て
い
く
と
試
算
さ
れ
て
い
ま
す
。

【
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実
現
に
向
け
た
取
組
】

次
に
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実
現
に
向
け
た
取
組

を
ご
紹
介
し
ま
す
。

ま
ず
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
策
定
し
た
当
初
は
、

本
当
に
安
心
し
て
取
り
組
ん
で
い
い
の
か
と
い
う
心
配
の
声
も
い

た
だ
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
環
境
負
荷
低
減
は
揺
る
ぎ
な
い
方
向

で
あ
り
、
令
和
四
年
の
四
月
に
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
、
正

式
名
称
「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
の
た
め

の
環
境
負
荷
低
減
事
業
活
動
の
促
進
等
に
関
す
る
法
律
」
が
全
会

一
致
で
可
決
成
立
し
、
同
年
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
て
お
り
ま

す
。ま

た
、
こ
の
法
律
に
先
行
す
る
形
で
、
令
和
三
年
度
補
正
、
令

和
四
年
度
当
初
予
算
か
ら
、
地
域
ぐ
る
み
で
環
境
負
荷
低
減
に
取

り
組
む
モ
デ
ル
地
区
の
創
出
な
ど
の
取
組
を
予
算
で
後
押
し
し
て

き
た
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
し
て
、
令
和
五
年
度
で
い
え
ば
、
補
正

で
三
〇
億
円
、
当
初
で
七
億
円
の
交
付
金
な
ど
も
措
置
し
な
が

ら
、
現
場
の
取
組
を
後
押
し
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
法
律
上
の
措
置
と
し
て
、
み
ど
り
投
資
促
進
税
制
を
創

設
し
て
、
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
使
用
低
減
に
資
す
る
機
械
・

設
備
等
を
導
入
す
る
場
合
の
税
制
特
例
措
置
と
し
て
、
機
械
・
設
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備
の
導
入
に
当
た
っ
て
は
三
二
％
、
こ
れ
と
一
体
的
に
整
備
す
る

建
物
は
一
六
％
の
特
別
償
却
が
認
め
ら
れ
る
と
い
う
特
例
措
置
を

講
じ
て
お
り
ま
す
。
令
和
四
年
度
の
税
制
改
正
で
盛
り
込
ま
れ
た

二
年
間
の
措
置
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
現
在
、
そ
の
延
長
要
望
を

行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
資
金
繰
り
支
援
と
い
う
こ
と
で
、
日
本
政
策
金
融
公
庫

の
農
業
改
良
資
金
に
よ
る
無
利
子
融
資
等
の
ほ
か
、
機
械
・
資
材

メ
ー
カ
ー
向
け
に
は
同
公
庫
の
新
事
業
活
動
促
進
資
金
に
よ
る
低

利
融
資
に
よ
り
、
資
金
繰
り
支
援
を
各
種
行
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

次
に
、
令
和
五
年
度
の
補
正
予
算
で
す
。
み
ど
り
の
食
料
シ
ス

テ
ム
戦
略
緊
急
対
策
事
業
と
し
て
二
七
億
円
を
計
上
し
て
お
り
ま

す
。
こ
の
う
ち
、
交
付
金
が
二
六
億
円
に
な
っ
て
お
り
ま
す
け
れ

ど
も
、
①
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
へ
の
転
換
サ
ポ
ー
ト
、
②
有
機

農
業
産
地
づ
く
り
推
進
、
す
な
わ
ち
ま
と
ま
っ
て
有
機
に
取
り
組

む
地
域
の
後
押
し
、
③
有
機
に
転
換
す
る
に
当
た
っ
て
初
年
度
の

必
要
な
経
費
支
援
の
ほ
か
、
④
み
ど
り
法
に
基
づ
く
基
盤
確
立
事

業
実
施
計
画
の
計
画
認
定
と
セ
ッ
ト
で
行
う
ハ
ー
ド
の
設
備
の
支

援
と
し
て
、
今
回
の
補
正
で
バ
イ
オ
炭
の
生
産
や
、
環
境
負
荷
を

低
減
し
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
流
通
の
合
理
化
に
必
要
な
施
設

の
整
備
等
、
例
え
ば
有
機
農
産
物
を
慣
行
の
農
産
物
と
分
け
て
小

規
模
な
倉
庫
で
保
管
す
る
と
い
っ
た
よ
う
な
施
設
整
備
も
み
ど
り

法
の
認
定
と
一
体
的
に
ハ
ー
ド
面
で
も
支
援
を
行
う
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
今
年
は
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
友
好
協
力
五
〇
周
年
と
い

う
こ
と
で
、
一
二
月
に
は
特
別
首
脳
会
議
も
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

し
て
、
そ
こ
も
見
据
え
、
一
〇
月
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
農
林
大
臣
会

合
で
採
択
さ
れ
た
「
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
み
ど
り
協
力
プ
ラ
ン
」
の
別

添
の
う
ち
、
特
に
脱
炭
素
の
協
力
案
件
の
形
成
に
向
け
て
調
査
等

を
行
う
予
算
も
、
今
回
の
補
正
予
算
で
計
上
し
て
お
り
ま
す
。
い

ず
れ
の
予
算
も
、
み
ど
り
法
に
基
づ
く
特
定
区
域
や
計
画
認
定
を

受
け
た
者
等
を
含
む
場
合
に
は
事
業
採
択
時
に
優
遇
さ
れ
ま
す
。

み
ど
り
交
付
金
の
活
用
状
況
で
す
が
、
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
に
取
組

の
割
合
を
見
る
と
、
交
付
金
活
用
の
四
三
％
を
占
め
て
い
る
の
が

「
グ
リ
ー
ン
な
栽
培
体
系
へ
の
転
換
サ
ポ
ー
ト
」
い
わ
ゆ
る
「
グ

リ
サ
ポ
」で
す
。み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
策
定
し
た
後
、

「
収
量
に
影
響
が
あ
る
か
ど
う
か
実
証
し
な
い
と
安
心
し
て
取
り

組
め
な
い
」
と
い
う
お
声
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
現

場
の
実
証
を
支
援
す
る
事
業
を
創
設
し
、
各
地
で
ご
活
用
い
た
だ

い
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

福
島
県
の
会
津
坂
下
町
で
は
、
水
田
メ
タ
ン
の
削
減
対
策
と
し

て
、
中
干
し
期
間
の
延
長
の
実
証
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
例
え
ば
通
常
七
日
間
、
中
干
し
を
行
う
場
合
、
さ
ら
に
中

干
し
期
間
を
七
日
間
延
長
す
る
と
、
メ
タ
ン
が
三
割
削
減
さ
れ
る

と
い
う
デ
ー
タ
が
あ
り
ま
す
。
し
か
し
、
中
干
し
期
間
を
延
長
し

て
も
本
当
に
収
量
に
影
響
が
な
い
の
か
、
グ
リ
サ
ポ
を
活
用
し
て
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実
証
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
直
播
と
組

み
合
わ
せ
て
中
干
し
期
間
を
一
週
間
程
度
前
倒
し
し
て
延
長
し
て

も
、
慣
行
の
移
植
栽
培
と
同
等
の
収
量
・
品
質
が
確
保
さ
れ
る
見

通
し
と
な
っ
た
と
の
こ
と
で
、
中
干
し
期
間
の
延
長
を
組
み
込
ん

だ
直
播
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
グ

リ
サ
ポ
事
業
を
活
用
し
た
実
証
の
結
果
、
収
量
に
大
き
く
影
響
が

あ
っ
た
と
す
れ
ば
、
違
う
技
術
を
模
索
す
れ
ば
い
い
と
思
う
の
で

す
け
れ
ど
も
、
慣
行
と
比
べ
て
収
量
に
大
差
が
な
い
と
い
う
結
果

が
得
ら
れ
れ
ば
、
栽
培
暦
の
見
直
し
か
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
組

み
込
む
と
い
う
こ
と
を
お
願
い
し
て
お
り
ま
し
て
、
会
津
坂
下
町

で
は
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
作
成
し
て
、
特
に
大
規
模
な
農
業
経
営

体
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
、
中
干
し
期
間
の
延
長
の
普
及
を
図
る
と
聞

い
て
い
ま
す
。

ま
た
、
香
川
県
の
西
讃
地
区
で
は
、
有
機
ふ
す
ま
を
使
っ
た
太

陽
熱
養
生
処
理
に
よ
り
、
土
壌
へ
の
殺
菌
剤
処
理
の
回
数
を
一
回

か
ら
ゼ
ロ
回
に
減
ら
す
こ
と
が
で
き
た
と
の
こ
と
で
す
。
慣
行
と

同
等
の
収
量
を
確
保
し
な
が
ら
、
基
肥
の
化
学
肥
料
は
二
割
削

減
、
生
分
解
性
マ
ル
チ
の
導
入
に
よ
り
、
マ
ル
チ
の
片
づ
け
作
業

工
程
の
削
減
に
よ
る
省
力
化
も
実
現
で
き
た
と
の
こ
と
で
、
こ
れ

を
組
み
込
ん
だ
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
活
用
し
て
、
部
会
員
四
〇
〇

名
を
対
象
に
、
こ
の
結
果
の
普
及
を
図
っ
て
い
く
と
聞
い
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
形
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
区
で
、
ま
ず
は
適
し
た
環

境
負
荷
低
減
の
技
術
を
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
実
証
頂
き
た
い
と
考
え
て

お
り
ま
す
。

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
は
二
〇
五
〇
年
ま
で
の
息
の
長

い
戦
略
で
あ
り
、
一
気
呵
成
に
で
は
な
く
、
ス
テ
ッ
プ
・
バ
イ
・

ス
テ
ッ
プ
で
、
現
場
で
取
り
組
め
る
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
も
ら

い
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
具
体
的
に
申
し
上
げ
れ
ば
、
例
え

ば
化
学
肥
料
を
画
一
的
に
施
用
す
る
と
、
環
境
に
も
負
荷
も
か
か

り
ま
す
し
、
も
っ
た
い
な
い
の
で
、
ま
ず
は
土
壌
診
断
を
し
て
、

過
剰
な
施
肥
の
見
直
し
か
ら
始
め
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
そ
の
上
で
、
局
所
施
肥
や
可
変
施
肥
と
い
っ
た
施
肥
技

術
を
取
り
入
れ
て
い
た
だ
き
、
最
終
的
に
先
端
技
術
の
活
用
が
出

て
く
る
の
だ
ろ
う
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
の
ポ
イ
ン
ト

―
二
つ
の
計
画
認
定
制
度
―
】

次
に
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
の
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
前
段

で
、
み
ど
り
法
の
基
本
理
念
と
し
て
、
関
係
者
の
役
割
、
そ
の
中

に
は
消
費
者
の
努
力
と
い
う
も
の
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り
ま
す

け
れ
ど
も
、
併
せ
て
、
国
が
講
ず
べ
き
施
策
と
い
う
こ
と
で
、
環

境
負
荷
低
減
の
取
組
の
見
え
る
化
な
ど
も
位
置
づ
け
ら
れ
て
お
り

ま
す
。

こ
の
よ
う
な
理
念
の
下
、
同
法
で
は
二
つ
の
計
画
認
定
制
度
が

創
設
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
ま
ず
運
営
に
当
た
っ
て
の
基
本
的
な
考

え
方
を
国
が
基
本
方
針
と
し
て
定
め
ま
す
。
こ
れ
に
基
づ
き
、
地
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域
の
農
業
の
状
況
を
踏
ま
え
て
、
各
都
道
府
県
が
市
町
村
と
連
名

で
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。
そ
の
基
本
計
画
に
沿
っ
て
、
環
境

負
荷
低
減
に
取
り
組
む
生
産
者
は
都
道
府
県
庁
等
に
「
環
境
負
荷

低
減
事
業
活
動
実
施
計
画
」
を
申
請
い
た
だ
き
、
都
道
府
県
が
そ

の
計
画
を
認
定
す
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
で
す
。
計
画
を
認
定
さ
れ

た
生
産
者
は
、
必
要
に
応
じ
て
資
金
繰
り
支
援
や
、
導
入
す
る
機

械
・
設
備
等
に
対
す
る
み
ど
り
投
資
促
進
税
制
等
の
特
例
措
置
が

受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
る
と
い
う
ス
キ
ー
ム
で
す
。

た
だ
、
生
産
者
の
努
力
だ
け
で
は
環
境
負
荷
低
減
を
続
け
る
こ

と
は
難
し
い
で
す
。
例
え
ば
化
学
肥
料
や
化
学
農
薬
に
代
替
す
る

も
の
が
普
及
し
な
い
と
、
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
を
使
わ
ざ
る
を

得
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
環
境
負
荷
を
低
減
し

て
生
産
さ
れ
た
農
作
物
も
加
工
、
流
通
で
扱
わ
れ
な
け
れ
ば
市
場

は
拡
が
り
ま
せ
ん
。
こ
の
た
め
、
化
学
肥
料
や
化
学
農
薬
に
代
替

す
る
資
材
や
除
草
機
の
メ
ー
カ
ー
、
環
境
負
荷
を
低
減
し
て
生
産

さ
れ
た
農
産
物
の
市
場
拡
大
や
流
通
合
理
化
に
取
り
組
む
食
品
事

業
者
等
の
計
画
、
こ
れ
を
基
盤
確
立
事
業
実
施
計
画
と
言
い
ま
す

が
、
こ
ち
ら
に
関
し
て
は
、
国
が
基
本
方
針
に
基
づ
い
て
直
接
計

画
を
認
定
す
る
も
の
で
、
支
援
措
置
と
し
て
融
資
、
税
制
特
例
、

さ
ら
に
は
行
政
手
続
の
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
と
い
う
も
の
が
組
み
込

ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

そ
の
進
捗
状
況
で
す
。
ま
ず
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
が
令

和
四
年
の
七
月
一
日
に
施
行
さ
れ
、
同
年
九
月
一
五
日
に
基
本
方

針
を
公
表
し
ま
し
た
。
ま
た
、
生
産
者
の
計
画
認
定
の
ベ
ー
ス
と

な
る
都
道
府
県
の
基
本
計
画
に
つ
き
ま
し
て
は
、
令
和
四
年
度

中
、
す
な
わ
ち
令
和
五
年
三
月
三
一
日
ま
で
に
全
四
七
都
道
府
県

で
既
に
作
成
さ
れ
、
令
和
五
年
度
か
ら
都
道
府
県
に
よ
る
農
業
者

の
計
画
認
定
が
本
格
的
に
ス
タ
ー
ト
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
都
道
府
県
が
つ
く
る
基
本
計
画
の
中
で
、
地
域
で
面
的

に
ま
と
ま
っ
て
環
境
負
荷
低
減
を
進
め
る
モ
デ
ル
的
な
区
域
を
特

定
区
域
と
し
て
位
置
づ
け
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
と
な
っ
て
お

り
、
既
に
一
二
県
二
三
市
町
で
特
定
区
域
が
設
定
さ
れ
、
地
域
ぐ

る
み
の
取
組
を
進
め
る
ベ
ー
ス
が
構
築
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
進
捗
状
況
①
―
事
業
者
の
認
定
状
況
―
】

次
に
、
そ
れ
ぞ
れ
具
体
的
に
進
捗
を
み
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。
ま
ず
、
事
業
者
の
認
定
す
な
わ
ち
基
盤
確
立
事
業
実
施
計
画

の
認
定
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
五
年
一
一
月
時
点
で
五
六

の
事
業
者
の
計
画
が
認
定
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
研
究
開
発
・
実
証

で
四
件
、
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
低
減
に
資
す
る
資
材
の
生
産

・
販
売
で
一
〇
件
、
こ
の
う
ち
五
件
に
つ
い
て
は
み
ど
り
投
資
促

進
税
制
の
活
用
が
計
画
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い

ま
す
。

基
盤
確
立
事
業
実
施
計
画
の
第
一
号
認
定
で
出
て
き
た
の
が
、

Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
、
Ｊ
Ａ
全
農
長
野
県
本
部
、
佐
久
市
の
共
同
の
計

画
で
す
。
堆
肥
の
利
用
拡
大
を
図
る
た
め
に
Ｊ
Ａ
佐
久
浅
間
で
ペ

レ
タ
イ
ザ
ー
を
導
入
し
て
、
生
産
者
の
皆
さ
ん
が
散
布
・
運
搬
し
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や
す
い
ペ
レ
ッ
ト
堆
肥
の
製
造
設
備
を
増
強
し
て
、
ペ
レ
ッ
ト
堆

肥
の
販
売
を
拡
大
し
、
広
域
流
通
に
も
取
り
組
ま
れ
る
と
の
こ
と

で
、
現
在
、
製
造
が
始
ま
っ
て
い
る
と
承
知
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
富
山
県
南
砺
市
に
あ
る
（
株
）
国
際
有
機
公
社
は
、
こ

れ
ま
で
廃
棄
等
さ
れ
て
い
た
未
利
用
魚
や
米
ぬ
か
を
原
料
と
し
て

液
肥
を
製
造
、
販
売
拡
大
す
る
と
の
計
画
が
認
定
さ
れ
、
既
に
施

設
整
備
が
終
わ
っ
て
い
る
と
聞
い
て
お
り
ま
す
。

和
饗
エ
コ
フ
ァ
ー
ム
と
共
和
化
工
（
株
）、
こ
ち
ら
は
下
水
汚

泥
資
源
を
活
用
し
た
肥
料
の
粒
度
を
調
整
す
る
こ
と
で
扱
い
や
す

さ
を
改
善
す
る
と
い
う
計
画
で
、
み
ど
り
税
制
の
活
用
も
計
画
に

入
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。（
株
）
フ
レ
ッ
シ
ュ
フ
ー
ズ
は
環
境
負
荷

低
減
に
配
慮
し
て
生
産
さ
れ
た
農
産
物
の
需
要
の
拡
大
の
た
め
に

有
機
カ
ッ
ト
野
菜
サ
ラ
ダ
の
新
た
な
食
品
加
工
工
場
を
新
設
し

て
、
有
機
農
産
物
の
消
費
拡
大
に
取
り
組
む
と
の
計
画
で
、
食
品

事
業
者
と
し
て
は
第
一
号
の
認
定
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
中
日
本

カ
プ
セ
ル
（
株
）
は
、
健
康
食
品
な
ど
の
ソ
フ
ト
カ
プ
セ
ル
を
製

造
す
る
と
き
に
発
生
す
る
ゼ
ラ
チ
ン
残
渣
を
こ
れ
ま
で
は
廃
棄
し

て
い
た
そ
う
な
の
で
す
が
、
実
は
窒
素
分
を
含
む
た
め
、
こ
れ
を

活
用
し
た
肥
料
の
製
造
・
普
及
に
取
り
組
も
う
と
の
計
画
で
す
。

こ
ち
ら
は
計
画
認
定
を
き
っ
か
け
に
、
農
業
生
産
現
場
で
の
実
証

が
し
や
す
く
な
っ
た
と
の
声
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

新
潟
県
の
緑
水
工
業
（
株
）
は
、
下
水
汚
泥
資
源
な
ど
を
活
用

し
た
緑
肥
の
普
及
拡
大
と
地
域
流
通
に
取
り
組
む
た
め
、
ペ
レ
ッ

ト
化
設
備
を
導
入
す
る
と
い
う
計
画
で
み
ど
り
法
の
認
定
を
受
け

る
と
と
も
に
、
あ
わ
せ
て
、
み
ど
り
交
付
金
の
ハ
ー
ド
の
施
設
整

備
も
受
け
ら
れ
て
お
り
、
ハ
ー
ド
の
支
援
と
み
ど
り
法
の
認
定
の

両
方
を
活
用
し
て
い
る
事
例
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
で
は
、
環
境
負
荷
低
減
事

業
活
動
実
施
計
画
の
認
定
を
受
け
た
生
産
者
が
、
そ
の
計
画
に
記

載
し
た
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
低
減
に
資
す
る
機
械
を
導
入
し

た
際
に
、
税
の
申
告
時
に
特
別
償
却
を
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
税

制
の
特
例
対
象
機
械
は
、
基
盤
確
立
事
業
実
施
計
画
の
認
定
の
際

に
確
認
し
、
農
林
水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
載
せ
て
い
ま
す
。

水
田
作
関
連
で
は
、
乗
用
除
草
機
や
ペ
ー
ス
ト
施
肥
田
植
機
、
可

変
施
肥
田
植
機
、
色
彩
選
別
機
等
が
そ
の
対
象
と
な
っ
て
い
ま

す
。先

ほ
ど
都
道
府
県
が
策
定
す
る
基
本
計
画
の
中
に
、
モ
デ
ル
的

に
取
り
組
む
と
こ
ろ
を
特
定
区
域
と
し
て
設
定
す
る
こ
と
が
で
き

る
と
申
し
上
げ
ま
し
た
。
法
律
上
、
こ
の
特
定
区
域
に
は
三
つ
の

類
型
が
ご
ざ
い
ま
し
て
、
①
有
機
農
業
の
団
地
化
、
す
な
わ
ち
、

地
域
で
ま
と
ま
っ
て
有
機
に
取
り
組
む
と
い
う
こ
と
、
②
地
域
資

源
の
活
用
に
よ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
排
出
量
削
減
。
例
え
ば
工
場

か
ら
出
る
廃
熱
を
地
域
内
の
農
業
用
の
ハ
ウ
ス
に
活
用
す
る
こ
と

で
、Ｇ
Ｈ
Ｇ
を
削
減
す
る
、③
先
端
技
術
の
活
用
と
い
う
こ
と
で
、

地
域
全
体
で
ス
マ
ー
ト
技
術
の
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
等
に
取
り
組
む
こ

と
で
、
地
域
全
体
の
環
境
負
荷
を
低
減
さ
せ
る
と
い
う
、
こ
の
三
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つ
の
類
型
が
ご
ざ
い
ま
す
。

特
定
区
域
が
も
っ
と
も
多
い
の
が
徳
島
県
の
五
市
町
に
な
っ
て

お
り
ま
し
て
、
特
に
Ｊ
Ａ
東
と
く
し
ま
が
み
ど
り
戦
略
に
非
常
に

熱
心
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
い
て
お
り
、
私
も
お
邪
魔
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
が
、
こ
ち
ら
は
Ｂ
Ｌ
Ｏ
Ｆ
農
法
を
用
い
て
、
水
稲

の
有
機
栽
培
を
進
め
て
お
ら
れ
ま
す
。
組
合
長
さ
ん
が
お
っ
し
ゃ

っ
て
い
た
の
は
、
収
量
が
落
ち
な
い
有
機
の
技
術
と
い
う
も
の
が

分
か
っ
て
き
た
の
で
、
取
り
組
む
こ
と
に
し
た
と
の
こ
と
で
し

た
。こ

う
い
っ
た
面
的
な
取
組
を
、
予
算
と
合
わ
せ
て
法
律
で
も
後

押
し
を
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
具
体
的
な
進
捗
状
況
②
―
農
業
者
の
認
定
状
況
―
】

次
に
、
農
業
者
の
認
定
の
状
況
で
す
。
基
本
的
に
は
、
農
業
者

の
認
定
は
都
道
府
県
が
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
都
道

府
県
か
ら
の
聞
き
取
り
の
状
況
を
基
に
作
成
し
て
い
る
資
料
で

す
。
今
年
度
か
ら
本
格
的
に
認
定
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
る
中
で
、

令
和
五
年
八
月
現
在
、
全
国
で
九
三
〇
名
の
方
々
の
環
境
負
荷
低

減
事
業
活
動
実
施
計
画
の
認
定
が
行
わ
れ
て
お
り
ま
す
。
具
体
的

に
は
左
上
、
滋
賀
県
の
中
道
農
園
さ
ん
は
、
全
国
で
一
番
最
初
に

認
定
を
受
け
た
方
な
の
で
す
が
、
み
ど
り
税
制
を
活
用
し
て
水
田

除
草
機
を
導
入
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
で
、
税
制
の
活
用
に
よ
っ

て
、
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て
次
の
設
備
投
資
が
で
き
る
の
を
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
で
し
た
。
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㈱
レ
イ
ト
ベ
ー
ス
フ
ク
イ
は
、
水
稲
の
化
学
肥
料
を
低
減
し
よ

う
と
思
っ
て
い
た
と
こ
ろ
、
県
の
普
及
セ
ン
タ
ー
か
ら
勧
め
ら
れ

て
、
堆
肥
散
布
機
の
導
入
に
み
ど
り
税
制
を
活
用
さ
れ
る
方
で
、

鳥
取
県
の
大
山
乳
業
農
業
協
同
組
合
は
、
強
い
農
業
づ
く
り
総
合

支
援
交
付
金
の
優
先
採
択
が
受
け
ら
れ
る
メ
リ
ッ
ト
措
置
を
活
用

し
た
い
と
の
こ
と
で
、
施
設
利
用
組
合
員
の
過
半
で
み
ど
り
法
の

認
定
を
受
け
、
化
学
肥
料
・
化
学
農
薬
の
使
用
を
低
減
し
な
が

ら
、
自
給
飼
料
の
増
産
に
取
り
組
ま
れ
る
と
伺
っ
て
お
り
ま
す
。

こ
ち
ら
四
七
名
の
グ
ル
ー
プ
申
請
を
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。
大

規
模
で
有
機
農
業
を
実
践
さ
れ
て
い
る
方
か
ら
、
今
ま
で
環
境
負

荷
と
い
う
も
の
を
意
識
し
て
こ
な
か
っ
た
方
ま
で
、
い
ろ
い
ろ
な

状
況
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
る
中
で
、
や
は
り
で
き
る
だ
け
ハ
ー
ド

ル
低
く
、
一
歩
一
歩
、
そ
れ
ぞ
れ
の
環
境
負
荷
低
減
に
一
歩
踏
み

込
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
い
う
思
い
で
や
っ
て
お
り
、
国
が
策
定

し
た
基
本
方
針
に
も
面
積
要
件
な
ど
は
一
切
設
け
て
ご
ざ
い
ま
せ

ん
。
そ
れ
か
ら
、
法
律
の
認
定
を
受
け
る
際
の
申
請
書
も
、
で
き

る
だ
け
負
担
を
少
な
く
す
る
観
点
か
ら
、
ひ
な
形
を
作
っ
た
り
、

グ
ル
ー
プ
申
請
と
い
う
形
で
、
ま
と
め
て
申
請
が
で
き
る
と
い
う

こ
と
も
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

浅
井
農
園
さ
ん
は
、
認
定
を
き
っ
か
け
に
Ｃ
Ｏ
2
排
出
量
の
再

算
定
は
、
経
営
に
反
映
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
長
野
県
の

堀
江
宏
治
さ
ん
は
、
エ
コ
フ
ァ
ー
マ
ー
で
、
み
ど
り
法
の
認
定
を

取
得
す
る
こ
と
で
継
続
的
な
バ
イ
ヤ
ー
の
信
頼
確
保
や
取
引
先
拡

大
へ
の
活
用
を
目
指
す
と
の
こ
と
で
す
。
法
律
で
認
定
さ
れ
て
い

る
と
い
う
こ
と
は
、
ア
ナ
ウ
ン
ス
効
果
が
あ
る
よ
う
で
、
そ
の
相

手
は
バ
イ
ヤ
ー
だ
っ
た
り
、
消
費
者
だ
っ
た
り
と
異
な
る
の
で
す

が
、
そ
う
い
っ
た
効
果
を
狙
っ
て
、
特
段
、
機
械
の
導
入
予
定
は

な
い
け
れ
ど
も
認
定
を
受
け
る
と
い
う
方
も
一
定
程
度
い
ら
っ
し

ゃ
い
ま
す
。
引
き
続
き
、
税
制
特
例
や
予
算
と
の
連
携
な
ど
、
メ

リ
ッ
ト
措
置
の
丁
寧
な
周
知
と
、
各
地
の
認
定
事
例
を
し
っ
か
り

と
ま
と
め
て
発
信
す
る
こ
と
で
、
さ
ら
な
る
認
定
拡
大
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

認
定
を
受
け
る
こ
と
に
よ
る
様
々
な
メ
リ
ッ
ト
措
置
を
周
知
す

る
た
め
、
税
制
対
象
機
械
カ
タ
ロ
グ
や
認
定
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
の
ほ

か
、
目
的
・
対
象
者
毎
に
整
理
し
た
逆
引
き
施
策
活
用
ガ
イ
ド
ブ

ッ
ク
な
ど
も
作
っ
て
お
り
ま
す
。

【
有
機
農
業
の
動
向
】

次
に
、
有
機
の
動
向
で
す
。
二
〇
三
〇
年
の
目
標
面
積
は
、
六

万
三
、
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
で
す
。
二
〇
二
一
年
の
実
績
値
が
よ

う
や
く
二
〇
二
三
年
八
月
に
出
ま
し
た
。
こ
れ
が
二
万
六
、
六
〇

〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
こ
と
で
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略

が
で
き
た
年
の
実
績
な
の
で
、
評
価
と
い
う
の
が
容
易
で
は
な
い

の
で
す
が
、
取
組
の
進
捗
と
し
て
は
、
地
域
ぐ
る
み
で
有
機
農
業

の
拡
大
を
実
践
す
る
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
つ
い
て
は
、
み

ど
り
交
付
金
の
予
算
措
置
で
、
法
律
に
先
駆
け
て
支
援
を
ス
タ
ー

ト
さ
せ
、
二
〇
二
一
年
度
、
三
一
道
府
県
の
五
五
市
町
村
か
ら
、
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二
〇
二
三
年
度
に
は
四
二
道
府
県
九
一
市
町
村
ま
で
拡
大
を
い
た

し
ま
し
た
。
二
〇
二
五
年
の
目
標
が
一
〇
〇
市
町
村
で
す
の
で
、

こ
れ
の
前
倒
し
の
達
成
、
そ
れ
か
ら
二
〇
三
〇
年
の
二
〇
〇
市
町

村
ま
で
の
拡
大
を
目
指
し
て
取
組
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。
そ
れ

か
ら
、
特
に
新
規
就
農
者
に
占
め
る
有
機
を
指
向
す
る
方
の
割
合

は
か
な
り
高
い
の
で
す
が
、
技
術
も
含
め
て
、
指
導
し
て
く
れ
る

方
が
そ
ば
に
い
な
い
と
取
組
が
継
続
し
づ
ら
い
。
想
い
だ
け
で
は

な
か
な
か
難
し
い
と
こ
ろ
が
あ
る
の
で
、
こ
の
有
機
農
業
指
導
員

の
育
成
も
、
県
が
有
機
農
業
指
導
員
を
育
成
す
る
た
め
の
経
費
の

支
援
な
ど
も
行
い
、
二
〇
二
二
年
度
に
は
五
〇
〇
人
の
目
標
に
対

し
、
七
三
五
名
ま
で
既
に
達
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
、
二
〇
二

三
年
度
、
累
計
一
、
〇
〇
〇
人
の
育
成
を
見
込
ん
で
お
り
ま
す
。

次
に
、
市
町
村
別
の
有
機
農
業
の
取
組
面
積
の
割
合
で
す
。
二

〇
五
〇
年
に
二
五
％
、
一
〇
〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
と
い
う
Ｋ
Ｐ
Ｉ
で

す
が
、
市
町
村
別
に
有
機
の
面
積
割
合
ト
ッ
プ
一
五
を
見
る
と
、

少
な
く
と
も
五
％
は
超
え
て
い
る
と
い
う
状
況
で
ご
ざ
い
ま
す
。

ま
た
、
国
内
の
有
機
食
品
の
市
場
と
い
う
の
は
、
一
〇
年
間
で
一

・
五
倍
に
拡
大
を
し
て
お
り
ま
す
。
た
だ
、
そ
こ
に
国
産
の
農
産

物
が
し
っ
か
り
入
っ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
令
和
五

年
四
月
に
、
生
産
か
ら
流
通
ま
で
の
事
業
者
が
参
画
す
る
一
般
社

団
法
人
日
本
有
機
加
工
食
品
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
が
設
立
さ
れ
、
今

後
、
国
産
の
有
機
原
料
を
使
用
し
た
加
工
品
の
生
産
拡
大
な
ど
も

推
進
さ
れ
る
と
承
知
し
て
い
ま
す
。
有
機
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ

う
な
前
向
き
な
動
き
が
出
て
き
て
お
り
ま
す
。

技
術
面
に
つ
き
ま
し
て
は
、「
み
ど
り
の
技
術
カ
タ
ロ
グ
」
と

し
て
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
実
現
に
貢
献
す
る
三
〇

六
の
技
術
を
掲
載
し
た
も
の
を
と
り
ま
と
め
て
お
り
ま
す
。
例
え

ば
北
海
道
農
政
事
務
所
な
ど
で
は
、
農
試
と
も
相
談
し
て
、
三
〇

六
の
技
術
の
う
ち
北
海
道
で
活
用
可
能
な
技
術
に
絞
っ
て
道
内
に

普
及
す
る
と
い
っ
た
活
用
も
行
っ
て
お
り
ま
す
。
次
号
は
、
民
間

や
大
学
の
技
術
も
追
加
し
て
、
よ
り
充
実
し
た
カ
タ
ロ
グ
に
し
て

い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
消
費
者
へ
の
は
た
ら
き
か
け

―
あ
ふ
の
環
（
わ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
―
】

こ
こ
ま
で
、
主
に
調
達
・
生
産
関
係
の
取
組
を
見
て
き
ま
し
た

が
、
冒
頭
に
申
し
上
げ
た
通
り
、
消
費
者
に
環
境
負
荷
低
減
の
農

産
物
に
つ
い
て
理
解
い
た
だ
き
、
購
買
行
動
に
つ
な
げ
て
い
た
だ

い
て
初
め
て
新
た
な
市
場
と
い
う
も
の
が
で
き
る
と
考
え
て
お
り

ま
す
。
こ
の
た
め
、
あ
ふ
の
環
（
わ
）
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
い
う
も

の
を
農
林
水
産
省
、
消
費
者
庁
、
環
境
省
の
三
省
で
連
携
し
て
立

ち
上
げ
て
お
り
ま
す
。

例
え
ば
イ
オ
ン
九
州
で
は
、
消
費
者
の
皆
さ
ん
に
環
境
負
荷
低

減
に
つ
な
が
る
買
い
物
を
呼
び
か
け
る
ポ
ッ
プ
が
掲
示
さ
れ
て
い

ま
す
。
ま
た
、
少
し
前
の
取
組
で
す
が
、
良
品
計
画
で
は
リ
ン
ゴ

を
赤
く
色
づ
け
す
る
た
め
に
、
実
は
生
産
者
が
反
射
シ
ー
ト
を
敷

い
た
り
、
つ
る
回
し
や
葉
取
り
を
す
る
な
ど
の
作
業
を
行
っ
て
い
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る
こ
と
を
紹
介
し
つ
つ
、
生
産
者
の
高
齢
化
に
伴
い
、
見
た
目
を

良
く
す
る
た
め
の
作
業
を
や
め
て
も
中
身
は
美
味
し
い
と
い
う
説

明
を
写
真
付
き
で
店
頭
で
ア
ピ
ー
ル
さ
れ
た
り
し
て
い
ま
し
た
。

こ
う
い
っ
た
、
消
費
者
と
接
点
の
あ
る
小
売
店
で
の
取
組
が
増
え

て
い
く
と
、
消
費
者
の
理
解
も
進
み
や
す
い
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
環
境
負
荷
低
減
に
配
慮
し
た
消
費
を
呼
び
か
け
る
な
ど
し
て

い
た
だ
け
る
事
業
者
の
メ
ン
バ
ー
を
随
時
募
集
し
て
お
り
ま
す
。

【
国
内
だ
け
で
は
な
く
海
外
へ
の
広
報
・
Ｐ
Ｒ
活
動
】

こ
の
よ
う
な
様
々
な
取
組
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
や
は
り
、
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
発
信
を
続
け
る
こ
と
が
大
事
だ
と

考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、
農
林
水
産
省
の
地
下
売

店
で
「
農
林
水
産
省
限
定
み
や
げ
」
と
し
て
有
機
あ
ら
れ
を
販
売

し
て
い
ま
す
。
農
林
水
産
省
の
若
手
職
員
が
、
み
ど
り
の
食
料
シ

ス
テ
ム
戦
略
に
ち
な
ん
だ
パ
ッ
ケ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
し
た
も
の
で

す
。ま
た
、み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
係
る
意
見
交
換
は
、

累
計
で
、
二
万
四
、
九
六
〇
回
（
二
〇
二
三
年
九
月
末
時
点
）
行

っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
サ
ス
テ
ナ
ウ
ィ
ー
ク
、
サ
ス
テ
ナ
ア
ワ
ー
ド
の
実

施
に
加
え
、
現
在
、
み
ど
り
戦
略
学
生
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
い
う
こ
と

で
、
関
東
農
政
局
に
お
い
て
農
業
大
学
校
や
農
業
高
校
で
み
ど
り

戦
略
に
基
づ
く
活
動
に
取
り
組
み
、
そ
れ
を
動
画
や
ポ
ス
タ
ー
に

ま
と
め
て
、
様
々
な
場
面
で
発
信
す
る
と
い
う
取
組
を
行
っ
て
い

ま
す
。
次
世
代
を
担
う
若
い
方
々
に
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
を
深
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
は
極
め
て
重
要
で
す
の
で
、

令
和
六
年
以
降
は
こ
れ
を
全
国
版
に
展
開
す
る
予
定
で
す
。
ま

た
、
各
地
の
農
政
局
等
で
も
幹
部
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
世
代
の

発
案
で
消
費
イ
ベ
ン
ト
に
出
向
い
て
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦

略
を
消
費
者
に
Ｐ
Ｒ
す
る
な
ど
の
取
組
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

次
に
、
戦
略
の
国
際
的
な
発
信
で
す
。
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
＋
三
首
脳

会
議
に
お
い
て
、
岸
田
総
理
か
ら
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
み
ど
り
協
力

プ
ラ
ン
の
打
ち
出
し
に
つ
い
て
表
明
し
た
後
、
一
〇
月
四
日
、
宮

下
農
林
水
産
大
臣
が
共
同
議
長
を
務
め
た
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
農
林
大

臣
会
合
に
お
い
て
、
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
み
ど
り
協
力
プ
ラ
ン
が
各
国

の
同
意
の
下
で
採
択
さ
れ
、
現
在
そ
の
具
体
化
を
図
っ
て
い
る
と

こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
少
し
遡
り
ま
す
が
、
令
和
五
年
四
月
の
Ｇ
7
の
宮
崎
農

業
大
臣
会
合
で
も
、
米
国
の
ビ
ル
サ
ッ
ク
農
務
長
官
の
ご
出
席
の

も
と
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
や
「
見
え
る
化
」
に
つ
い

て
講
演
す
る
と
と
も
に
、環
境
負
荷
低
減
の
取
組
を「
見
え
る
化
」

し
た
農
産
物
を
、
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
や
サ
ラ
ダ
バ
ー
に
お
い
て
提
供

し
ま
し
た
。

高
温
多
湿
か
つ
小
規
模
で
水
田
農
業
中
心
の
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー

ン
地
域
と
親
和
性
が
高
く
、
同
地
域
で
の
活
用
が
期
待
さ
れ
る
我

が
国
の
技
術
と
し
て
、
間
断
か
ん
が
い
、
Ｂ
Ｎ
Ｉ
強
化
小
麦
と
い

っ
た
技
術
を
各
国
に
紹
介
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
国
内
の
実
施
体
制
で
す
が
、
実
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ
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ス
テ
ム
戦
略
に
関
す
る
関
係
府
省
庁
連
絡
会
議
と
い
う
も
の
を
立

上
げ
、
二
〇
二
二
年
四
月
と
二
〇
二
三
年
一
月
の
二
回
に
わ
た
り

開
催
し
ま
し
た
。
文
科
省
、
外
務
省
、
環
境
省
等
一
一
府
省
庁
か

ら
課
長
に
お
越
し
い
た
だ
き
、
各
省
か
ら
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ

ム
戦
略
に
関
わ
る
事
業
な
ど
を
共
有
い
た
だ
き
ま
し
た
。
み
ど
り

の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
は
農
林
水
産
省
だ
け
で
実
現
で
き
る
も
の

で
は
な
い
の
で
、
関
係
省
庁
の
様
々
な
施
策
と
連
携
さ
せ
な
が
ら

進
め
て
い
く
所
存
で
す
。

【
見
え
る
化
の
取
組
―
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
、
簡
易
算
定

シ
ー
ト
、
生
物
多
様
性
保
全
―
】

次
の
話
題
と
し
て
、
見
え
る
化
に
う
つ
り
ま
す
。
昔
、
関
係
省

庁
が
協
力
し
て
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
試
行
事
業
を
行
い
ま

し
た
。
し
か
し
結
局
、
農
産
物
に
つ
い
て
は
単
価
が
低
い
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
調
達
か
ら
廃
棄
ま
で
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
て
を
勘
案

し
た
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
の
厳
密
な
算
定
を
す
る
の
は
非

常
に
コ
ス
ト
が
か
か
る
一
方
、
消
費
者
に
そ
の
意
味
が
伝
わ
り
に

く
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ
り
、広
が
り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、

近
年
、
社
会
的
に
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
要
請
が
高
ま
る

中
で
、
生
産
者
の
環
境
負
荷
低
減
を
進
め
る
た
め
に
は
、
生
産
者

の
環
境
負
荷
低
減
の
努
力
を
消
費
者
に
伝
え
、
選
択
い
た
だ
く
こ

と
の
重
要
性
が
高
ま
っ
て
き
ま
し
た
。
こ
の
た
め
、
当
時
の
関
係

者
に
課
題
を
お
聞
き
し
た
上
で
、
改
め
て
見
え
る
化
の
検
討
を
進

め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
ま
ず
は
生
産
現
場
で
と
り
得
る
脱
炭
素
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技
術
の
紹
介
資
料
の
作
成
と
、
定
量
評
価
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の

上
で
、
生
産
者
が
栽
培
デ
ー
タ
を
入
力
す
る
と
、
農
産
物
の
一
〇

キ
ロ
当
た
り
、
も
し
く
は
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
の
温
室
効
果
ガ
ス

の
排
出
量
と
と
も
に
、
地
域
の
一
般
的
な
慣
行
栽
培
に
比
べ
た
削

減
量
、
削
減
割
合
を
簡
単
に
算
定
で
き
る
簡
易
算
定
シ
ー
ト
と
い

う
も
の
を
作
成
し
ま
し
た
。
令
和
四
年
度
は
コ
メ
、
ト
マ
ト
、
キ

ュ
ウ
リ
の
三
品
目
で
、
簡
易
算
定
シ
ー
ト
の
算
定
結
果
を
踏
ま
え

た
等
級
ラ
ベ
ル
表
示
の
実
証
販
売
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
は
、
調
達
か
ら
廃
棄
ま
で
に
至
る

排
出
量
全
て
が
対
象
に
な
り
ま
す
が
、
例
え
ば
、
コ
メ
の
場
合
、

ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
の
中
で
排
出
さ
れ
る
温
室
効
果
ガ
ス
の
八
割
が

生
産
段
階
ま
で
に
由
来
し
ま
す
。
こ
の
た
め
、
コ
メ
の
場
合
は
、

調
達
、
生
産
か
ら
乾
燥
、
調
製
ま
で
を
対
象
と
し
て
い
ま
す
。
な

お
、
見
え
る
化
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
生
産
者
の
努
力
が
反
映

さ
れ
、
そ
の
努
力
を
評
価
す
る
よ
う
気
を
配
っ
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
、
沖
縄
と
北
海
道
を
一
律
基
準
で
比
較
す
る
と
、

生
産
条
件
の
違
い
か
ら
、
生
産
者
の
努
力
も
限
界
が
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
同
じ
地
域
・
同
じ
品
目
の
一
般
的
な
標
準
栽
培
と
比

べ
た
場
合
の
削
減
割
合
を
出
す
形
に
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
資
材

の
投
入
量
の
削
減
だ
け
で
は
な
く
、
中
干
し
期
間
の
延
長
や
バ
イ

オ
炭
の
施
用
な
ど
生
産
者
の
営
農
上
の
努
力
を
反
映
で
き
る
よ
う

に
し
ま
し
た
。
栽
培
デ
ー
タ
が
あ
れ
ば
算
定
が
で
き
る
よ
う
に
し

て
い
ま
す
が
、
例
え
ば
電
力
の
使
用
量
が
分
か
ら
な
い
と
い
う
場

合
で
も
、
そ
の
項
目
に
つ
い
て
は
「
標
準
値
を
使
う
」
を
選
択
い

た
だ
け
れ
ば
、
そ
の
地
域
の
慣
行
値
を
自
動
的
に
代
入
す
る
こ
と

で
算
定
が
可
能
に
な
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。
簡
易
算
定
シ
ー
ト

で
の
計
算
の
結
果
、
地
域
の
慣
行
栽
培
か
ら
比
べ
て
温
室
効
果
ガ

ス
の
削
減
率
が
五
％
以
上
で
星
一
つ
、
一
〇
％
以
上
で
星
二
つ
、

二
〇
％
以
上
で
星
三
つ
と
い
う
形
で
、
延
べ
二
七
一
か
所
で
実
証

販
売
を
し
て
い
た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

今
年
度
、
こ
の
簡
易
算
定
シ
ー
ト
の
対
象
品
目
が
コ
メ
、
ト
マ

ト
、
キ
ュ
ウ
リ
の
三
品
目
か
ら
米
、
野
菜
、
果
樹
、
茶
の
二
三
品

目
に
拡
充
し
て
お
り
ま
す
。
実
証
販
売
は
、
イ
オ
ン
や
コ
ー
プ
、

サ
ン
プ
ラ
ザ
な
ど
の
ス
ー
パ
ー
で
も
行
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
直
近
の
例
で
は
、
東
武
ス
ト
ア
に
お
い
て
、
シ
ャ
イ
ン
マ
ス

カ
ッ
ト
に
「
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
三
ツ
星
シ
ャ
イ
ン
マ
ス
カ
ッ

ト
」
と
い
っ
た
ア
ピ
ー
ル
が
大
き
く
さ
れ
て
い
る
の
を
職
員
が
発

見
し
ま
し
た
。

さ
ら
に
、
生
物
多
様
性
保
全
の
指
標
の
追
加
を
、
ま
ず
は
コ
メ

を
対
象
に
行
う
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
ラ
ベ
ル
デ
ザ
イ

ン
が
ま
だ
実
証
事
業
の
も
の
な
の
で
、
デ
ザ
イ
ナ
ー
に
よ
る
デ
ザ

イ
ン
に
切
り
替
え
て
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
定
め
て
本
格
実
施
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
運
営
】

最
後
の
話
題
と
し
て
、
カ
ー
ボ
ン
・
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
ご
紹
介
し

ま
す
。
農
林
水
産
省
、
経
産
省
、
環
境
省
の
三
省
庁
で
運
営
し
て
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い
る
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
対
象

や
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
方
法
等
を
定
め
た
「
方
法
論
」
に
基
づ
い
て
温

室
効
果
ガ
ス
の
削
減
に
取
り
組
み
、
認
証
を
受
け
る
こ
と
で
、
売

買
取
引
が
可
能
と
な
る
も
の
で
す
。

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
登
録
件
数
で
す
が
、
全
産
業
五
一
七
件
の

う
ち
、
農
業
関
係
は
一
七
件
に
と
ど
ま
っ
て
お
り
ま
す
。
昨
年
よ

り
は
か
な
り
増
え
ま
し
た
が
、
さ
ら
に
増
や
す
こ
と
で
、
生
産
現

場
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
削
減
・
吸
収
の
努
力
が
経
済
的
に
も
評
価

さ
れ
る
よ
う
に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
こ
の
た
め
、

Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
の
周
知
と
と
も
に
、
方
法
論
に
つ
い
て
も
、
生

産
者
の
皆
さ
ん
が
取
り
組
み
や
す
い
よ
う
に
拡
充
し
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
い
ま
す
。
方
法
論
に
は
、
例
え
ば
施
設
園
芸
で
ヒ
ー

ト
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
と
い
っ
た
も
の
の
ほ
か
、
牛
・
豚
・
ブ
ロ

イ
ラ
ー
へ
の
ア
ミ
ノ
酸
バ
ラ
ン
ス
改
善
飼
料
の
給
餌
や
家
畜
排
せ

つ
物
管
理
方
法
の
変
更
、
バ
イ
オ
炭
の
農
地
施
用
と
い
っ
た
も
の

が
あ
り
ま
す
。
バ
イ
オ
炭
は
様
々
な
バ
イ
オ
マ
ス
を
炭
に
し
た
も

の
で
分
解
さ
れ
に
く
い
た
め
、
農
地
に
施
用
す
る
と
空
気
中
に
放

出
さ
れ
た
は
ず
の
炭
素
が
そ
の
分
減
る
こ
と
か
ら
、
吸
収
源
の
活

動
と
し
て
、
二
〇
一
九
年
に
国
連
の
Ｉ
Ｐ
Ｃ
Ｃ
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
に

追
加
さ
れ
、
そ
れ
を
踏
ま
え
て
二
〇
二
〇
年
か
ら
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ

ト
の
方
法
論
に
も
追
加
さ
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

さ
ら
に
、
二
〇
二
三
年
三
月
に
承
認
さ
れ
、
四
月
に
施
行
さ
れ

た
方
法
論
が「
水
稲
栽
培
に
お
け
る
中
干
し
期
間
の
延
長
」で
す
。
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直
近
二
か
年
以
上
の
実
施
日
数
よ
り
七
日
間
長
く
中
干
し
を
行
う

こ
と
で
、
水
田
か
ら
排
出
さ
れ
る
メ
タ
ン
が
三
割
削
減
さ
れ
る
と

い
う
も
の
で
す
。
削
減
量
は
地
域
や
農
地
の
排
水
性
な
ど
に
よ
っ

て
異
な
り
ま
す
が
、
お
よ
そ
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
Ｃ
Ｏ
2
換
算
で

〇
・
一
ト
ン
か
ら
〇
・
三
六
ト
ン
の
メ
タ
ン
が
削
減
さ
れ
る
と
い

う
こ
と
で
、
仮
に
、
Ｃ
Ｏ
2
一
ト
ン
当
た
り
一
万
円
で
取
引
さ
れ

た
場
合
に
は
、
中
干
し
期
間
の
延
長
で
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
一
、

〇
〇
〇
〜
三
、
六
〇
〇
円
に
な
り
ま
す
。
同
様
に
、
バ
イ
オ
炭
施

用
の
場
合
は
施
用
量
に
よ
っ
て
吸
収
量
は
異
な
り
ま
す
し
、
ま

た
、
白
炭
な
の
か
オ
ガ
炭
な
の
か
、
種
類
に
よ
っ
て
も
吸
収
量
が

異
な
っ
て
き
ま
す
が
、
仮
に
、
Ｃ
Ｏ
2
一
ト
ン
当
た
り
一
万
円
で

取
引
さ
れ
た
場
合
、
一
〇
ア
ー
ル
当
た
り
二
、
七
〇
〇
〜
七
、
五

〇
〇
円
の
売
上
げ
に
な
る
と
試
算
さ
れ
ま
す
。
た
だ
、
実
際
の
取

引
は
相
対
取
引
が
多
い
と
想
定
さ
れ
、
ま
た
、
Ｃ
Ｏ
2
一
ト
ン
当

た
り
一
万
円
と
い
う
の
は
森
林
の
取
引
価
格
を
参
考
に
し
て
い
る

だ
け
な
の
で
、
売
り
よ
う
に
よ
っ
て
、
そ
れ
よ
り
高
く
も
、
低
く

も
売
れ
る
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
あ
く
ま
で
も
目
安
と

い
う
こ
と
で
試
算
と
し
て
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

但
し
、
生
産
者
の
方
々
が
個
別
に
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
に
取

り
組
む
の
は
、
負
担
も
多
い
と
思
い
ま
す
の
で
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
型

と
い
う
、
事
業
者
や
団
体
が
複
数
の
生
産
者
を
と
り
ま
と
め
て
、

申
請
手
続
き
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
販
売
を
し
て
い
た
だ
く
形
を
推
奨
し

て
お
り
ま
す
。

次
に
、
実
際
の
取
組
状
況
で
す
。
バ
イ
オ
炭
の
農
地
施
用
の
取

組
が
二
件
、
中
干
し
期
間
の
延
長
が
四
件
、
い
ず
れ
も
プ
ロ
グ
ラ

ム
型
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
例
え
ば
ク
ボ
タ
で
あ
れ
ば
Ｋ
Ｓ
Ａ

Ｓ
や
Ｗ
Ａ
Ｔ
Ａ
Ｒ
Ａ
Ｓ
、
三
菱
商
事
は
ア
グ
リ
ノ
ー
ト
と
い
っ
た

よ
う
に
、
自
社
の
関
連
製
品
を
使
う
生
産
者
を
取
り
ま
と
め
て
ク

レ
ジ
ッ
ト
化
す
る
と
い
う
取
組
企
業
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

こ
う
い
う
取
組
を
さ
ら
に
広
げ
る
た
め
、
今
年
度
、
普
及
用
の

マ
ニ
ュ
ア
ル
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
量
の
試
算
ツ
ー
ル
を
作
成
す
る
こ
と

に
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
か
ら
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
型
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を

中
心
に
、
専
門
家
派
遣
に
よ
り
案
件
形
成
の
後
押
し
も
し
て
お
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
形
で
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
基

づ
い
て
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
の
運
用
、
環
境
負
荷
低
減

の
取
組
の
見
え
る
化
、
Ｊ
―
ク
レ
ジ
ッ
ト
を
進
め
て
お
り
ま
す
。

す
み
ま
せ
ん
、
ち
ょ
っ
と
長
く
な
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
以
上

で
ご
ざ
い
ま
す
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

○
司
会

御
説
明
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
谷
口
先
生
、
神
山
先
生
の
順
で
御
意
見
を
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
谷
口

報
告
を
聞
か
な
い
で
事
前
に
コ
メ
ン
ト
を
用
意
す
る
の

は
至
難
の
わ
ざ
で
す
け
れ
ど
も
、
今
ま
で
に
出
て
い
る
資
料
を
最

低
限
読
ん
で
、
一
か
ら
四
ま
で
の
メ
モ
を
用
意
し
ま
し
た
。
一
番

目
は
簡
単
な
数
字
の
こ
と
で
、
現
在
ま
で
の
成
果
が
ど
う
な
っ
て
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い
る
か
を
聞
き
た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
番
目
は
、
基
本
法
の
見
直
し
と
み
ど
り
戦
略
の
関
連
が
ど
う

な
っ
て
い
る
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
は
資
料
が
な
く
て
も

で
き
る
よ
う
な
お
話
し
だ
と
思
い
ま
す
。

三
番
目
は
、
意
見
に
な
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
み
ど
り
戦
略
が
も

っ
と
前
進
す
る
た
め
に
は
、
有
機
農
業
の
定
義
を
再
検
討
す
る
必

要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

四
番
目
は
、
も
う
一
つ
枠
組
み
の
大
き
な
問
題
で
す
。
去
年
、

今
年
と
い
う
こ
の
二
年
だ
け
で
も
世
界
が
激
変
し
て
い
ま
す
。
今

ま
で
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
想
定
し
て
議
論
し
た
こ
と
以
上
の
こ
と

が
起
き
て
し
ま
っ
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
れ
を
ど
う
踏
ま
え
で
議

論
す
る
か
こ
と
も
必
要
で
は
な
い
の
か
な
と
い
う
意
見
で
す
。

一
番
目
は
、
先
ほ
ど
の
説
明
で
は
Ｋ
Ｐ
Ｉ
の
実
績
値
は
二
〇
二

一
年
ま
で
し
か
数
字
が
な
い
の
で
す
け
れ
ど
も
、
も
し
現
在
の
時

点
で
い
う
と
す
れ
ば
、
評
価
は
一
〇
〇
点
満
点
で
何
点
く
ら
い
か

と
い
う
こ
と
で
す
。
分
か
り
や
す
い
よ
う
で
分
か
り
に
く
い
話
で

す
み
ま
せ
ん
が
、
一
番
う
ま
く
い
っ
て
い
る
の
は
ど
の
点
か
、
な

か
な
か
難
し
い
の
は
ど
こ
か
と
い
う
こ
と
を
簡
単
に
教
え
て
い
た

だ
け
ま
せ
ん
か
。

そ
の
際
、
直
近
の
デ
ー
タ
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
を
知
り
た

い
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
恐
ら
く
デ
ー
タ
が
な
い
の
で
多
分
、
困

難
だ
と
思
い
ま
す
が
、
あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
教
え
て
く
だ
さ

い
。

そ
れ
か
ら
、
重
要
な
の
は
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
進
捗
状

況
で
す
。
現
場
の
方
々
の
印
象
で
は
結
構
進
ん
で
い
る
よ
う
で

す
。
た
だ
、
そ
の
こ
と
と
、
有
機
農
業
の
取
組
み
の
進
み
具
合
が

必
ず
し
も
パ
ラ
レ
ル
に
は
な
っ
て
い
な
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う

か
。
ま
だ
ま
だ
頑
張
っ
て
い
る
組
織
と
か
人
と
か
が
頑
張
っ
て
い

る
段
階
に
止
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
印
象
を
も
っ
て

い
ま
す
。
こ
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
ど
う
埋
め
て
い
く
の
か
が
問
題
で
は

な
い
か
と
考
え
ま
し
た
。

そ
れ
か
ら
、
有
機
農
業
と
い
っ
て
も
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ

の
よ
う
な
網
を
か
け
た
面
的
な
も
の
と
個
々
人
の
取
り
組
み
と
い

う
両
方
が
あ
る
わ
け
で
す
が
、
実
際
は
重
な
っ
て
い
る
よ
う
で
、

そ
の
重
な
り
が
ど
ん
な
感
じ
な
の
か
な
と
い
う
点
に
つ
い
て
大
ま

か
な
こ
と
で
も
分
か
る
と
う
れ
し
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

二
番
目
の
基
本
法
の
見
直
し
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り

戦
略
に
つ
い
て
基
本
法
の
見
直
し
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
の
は
、

や
は
り
技
術
的
な
側
面
に
焦
点
が
あ
た
り
、
食
料
自
給
率
向
上
と

結
び
つ
い
て
い
な
い
た
め
に
、
Ｃ
Ｏ
2
削
減
に
は
つ
な
が
ら
な
い

気
が
し
ま
す
。
大
量
に
輸
入
し
て
い
る
農
産
物
・
食
料
の
部
分
を

置
い
て
お
い
て
の
Ｃ
Ｏ
2
削
減
と
い
う
話
で
は
な
く
て
、
原
料
の

生
産
資
材
、
特
に
飼
料
な
ど
を
国
産
で
代
替
し
な
く
て
は
い
け
な

い
わ
け
で
す
。
と
な
る
と
、
や
は
り
自
給
率
向
上
と
の
絡
み
で
議

論
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
気
が
す
る
の
で
す

が
、
そ
の
あ
た
り
が
ち
ょ
っ
と
弱
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
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す
。そ

れ
か
ら
、
基
本
法
の
見
直
し
の
議
論
が
起
き
て
き
た
中
で
、

み
ど
り
戦
略
に
つ
い
て
も
、
こ
の
あ
た
り
は
も
う
少
し
変
え
て
く

れ
み
た
い
な
話
が
省
内
で
あ
っ
た
の
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
教

え
て
下
さ
い
。
外
に
は
聞
こ
え
て
き
ま
せ
ん
け
れ
ど
も
。

三
番
目
が
、
基
本
法
の
新
し
い
法
文
に
み
ど
り
戦
略
の
内
容
が

組
み
込
ま
れ
る
の
か
、
検
討
状
況
は
ど
う
な
の
か
と
い
う
こ
と
を

聞
け
れ
ば
う
れ
し
い
と
思
い
ま
す
。

【
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
進
捗
を
め
ぐ
っ
て
】

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

ま
ず
一
点
目
な
の
で
す
け
れ
ど
も
、
一
〇

〇
点
満
点
で
ど
の
く
ら
い
か
と
の
ご
質
問
で
す
が
、
Ｋ
Ｐ
Ｉ
は
戦

略
を
つ
く
っ
た
二
〇
二
一
年
の
実
績
値
し
か
な
い
の
で
す
が
、
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
は
毎
年
進
捗
管
理
を
行
い
な
が
ら
、

揺
る
ぎ
な
い
方
向
性
と
し
て
、
し
っ
か
り
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。
な
お
、
取
組
の
進
捗
状
況
と
し
て
は
、
農
業
者
の
認
定
状
況

は
先
ほ
ど
申
し
上
げ
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
今
年
度
か
ら
本
格
的
に

認
定
が
ス
タ
ー
ト
し
て
、
今
ま
で
、
八
月
末
時
点
で
九
三
〇
名
と

い
う
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
基
盤
の
取
組
状
況
も

五
六
事
業
者
に
な
っ
て
い
ま
す
。

○
谷
口

コ
メ
ン
ト
の
中
で
わ
ざ
わ
ざ
「
直
近
二
〇
二
三
・
一
〇

ま
で
の
取
り
組
み
」
と
書
い
た
の
は
、
こ
の
二
か
月
で
成
果
が
増

え
た
か
と
い
う
こ
と
を
聞
き
た
か
っ
た
か
ら
で
す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

み
ど
り
法
に
基
づ
く
農
業
者
の
認
定
は
県

が
行
う
た
め
、
日
頃
の
や
り
と
り
の
中
で
聞
き
取
っ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
毎
月
の
人
数
を
公
表
す
る
な
ど
は
難
し
い
で
す
が
、
こ
の

二
か
月
間
で
も
増
え
て
い
る
こ
と
は
間
違
い
あ
り
ま
せ
ん
。

そ
れ
か
ら
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
取
組
は
予
算
措
置
で
推

進
し
て
い
る
も
の
な
の
で
、
直
近
の
数
字
、
足
元
の
数
字
が
す
ぐ

分
か
り
ま
す
。
他
方
、
有
機
農
業
面
積
の
拡
大
と
い
う
の
は
二
〇

二
三
年
八
月
に
二
〇
二
一
年
の
数
値
が
公
表
さ
れ
た
次
第
で
、

個
々
の
取
組
と
Ｋ
Ｐ
Ｉ
に
か
な
り
タ
イ
ム
ラ
グ
が
あ
る
状
況
で

す
。

○
谷
口

そ
こ
に
つ
い
て
も
若
干
の
新
し
く
聞
い
て
い
る
こ
と
は

な
い
か
な
と
い
う
こ
と
で
す
。
聞
か
な
け
れ
ば
分
か
ら
な
い
と
い

う
こ
と
で
は
な
く
て
、
継
続
的
に
仕
事
を
さ
れ
て
い
る
か
ら
、
増

え
て
い
る
と
か
の
感
触
が
あ
る
で
し
ょ
う
。
そ
の
あ
た
り
を
聞
き

た
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
永
田
課
長
補
佐

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
と
個
々
の
有
機
農

業
者
の
重
な
り
具
合
の
状
況
と
も
少
し
被
っ
て
く
る
と
こ
ろ
で
は

あ
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、
個
々
の
有
機
農
業
に
取
り
組
む
人
た
ち

に
つ
い
て
は
、
関
係
者
か
ら
色
々
と
聞
い
て
い
る
範
囲
で
は
あ
り

ま
す
が
、
感
触
と
し
て
増
え
て
い
る
と
感
じ
て
い
ま
す
。
正
確
な

調
査
結
果
を
待
つ
必
要
が
あ
り
ま
す
が
、
担
当
と
し
て
、
色
々
と

お
話
を
伺
う
範
囲
で
は
、
そ
う
い
う
状
況
で
す
。

あ
と
は
、
来
年
度
の
予
算
要
求
の
中
で
、
予
算
が
ど
れ
だ
け
認

め
ら
れ
る
か
に
も
よ
り
ま
す
が
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
中
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で
面
積
の
拡
大
を
さ
ら
に
促
進
す
る
施
策
を
打
っ
て
い
こ
う
と
思

っ
て
い
ま
す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
と
特
定
区
域
で

有
機
に
取
り
組
む
市
町
村
と
の
重
な
り
に
つ
い
て
は
、
一
三
市
町

村
が
重
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
④
の
Ｒ
四
補
正
と
Ｒ
五
当
初
の
執
行
状
況
で
す
が
、

メ
ニ
ュ
ー
に
よ
っ
て
ば
ら
つ
き
が
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
執
行
件

数
は
四
〇
〇
件
以
上
に
な
っ
て
お
り
、
件
数
と
し
て
は
そ
れ
な
り

に
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

○
谷
口

金
額
的
に
は
出
て
い
る
で
し
ょ
う
。
も
う
予
算
が
残
っ

て
い
ま
せ
ん
と
か
、
あ
る
と
か
と
言
え
る
わ
け
で
す
よ
ね
。

○
永
田
課
長
補
佐

少
し
Ｐ
Ｒ
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
に
関
し
て
は
、
も
と
も
と
二
〇
二
五
年
ま
で
に
一

〇
〇
市
町
村
創
出
を
目
標
に
頑
張
っ
て
き
ま
し
た
が
、
大
分
早
い

ペ
ー
ス
で
進
ん
で
い
て
、
今
の
段
階
で
九
一
市
町
村
と
、
皆
様
方

の
御
協
力
も
あ
っ
て
、
大
分
進
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
で
は
、
化

学
肥
料
や
化
石
燃
料
な
ど
国
内
生
産
を
支
え
る
資
材
に
つ
い
て
、

無
駄
を
な
く
す
と
と
と
も
に
国
内
資
源
の
活
用
も
図
る
こ
と
で
、

過
度
な
輸
入
依
存
か
ら
脱
却
し
、
長
期
的
な
生
産
基
盤
の
強
化
に

つ
な
が
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
短
期
で
考
え
れ
ば
、
有
機
農
業

に
転
換
す
る
と
収
量
が
減
る
場
合
も
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま
で
有

機
に
取
り
組
ん
で
こ
ら
れ
た
方
々
が
蓄
積
し
て
こ
ら
れ
た
技
術
も

あ
り
ま
す
の
で
、
こ
れ
を
う
ま
く
活
用
し
た
り
、
さ
ら
に
自
動
化

す
る
こ
と
で
省
力
化
と
環
境
負
荷
低
減
を
同
時
に
実
現
す
る
と
い

っ
た
こ
と
に
よ
り
、
必
ず
し
も
全
体
の
自
給
率
が
低
下
す
る
と
は

考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

基
本
法
見
直
し
と
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
二
〇
二
三
年
六
月
に

出
さ
れ
た
「
食
料
・
農
業
・
農
村
政
策
の
新
た
な
展
開
方
向
」
を

ご
覧
下
さ
い
。「
農
業
者
、
食
品
事
業
者
、
消
費
者
等
の
関
係
者

の
連
携
の
下
、
生
産
か
ら
加
工
、
流
通
・
販
売
ま
で
食
料
シ
ス
テ

ム
の
各
段
階
で
環
境
へ
の
負
荷
の
低
減
を
図
る
こ
と
が
重
要
で
あ

る
こ
と
を
踏
ま
え
、
環
境
と
調
和
の
と
れ
た
食
料
シ
ス
テ
ム
の
確

立
を
図
っ
て
い
く
旨
を
、
基
本
法
に
位
置
付
け
る
」
と
新
た
な
展

開
方
向
で
整
理
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
理
念
に
つ
い
て

は
、
基
本
法
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

○
谷
口

こ
こ
の
趣
旨
は
、
つ
ま
り
二
〇
五
〇
年
と
い
っ
た
み
ど

り
戦
略
の
目
標
年
が
基
本
法
・
基
本
計
画
の
目
標
年
と
異
な
っ
て

く
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

基
本
法
は
農
政
の
憲
法
と
い
う
も
の
で
あ

り
、
二
〇
三
〇
年
を
目
標
に
す
る
も
の
で
は
な
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

○
谷
口

だ
か
ら
二
〇
五
〇
年
を
目
標
年
と
す
る
み
ど
り
戦
略
と

基
本
計
画
と
で
違
う
の
で
す
。
ず
れ
が
あ
る
わ
け
ね
。
策
定
期
間

が
違
う
で
し
ょ
う
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

現
行
基
本
計
画
は
、
基
本
法
に
基
づ
く
一
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〇
年
程
度
先
ま
で
の
施
策
展
開
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
一
方
、
基

本
法
そ
の
も
の
は
農
政
の
憲
法
の
よ
う
な
も
の
で
す
の
で
、
単
に

二
〇
三
〇
年
と
か
、
そ
う
い
う
短
期
の
世
界
の
も
の
で
は
な
い
も

の
と
理
解
し
て
い
ま
す
。

○
谷
口

基
本
法
に
基
づ
い
て
基
本
計
画
が
出
て
く
る
わ
け
で
し

ょ
う
。
そ
こ
で
策
定
さ
れ
る
一
〇
年
後
の
目
標
と
、
み
ど
り
戦
略

は
三
〇
年
後
と
い
う
も
う
ち
ょ
っ
と
長
期
の
目
標
で
し
ょ
う
。
基

本
計
画
の
制
約
を
受
け
な
い
か
と
い
う
、
そ
う
い
う
趣
旨
な
の
で

す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
と
食
料
・

農
業
・
農
村
基
本
計
画
と
の
関
係
に
つ
い
て
で
す
が
、
ま
ず
は
基

本
法
の
改
正
案
が
国
会
で
成
立
し
て
か
ら
の
議
論
に
な
り
ま
す
の

で
、
現
時
点
で
予
断
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
い
ず
れ
に
し
て
も
各
種

施
策
で
全
然
整
合
の
取
れ
て
い
な
い
も
の
が
世
の
中
に
出
て
い
く

こ
と
は
な
い
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

【
有
機
農
業
を
め
ぐ
っ
て
】

○
谷
口

こ
れ
だ
け
は
是
非
聞
い
て
お
き
た
い
の
で
す
が
、
有
機

農
業
の
定
義
が
結
構
厳
し
い
の
で
、
こ
こ
に
踏
み
込
ん
で
い
け
る

農
業
者
と
い
う
の
は
や
は
り
限
ら
れ
て
し
ま
う
の
で
は
な
い
か
と

い
う
点
で
す
。
本
当
に
一
〇
〇
万
ha
と
か
、
耕
地
面
積
の
二
五
％

と
か
と
い
う
数
字
を
達
成
し
よ
う
と
す
る
と
、
や
は
り
も
う
少
し

広
範
囲
な
人
々
が
取
り
組
め
る
定
義
に
し
な
く
て
は
い
け
な
い
と

い
う
の
が
一
方
に
あ
り
ま
す
。
他
方
で
、
例
え
ば
下
水
汚
泥
肥
料

の
利
用
の
検
討
が
経
産
省
や
国
交
省
と
一
緒
に
や
っ
て
い
る
の
で

進
ん
で
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
有
機
農
業
に
は
使
え
な
い
と
い
う
現

実
が
あ
り
ま
す
。
一
生
懸
命
進
め
て
い
る
こ
と
が
有
機
農
業
拡
大

に
は
つ
な
が
ら
な
い
と
い
う
危
惧
が
あ
る
わ
け
で
す
。
と
な
る

と
、
そ
う
い
う
も
の
が
使
え
る
よ
う
に
、
も
う
ち
ょ
っ
と
現
実
に

即
し
た
定
義
や
目
標
を
立
て
た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
感

じ
て
い
ま
す
。
東
京
農
業
大
学
名
誉
教
授
の
後
藤
逸
男
先
生
は
、

窒
素
肥
料
の
単
肥
と
の
組
み
合
わ
せ
で
有
機
質
肥
料
＝
堆
肥
を
施

肥
す
る
の
が
一
番
い
い
と
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
ま
す
。
有
機
農
業
の

定
義
と
現
実
の
堆
肥
利
用
と
の
間
に
ギ
ャ
ッ
プ
が
あ
る
こ
と
を
ど

う
考
え
た
ら
よ
い
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

あ
と
四
点
目
は
、
二
年
連
続
で
異
常
気
象
と
戦
争
が
勃
発
す
る

よ
う
な
大
変
な
事
態
を
ど
う
評
価
し
て
、
政
策
を
微
調
整
し
た
り

変
更
す
る
こ
と
に
ど
う
つ
な
げ
る
か
と
い
う
視
点
が
も
っ
と
大
事

で
は
な
い
か
と
い
う
意
見
で
す
。

以
上
で
す
。
簡
単
に
答
え
て
下
さ
れ
ば
結
構
で
す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

確
認
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、

有
機
農
業
の
定
義
を
日
本
だ
け
変
え
る
べ
き
と
、
そ
う
い
う
御
意

見
で
し
ょ
う
か
。

○
谷
口

ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
地
帯
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
と
い

う
こ
と
を
強
調
さ
れ
る
の
な
ら
ば
、
乾
燥
地
帯
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
と

降
水
量
の
多
い
湿
潤
地
帯
の
日
本
や
ア
ジ
ア
と
の
差
違
を
考
慮
し

た
基
準
や
進
め
方
が
必
要
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
例
え
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ば
肥
料
や
農
薬
を
使
用
し
て
も
こ
っ
ち
は
雨
で
流
れ
て
し
ま
う
の

で
す
。
反
対
に
乾
燥
に
よ
っ
て
、
そ
れ
ら
が
流
れ
な
い
で
濃
く
な

っ
て
い
る
と
こ
ろ
と
同
じ
基
準
で
農
業
を
考
え
る
こ
と
自
体
が
あ

ま
り
有
意
義
で
は
な
い
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
生
物
多
様

性
な
ど
も
同
じ
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
気
象
条
件
や
民
族
性
・
歴
史
と

文
化
、
い
ろ
い
ろ
な
も
の
の
違
い
を
認
め
合
い
な
が
ら
、
そ
こ
で

で
き
る
こ
と
を
や
る
と
い
う
の
が
、
地
球
全
体
の
こ
と
を
考
え
た

と
き
に
一
番
現
実
的
な
気
候
危
機
対
策
な
の
で
は
な
い
か
。
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
の
や
り
か
た
を
一
律
の
基
準
で
日
本
が
や
る
と
い
う
よ
う

に
は
な
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

谷
口
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
だ
と
思

っ
て
い
ま
す
。
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
つ
く
っ
た
と
き

に
、
Ｅ
Ｕ
のFarm

to
Fork

戦
略
の
焼
き
直
し
と
の
指
摘
も
頂
き

ま
し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
む
し
ろ
自
然
と
共
存
し
な
が
ら
農
業

を
営
ん
で
来
ま
し
た
し
、
Ｅ
Ｕ
や
ア
メ
リ
カ
の
よ
う
な
冷
涼
乾
燥

な
気
候
の
国
と
、
高
温
多
湿
で
小
規
模
、
水
田
農
業
中
心
の
ア
ジ

ア
モ
ン
ス
ー
ン
の
国
を
画
一
的
に
扱
う
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
持

続
的
な
食
料
シ
ス
テ
ム
を
目
指
す
と
い
う
点
で
は
各
国
共
通
し
て

い
る
け
れ
ど
も
、
そ
こ
に
至
る
ア
プ
ロ
ー
チ
は
そ
れ
ぞ
れ
の
国
、

気
候
風
土
、
農
業
条
件
に
合
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
に
す
べ
き
と
考

え
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
を
策
定
し
た
も
の
で
す
。
今

年
、
日
本
が
議
長
国
と
し
て
と
り
ま
と
め
た
Ｇ
7
の
農
業
大
臣
声

明
に
お
い
て
も
、�no

one-size-fits-all

�（
万
能
な
解
決
策
は
な

い
）
が
キ
ー
フ
レ
ー
ズ
で
し
た
。
一
〇
月
の
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
農
林

大
臣
会
合
で
は
、「
日
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
み
ど
り
協
力
プ
ラ
ン
」
を
採

択
し
て
、
ア
ジ
ア
モ
ン
ス
ー
ン
で
有
用
な
我
が
国
の
技
術
を
活
用

し
て
、
環
境
負
荷
の
低
減
と
食
料
生
産
の
両
立
に
取
り
組
ん
で
お

り
ま
す
。

一
方
で
、
有
機
農
業
の
定
義
は
、
国
際
的
に
は
コ
ー
デ
ッ
ク
ス

で
定
め
ら
れ
、
我
が
国
は
各
国
と
の
同
等
性
認
証
も
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
の
た
め
、
例
え
ば
、
日
本
で
有
機
で
作
っ
た
お
茶
を
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
に
輸
出
す
る
場
合
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
ゼ
ロ
か
ら
有
機
の
認

証
を
取
り
直
す
と
い
う
必
要
が
な
く
な
っ
て
お
り
、
日
本
だ
け

が
、
独
自
に
緩
い
有
機
の
定
義
を
追
求
し
て
い
く
の
は
難
し
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
で
は
、
二
〇
五

〇
年
に
は
国
際
的
な
水
準
を
め
ざ
す
と
し
て
い
ま
す
。
一
方
、
二

〇
三
〇
年
の
六
万
三
、
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
は
有
機
農
業
推
進
法

に
お
け
る
目
標
で
す
が
、
ま
ず
は
二
〇
三
〇
年
の
目
標
で
あ
る
有

機
農
業
推
進
法
の
六
万
三
、
〇
〇
〇
ヘ
ク
タ
ー
ル
を
達
成
し
な
い

限
り
は
、
二
〇
五
〇
年
目
標
で
あ
る
国
際
水
準
の
有
機
で
の
一
〇

〇
万
ヘ
ク
タ
ー
ル
の
達
成
は
な
い
の
で
、
ま
ず
は
そ
こ
に
全
力
を

投
入
す
る
と
い
う
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
私
自
身
は
下
水
汚
泥
資
源
の
担
当
で
は
な
い
の
で
す

が
、
下
水
汚
泥
資
源
の
肥
料
利
用
に
つ
い
て
は
、
食
料
生
産
を
支

え
る
肥
料
原
料
を
我
が
国
は
定
常
的
に
輸
入
に
依
存
し
て
い
る
状

況
下
に
あ
っ
て
、
輸
入
肥
料
原
料
の
価
格
高
騰
を
契
機
に
、
国
内
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未
利
用
資
源
で
あ
る
下
水
汚
泥
の
肥
料
利
用
が
注
目
さ
れ
た
も
の

と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
ず
は
土
壌
診
断
等
に
よ
り
、
肥
料
の
無
駄

を
な
く
し
つ
つ
、
化
学
肥
料
を
国
産
肥
料
資
源
の
活
用
で
代
替
す

る
一
つ
の
柱
と
し
て
、
下
水
汚
泥
資
源
も
活
用
す
る
こ
と
と
し
て

い
ま
す
。
下
水
汚
泥
資
源
の
活
用
の
仕
方
も
、
コ
ン
ポ
ス
ト
に
す

る
の
か
リ
ン
回
収
す
る
の
か
な
ど
、
地
域
、
状
況
に
応
じ
て
活
用

す
べ
き
と
考
え
て
い
ま
す
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
下
水
汚
泥
資
源

の
肥
料
へ
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
官
民
検
討
会
な
ど
で
も
論
議
を

し
た
結
果
、
安
全
な
農
産
物
生
産
の
た
め
に
安
心
し
て
使
え
る
よ

う
な
環
境
整
備
や
理
解
促
進
が
必
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
そ
の

一
環
と
し
て
、
菌
体
リ
ン
酸
肥
料
の
公
定
規
格
を
定
め
る
な
ど
の

取
組
も
進
め
て
お
り
ま
す
。

こ
の
ほ
か
、
現
在
、
下
水
汚
泥
肥
料
を
活
用
し
て
い
る
自
治
体

の
中
に
は
、
例
え
ば
定
期
的
に
重
金
属
の
検
査
を
し
て
、
公
表
す

る
な
ど
し
て
い
る
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
様
々
な
取
組

を
我
々
と
し
て
も
横
展
開
し
、
安
全
な
も
の
を
安
心
し
て
使
っ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
国
土
交
通
省
と
も
連
携
を
し
て
い
る
と
認

識
し
て
い
ま
す
。

○
司
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
れ
で
は
、
神
山
先
生
、
お
願
い
し
ま
す
。

【
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
推
進
の
政
策
的
枠
組
み
に
つ
い

て
】

○
神
山

ご
報
告
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

一
つ
は
法
律
の
枠
組
み
の
問
題
で
す
。

八
月
三
一
日
の
み
ど
り
戦
略
本
部
に
出
さ
れ
た
資
料
や
、
も
う

一
つ
、
日
本
型
直
接
支
払
の
実
績
を
見
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
か
ら

来
ま
し
た
。
み
ど
り
戦
略
の
進
捗
状
況
は
、
先
ほ
ど
の
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
も
含
め
、
み
ど
り
認
定
の
農
業
者
数
が
九
三
〇
と

い
う
よ
う
に
、
短
期
間
に
し
て
は
進
ん
で
い
る
の
だ
と
思
い
ま

す
。た

だ
し
、
法
律
の
建
て
つ
け
の
問
題
が
あ
る
と
思
う
の
で
す
。

都
道
府
県
が
基
本
計
画
を
つ
く
り
、モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
て（
現

在
一
二
県
二
三
市
町
）、
そ
こ
に
は
み
ど
り
交
付
金
が
回
っ
て
く

る
。
環
境
負
荷
低
減
計
画
を
認
定
さ
れ
た
農
業
者
に
つ
い
て
は
、

メ
リ
ッ
ト
が
税
制
の
特
例
と
公
庫
の
無
利
子
融
資
、
そ
れ
に
補
助

事
業
の
優
先
採
択
が
つ
け
加
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
、
実
際
に
投
資
を
し
て
い
く
余
力
の
あ
る
農
業
者
で
な
い

と
、
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。
メ
リ
ッ
ト
の
要
素
と

し
て
は
弱
い
の
で
は
な
い
か
。

わ
き
道
に
外
れ
た
話
で
恐
縮
で
す
が
、
随
分
前
に
、
埼
玉
県
小

川
町
の
金
子
美
登
さ
ん
の
農
場
を
隅
か
ら
隅
ま
で
見
せ
て
も
ら
っ

た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
金
子
さ
ん
も
亡
く
な
っ
て
し
ま
い
、
随
分

前
の
話
で
す
。
そ
の
と
き
に
彼
が
一
番
自
慢
し
た
の
が
、
有
機
農

業
本
体
と
は
別
に
、
廃
食
油
で
ト
ラ
ク
タ
ー
を
動
か
し
て
い
る
こ

と
。
あ
と
一
つ
、
生
ご
み
と
畜
ふ
ん
で
メ
タ
ン
ガ
ス
を
発
生
さ
せ

て
、
お
風
呂
を
わ
か
し
て
い
る
こ
と
で
し
た
。
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こ
う
し
た
取
り
組
み
は
、
税
制
特
例
と
無
利
子
融
資
等
の
枠
組

み
に
は
入
っ
て
こ
な
い
。
今
ま
で
取
り
組
ま
れ
て
き
た
有
機
農
業

の
積
み
重
ね
を
、
ど
う
や
っ
て
、
み
ど
り
戦
略
の
中
に
取
り
込
ん

で
い
く
の
か
、
広
げ
て
い
く
の
か
と
い
う
考
え
方
が
必
要
で
は
な

い
か
と
い
う
の
が
、
第
一
点
で
す
。

二
つ
目
は
基
本
法
見
直
し
で
の
位
置
づ
け
で
す
。

谷
口
さ
ん
の
問
題
指
摘
と
重
な
り
ま
す
が
、
基
本
法
見
直
し
の

中
で
、
ど
の
よ
う
に
み
ど
り
戦
略
を
位
置
づ
け
て
い
く
の
か
と
い

う
課
題
で
す
。
持
続
可
能
な
農
業
・
食
料
シ
ス
テ
ム
を
主
流
化
す

る
と
言
う
場
合
、
み
ど
り
戦
略
の
推
進
は
非
常
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
く
。
そ
の
場
合
に
、
今
の
法
律
の
仕
組
み
だ
け
で
は

無
理
だ
と
思
う
の
で
す
。

ウ
ル
グ
ア
イ
・
ラ
ウ
ン
ド
の
と
き
、
農
業
政
策
と
環
境
政
策
の

統
合
（
イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
）
が
真
剣
に
議
論
さ
れ
ま
し
た
。

農
業
生
産
政
策
と
地
域
政
策
、
そ
れ
か
ら
環
境
政
策
を
統
合
し
、

一
体
的
に
推
進
す
る
。
そ
れ
を
、
直
接
支
払
い
と
い
っ
た
所
得
政

策
で
支
え
て
い
く
考
え
方
で
し
た
。
政
策
の
統
合
と
い
う
言
葉
が

い
い
の
か
分
か
ら
な
い
け
れ
ど
も
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
の
政
策

を
、
持
続
可
能
な
農
業
・
食
料
シ
ス
テ
ム
を
実
現
す
る
方
向
で
整

理
を
し
て
、
一
体
的
に
推
進
す
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。

基
本
法
の
検
証
・
見
直
し
の
中
で
は
、
食
料
安
全
保
障
が
前
面

に
出
て
い
て
、
み
ど
り
戦
略
の
政
策
は
、
少
し
後
ろ
に
下
が
っ
て

い
る
感
じ
が
し
ま
す
。
特
に
地
域
政
策
と
環
境
政
策
の
位
置
づ
け

が
弱
い
。

多
面
的
機
能
支
払
は
横
ば
い
傾
向
。
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払

は
、
北
海
道
酪
農
地
帯
の
草
地
が
交
付
対
象
か
ら
外
さ
れ
た
以
外

は
横
ば
い
傾
向
。
環
境
保
全
型
農
業
支
払
は
、
み
ど
り
戦
略
も
あ

っ
て
微
増
し
て
い
る
。
直
接
支
払
制
度
で
は
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
は

個
別
経
営
が
対
象
な
の
に
対
し
て
、
日
本
型
直
接
支
払
い
は
集
落

組
織
を
交
付
金
対
象
に
し
て
、
個
別
経
営
へ
の
支
払
い
を
削
減
の

方
向
に
向
か
わ
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
る
の
で
す
。

有
機
農
業
の
拡
大
と
い
う
場
合
、
今
の
よ
う
に
グ
ル
ー
プ
や
生

産
部
会
だ
け
を
交
付
金
対
象
に
す
る
の
は
無
理
が
あ
っ
て
、
も
っ

と
広
く
対
象
に
し
て
い
か
な
い
と
。
先
ほ
ど
の
金
子
さ
ん
の
農
場

は
有
機
農
業
で
は
大
き
い
ほ
う
で
す
け
れ
ど
も
、
そ
の
よ
う
な
と

こ
ろ
も
対
象
に
な
っ
て
い
か
な
い
。
先
ほ
ど
新
規
参
入
の
話
が
あ

り
ま
し
た
が
、
新
規
参
入
し
て
有
機
農
業
を
や
っ
て
い
こ
う
と
す

る
と
、
非
常
に
困
難
な
の
で
す
。
農
地
の
問
題
も
あ
り
ま
す
が
、

一
人
で
や
ろ
う
と
す
る
の
は
支
援
が
な
い
。
希
望
を
持
っ
て
有
機

農
業
な
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
人
を
育
て
て
い
く
視
点
が
必
要
で

は
な
い
か
。
個
別
経
営
で
も
有
機
農
業
の
志
向
が
あ
れ
ば
育
て
て

い
く
視
点
が
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。

三
つ
目
は
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
の
位
置
づ
け
に
つ
い
て
で

す
。食

料
安
全
保
障
、
食
料
自
給
は
非
常
に
大
事
な
こ
と
で
す
が
、

今
の
状
況
を
見
る
と
、
原
油
価
格
が
上
が
る
と
植
物
油
の
価
格
も
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上
が
る
。
砂
糖
の
価
格
も
上
が
る
。
こ
こ
で
原
油
価
格
が
上
が
り

ま
し
た
が
、
そ
う
な
る
と
ブ
ラ
ジ
ル
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
作
る

エ
タ
ノ
ー
ル
は
増
や
し
て
、
ガ
ソ
リ
ン
へ
の
混
合
率
も
上
げ
る
。

原
油
価
格
が
下
が
っ
た
ら
、
エ
タ
ノ
ー
ル
生
産
を
抑
え
る
。
そ
う

い
う
形
が
出
来
上
が
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
。

植
物
油
も
、
パ
ー
ム
油
が
大
豆
油
よ
り
多
く
な
っ
て
い
ま
す
か

ら
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
が
パ
ー
ム
油
の
輸
出
規
制
を
す
る
と
、
植
物

油
の
価
格
も
上
が
っ
て
し
ま
う
。
Ｅ
Ｕ
は
、
菜
種
油
と
パ
ー
ム
油

と
廃
食
油
（
言
い
方
が
よ
く
な
い
の
で
利
用
済
み
食
用
油
）
を
原

料
に
し
て
デ
ィ
ー
ゼ
ル
化
し
て
い
ま
す
。
食
料
と
同
時
に
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
、
農
業
分
野
で
言
え
ば
、
バ
イ
オ
エ
ネ
ル
ギ
ー
作
物
に
つ

い
て
、
も
う
少
し
位
置
づ
け
を
強
化
し
な
い
と
置
い
て
い
か
れ
る

の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

【
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
の
位
置
付
け
に
つ
い
て
】

○
司
会

三
点
あ
り
ま
し
た
が
、
答
え
ら
れ
る
範
囲
で
構
い
ま
せ

ん
の
で
、
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

私
の
直
接
の
担
当
で
は
な
い
の
で
す
け
れ

ど
も
、
バ
イ
オ
燃
料
の
中
で
世
界
的
に
注
目
さ
れ
て
い
る
の
は
Ｓ

Ａ
Ｆ
と
考
え
て
い
ま
す
。
我
が
国
に
お
い
て
も
、
二
〇
三
〇
年
ま

で
に
航
空
ジ
ェ
ッ
ト
燃
料
の
一
〇
％
を
Ｓ
Ａ
Ｆ
に
置
き
換
え
る
と

の
目
標
を
定
め
て
い
ま
す
の
で
、
む
し
ろ
廃
食
用
油
な
ど
は
非
常

に
ニ
ー
ズ
が
上
が
っ
て
お
り
ま
す
。

そ
う
い
う
意
味
で
は
、
今
、
神
山
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
と
お

り
、
世
界
的
に
も
脱
炭
素
が
叫
ば
れ
て
い
る
中
で
、
日
本
で
も
再

生
可
能
な
バ
イ
オ
燃
料
の
原
料
を
国
内
供
給
し
て
い
く
こ
と
が
で

き
れ
ば
、
国
内
農
業
の
市
場
が
増
え
る
点
で
望
ま
し
い
と
思
わ
れ

ま
す
。
一
方
で
、
国
産
農
産
物
が
バ
イ
オ
燃
料
の
原
料
と
し
て
継

続
的
に
取
引
さ
れ
る
の
か
と
言
え
ば
、
や
は
り
コ
ス
ト
面
で
成
立

し
て
い
く
の
か
な
ど
の
課
題
と
も
向
き
合
う
必
要
が
あ
る
と
思
っ

て
い
ま
す
。
そ
れ
が
一
つ
で
す
。

そ
れ
か
ら
二
つ
目
で
す
。
小
川
町
の
話
で
す
け
れ
ど
も
、
み
ど

り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
は
、
食
料
・
農
林
水
産
等
の
生
産
力
の

向
上
と
持
続
性
の
両
立
を
実
現
さ
せ
る
政
策
方
針
で
す
の
で
、
み

ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
が
環
境
政
策
全
部
を
カ
バ
ー
し
て
い

る
と
い
う
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
例
え
ば
、
生
ご
み
で
風
呂
を

わ
か
し
て
い
る
と
い
う
の
は
暮
ら
し
の
脱
炭
素
と
し
て
、
環
境
省

が
主
に
支
援
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
ま
す
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー

ト
ラ
ル
税
制
な
ど
、
環
境
省
で
は
業
種
に
関
わ
ら
ず
幅
広
い
支
援

策
が
あ
り
ま
す
の
で
、
省
庁
間
で
重
複
の
無
い
よ
う
連
携
し
て
施

策
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
一
方
、
農
業
機
械
や
ハ
ウ
ス
で

ヒ
ー
ト
ポ
ン
プ
を
導
入
す
る
、
畜
ふ
ん
な
ど
を
利
用
し
て
バ
イ
オ

ガ
ス
を
得
て
、
電
気
、
熱
と
し
て
地
域
で
地
産
地
消
の
考
え
を
も

っ
て
導
入
す
る
こ
と
は
、
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
戦
略
に
位
置

づ
け
ら
れ
て
お
り
、
農
林
水
産
省
の
施
策
と
し
て
し
っ
か
り
と
進

め
て
い
ま
す
。

そ
れ
か
ら
、
直
払
い
の
話
が
あ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
も
う
一
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つ
の
神
山
先
生
の
御
質
問
も
併
せ
て
御
回
答
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま

す
と
、
先
ほ
ど
申
し
上
げ
た
よ
う
に
、「
環
境
と
調
和
の
と
れ
た

食
料
シ
ス
テ
ム
の
確
立
を
図
っ
て
い
く
旨
を
、
基
本
法
に
位
置
付

け
る
」「
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム
法
に
基
づ
い
た
取
組
の
促
進

を
基
本
と
し
つ
つ
」
と
あ
り
、
ま
ず
は
み
ど
り
の
食
料
シ
ス
テ
ム

法
を
し
っ
か
り
と
進
め
て
い
く
こ
と
と
し
て
い
い
ま
す
。

具
体
的
な
施
策
に
つ
い
て
は
今
後
検
討
し
て
い
く
こ
と
と
し
て

お
り
ま
す
が
、
方
向
性
と
し
て
は
先
生
が
お
っ
し
ゃ
る
と
お
り
、

や
は
り
法
律
そ
の
も
の
だ
け
で
は
な
く
て
、
農
林
水
産
省
の
政
策

全
体
を
し
っ
か
り
と
環
境
を
取
り
込
ん
だ
も
の
に
し
て
い
か
な
く

て
は
い
け
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

ま
た
②
で
ご
ざ
い
ま
す
け
れ
ど
も
、「
更
に
先
進
的
な
環
境
負

荷
低
減
へ
の
移
行
期
の
取
組
を
重
点
的
に
後
押
し
す
る
と
と
も

に
、
こ
れ
ら
の
取
組
を
下
支
え
す
る
農
地
周
り
の
雑
草
抑
制
等
の

共
同
活
動
を
通
じ
て
面
的
な
取
組
を
促
進
す
る
仕
組
み
を
検
討
す

る
」
と
い
う
よ
う
に
書
い
て
お
り
ま
す
の
で
、
こ
の
議
論
を
具
体

化
す
る
中
で
、
い
た
だ
い
た
御
意
見
な
ど
も
踏
ま
え
な
が
ら
考
え

て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

あ
と
、
先
ほ
ど
一
点
、
有
機
を
や
ろ
う
と
し
て
も
一
人
で
は
で

き
な
い
よ
と
い
う
こ
と
を
お
っ
し
ゃ
っ
た
か
と
思
い
ま
す
。
本
当

に
そ
の
と
お
り
な
の
で
、
有
機
農
業
指
導
員
の
拡
充
、
オ
ー
ガ
ニ

ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
の
推
進
の
ほ
か
、
補
正
予
算
で
有
機
転
換
推
進
事

業
と
い
う
こ
と
で
、
新
た
に
有
機
農
業
に
取
り
組
む
人
に
対
し

て
、
有
機
農
業
の
生
産
を
開
始
す
る
た
め
に
必
要
な
経
費
を
支
援

す
る
等
、
予
算
で
の
後
押
し
、
指
導
員
の
サ
ポ
ー
ト
と
い
っ
た
形

で
多
面
的
に
環
境
を
整
え
て
い
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま

す
。

○
司
会

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
そ
れ
で
は
堀
口
先
生
、

お
願
い
し
ま
す
。

【
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
】

○
堀
口

先
ほ
ど
神
山
さ
ん
が
言
わ
れ
た
こ
と
と
関
連
し
ま
す

が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
問
題
で
地
域
政
策
と
の
関
連
で
す
。
九
月
五

日
の
日
本
農
業
新
聞
に
意
見
広
告
を
出
し
ま
し
た
。
趣
旨
は
、
再

エ
ネ
電
源
（
熱
源
等
も
含
め
て
）
を
も
っ
と
拡
大
し
な
け
れ
ば
だ

め
だ
と
い
う
こ
と
、
忘
れ
て
は
い
か
ん
の
は
、
そ
の
電
源
は
地
域

で
使
え
と
い
う
の
を
主
張
し
た
の
で
す
。
実
際
に
再
エ
ネ
電
源
の

拡
大
を
応
援
し
て
い
る
と
、
ほ
と
ん
ど
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
乗
っ
て
い
る
も

の
で
す
か
ら
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
に
乗
せ
る
と
電
力
会
社
に
売
ら
な
け
れ
ば

い
か
ん
と
思
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
す
ご
く
多
い
。
こ
れ
は
鳥
取
県

知
事
の
指
示
だ
と
思
う
の
だ
け
れ
ど
も
、
県
の
企
業
局
と
い
う
の

は
た
く
さ
ん
小
水
力
を
持
っ
て
い
る
の
で
す
。
多
分
、
補
助
金
が

切
れ
た
か
ら
か
な
、
鳥
取
県
に
あ
る
地
域
の
新
電
力
に
二
つ
三

つ
、
今
ま
で
中
国
電
力
に
電
力
を
出
し
て
い
た
企
業
局
が
小
水
力

を
分
け
て
出
し
始
め
ま
し
た
。
今
ま
で
は
、
地
元
で
中
国
電
力
の

電
気
を
が
ん
が
ん
使
っ
て
、
お
金
は
県
外
に
出
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
は
地
元
の
小
水
力
の
電
気
を
地
域
と
し
て
積
極
的
に
使
う
よ
う

研究会 ����������������������������������
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に
し
よ
う
と
。

今
、
応
援
し
て
い
る
の
は
、
い
わ
ゆ
る
太
陽
光
は
、
Ｆ
Ｉ
Ｔ
は

一
〇
円
に
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
か
ら
採
算
が
合
わ
な
い
の
で
、

皆
さ
ん
、
新
電
源
の
会
社
を
通
し
て
、
た
く
さ
ん
電
気
を
使
っ
て

い
る
畜
産
と
か
、
あ
あ
い
う
の
に
結
び
つ
け
よ
う
と
し
て
い
る
の

で
す
。
で
も
、
意
外
に
そ
う
簡
単
に
い
か
な
い
。
一
番
簡
単
な
の

は
、
自
分
の
と
こ
ろ
で
使
う
た
め
に
引
っ
張
っ
て
し
ま
う
の
が
い

い
の
だ
け
れ
ど
も
、
そ
う
簡
単
に
は
い
か
な
い
。
需
給
や
季
節
の

繁
閑
の
関
係
が
あ
る
か
ら
、
ど
こ
か
で
蓄
電
を
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
し
、
卸
売
市
場
と
取
引
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
で
も

考
え
方
と
し
て
は
、
地
域
で
生
み
出
し
た
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
地

域
で
使
わ
せ
て
も
ら
い
ま
す
よ
と
い
う
姿
勢
を
は
っ
き
り
と
出
し

た
ほ
う
が
い
い
の
で
は
な
い
か
と
。

以
上
で
す
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
最
近
、
営
農

型
太
陽
光
発
電
で
不
適
切
な
事
例
も
見
ら
れ
ま
す
が
、
売
電
あ
り

き
で
は
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
地
産
地
消
が
大
事
だ
と
考
え
て
い

ま
す
。
農
山
漁
村
に
豊
富
に
賦
存
す
る
地
域
の
資
源
を
有
効
活
用

し
て
、
地
域
の
活
性
化
や
地
域
の
所
得
向
上
な
ど
、
地
域
に
恩
恵

が
あ
る
形
で
そ
の
利
活
用
を
進
め
る
こ
と
は
我
々
と
し
て
も
大
事

と
思
っ
て
い
ま
す
の
で
、
先
生
の
ご
意
見
は
担
当
課
室
長
に
伝
え

て
お
き
ま
す
。

一
方
で
、
蓄
電
と
か
、
地
域
に
あ
る
の
に
活
用
で
き
な
い
と
い

う
課
題
感
に
つ
い
て
は
、
み
ど
り
交
付
金
の
う
ち
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
対

応
型
施
設
園
芸
の
確
立
と
い
う
メ
ニ
ュ
ー
が
あ
り
ま
す
の
で
、
こ

う
い
う
も
の
を
う
ま
く
使
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
普
及
を
図
っ
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

○
堀
口

小
水
力
も
ず
っ
と
応
援
し
て
い
る
の
で
す
け
れ
ど
も
、

例
え
ば
山
形
の
小
水
力
の
一
つ
が
生
協
に
売
っ
て
い
る
と
か
、
あ

る
い
は
栃
木
の
小
水
力
も
生
協
に
売
っ
て
い
る
の
が
あ
り
ま
す
。

し
か
し
ま
だ
珍
し
い
例
ね
。
ほ
と
ん
ど
電
力
会
社
に
売
っ
て
い
ま

す
。み

ど
り
戦
略
で
は
、
温
室
効
果
ガ
ス
削
減
等
の
Ｋ
Ｐ
Ｉ
が
示
さ

れ
、
二
〇
三
〇
年
、
二
〇
五
〇
年
目
標
が
あ
り
、
ま
た
、
二
〇
二

一
年
実
績
値
も
載
っ
て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
こ
れ
を
支
え
る

は
ず
の
省
エ
ネ
電
源
等
や
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
等
が
他
方
で
進
行

し
、
例
え
ば
化
学
肥
料
等
を
削
減
さ
せ
る
資
源
が
生
み
出
さ
れ
て

い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
地
域
で
使
わ
れ
る
よ
う
に
、

み
ど
り
戦
略
で
は
生
産
政
策
、
地
域
政
策
、
環
境
政
策
を
結
び
つ

け
て
欲
し
い
。
残
念
な
が
ら
小
水
力
発
電
の
電
気
の
ほ
と
ん
ど
が

電
力
会
社
に
行
っ
て
地
域
で
使
わ
れ
て
い
な
い
し
、
ま
た
畜
産
バ

イ
オ
マ
ス
発
電
で
は
、
消
化
液
の
多
く
が
薬
品
と
と
も
に
河
川
に

流
さ
れ
て
い
る
。
浄
水
場
で
も
多
く
の
資
源
が
回
収
さ
れ
ず
に
捨

て
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
簡
単
に
取
り
組
め
る
営
農
型
発
電
も
Ｆ
Ｉ

Ｔ
で
は
大
い
に
伸
び
た
が
、
こ
れ
を
電
力
会
社
に
売
ら
れ
て
し
ま

い
、
今
で
は
地
域
で
近
く
か
ら
電
力
が
欲
し
い
の
に
、
そ
れ
に
答
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え
る
営
農
型
発
電
が
伸
び
て
い
な
い
。

○
久
保
グ
ル
ー
プ
長

担
当
に
し
っ
か
り
伝
え
ま
す
。
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

○
司
会

皆
さ
ん
の
関
心
を
集
め
て
い
る
内
容
で
し
た
の
で
、
予

定
し
て
い
た
時
間
を
か
な
り
超
過
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。
お
伺
い

し
た
い
こ
と
が
ま
だ
あ
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
恐
縮
で
す
が
、
こ

れ
で
終
わ
り
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
本
日
は
本
当
に
お
忙
し

い
中
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

了

追
記
：
こ
の
研
究
会
後
に
デ
ー
タ
の
更
新
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
。

ポ
イ
ン
ト
は
次
の
と
お
り
で
す
。
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1
�
は
じ
め
に

農
林
水
産
省
に
よ
る
農
業
財
政
支
出
は
、
二
〇
〇
〇
年
代
か
ら

二
〇
一
〇
年
代
に
か
け
て
大
き
く
転
換
し
た
。
二
〇
〇
九
年
の
い

わ
ゆ
る
民
主
党
政
権
の
成
立
に
よ
っ
て
公
共
事
業
費
が
大
き
く
削

減
さ
れ
る
と
同
時
に
、
米
価
の
下
落
も
予
想
さ
れ
た
中
で
コ
メ
生

産
に
対
す
る
直
接
支
払
が
開
始
さ
れ
た
。
た
だ
し
「
中
山
間
地
域

等
」へ
の
直
接
支
払
は
す
で
に
二
〇
〇
〇
年
に
発
足
し
て
お
り（
以

下
で
は
「
中
山
間
」
と
略
記
）、
ま
た
二
〇
〇
七
年
に
「
農
地
・

水
・
環
境
保
全
対
策
」
と
し
て
成
立
し
た
直
接
支
払
制
度
は
二
〇

一
四
年
に
「
多
面
的
機
能
支
払
」（
以
下
、「
多
面
的
機
能
」
と
略

記
）」
と
名
称
を
変
え
て
現
在
に
至
っ
て
い
る
。
二
〇
一
一
年
に

は
そ
れ
よ
り
独
立
し
て
「
環
境
保
全
型
」
直
接
支
払
も
設
け
ら
れ

た
（
こ
れ
ら
三
つ
は
二
〇
一
四
年
に
制
定
さ
れ
た
「
農
業
の
有
す

る
多
面
的
機
能
の
発
揮
の
促
進
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
い
て
、

「
日
本
型
直
接
支
払
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
）。
二
〇
一
一

年
か
ら
は
、
二
〇
〇
七
年
よ
り
実
施
さ
れ
て
い
た
品
目
横
断
的
経

営
安
定
対
策
を
引
き
継
ぐ
形
で
は
あ
っ
た
が
、
畑
作
物
に
対
す
る

直
接
支
払
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
制
度
に
は
様
々
な
変
遷

が
あ
っ
た
も
の
の
、
二
〇
一
一
年
以
降
で
最
も
多
額
の
直
接
支
払

が
行
わ
れ
て
い
る
の
は
水
田
活
用
（
コ
メ
生
産
調
整
に
よ
る
転
作

作
物
）お
よ
び
畑
作
物（
四
麦
と
大
豆
、
ソ
バ
、
そ
の
他
三
作
物
）

で
あ
る（
注
1
）。

二
〇
一
〇
年
代
の
前
半
ま
で
は
、
水
田
で
の
主
要
な
転
作
助
成

は
麦
、
大
豆
、
コ
メ
以
外
の
飼
料
作
物
、
と
い
っ
た
順
で
あ
っ
た

が
、
新
規
需
要
米
と
い
う
名
称
に
よ
る
一
〇
ａ
当
た
り
の
交
付
金

水
田
活
用
と
畑
作
物
の
直
接
支
払
に
よ
る
転
作
作
物
振
興
に
関
す
る
評
価
分
析

―
農
業
財
政
に
お
け
る
費
用
対
効
果
の
視
点
に
よ
る
―

万
木
孝
雄

宮
田
剛
志

東
京
大
学

農
学
生
命
科
学
研
究
科

高
崎
経
済
大
学

地
域
政
策
学
部
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（
標
準
額
）
が
八
万
円
と
高
額
な
こ
と
も
あ
っ
て
、
特
に
飼
料
用

米
が
二
〇
一
〇
年
代
後
半
に
は
大
き
く
進
展
す
る
こ
と
と
な
っ

た
。
飼
料
用
米
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
数
多
く
あ
る
が（
注
2
）、

農
業
財
政
と
直
接
支
払
額
の
観
点
か
ら
そ
れ
ら
転
作
作
物
振
興
の

評
価
を
行
っ
て
い
る
研
究
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い（
注
3
）。

そ
の
た
め
本
稿
で
は
、
こ
れ
ら
転
作
作
物
の
振
興
に
つ
い
て
財

政
面
か
ら
分
析
を
行
な
う
。
分
析
の
方
法
は
、
以
下
の
よ
う
な
順

序
で
行
う
。
ま
ず
、
毎
年
公
表
さ
れ
て
き
た
水
田
活
用
と
畑
作
物

に
よ
る
『
支
払
実
績
』
を
時
系
列
で
整
理
す
る
と
共
に
、
都
道
府

県
別
に
よ
る
そ
れ
ら
の
動
向
を
把
握
す
る
。
次
に
、
統
計
デ
ー
タ

が
整
理
可
能
で
あ
っ
た
最
近
年
の
二
〇
二
〇
年
度
を
対
象
と
し

て
、
直
接
支
払
を
受
け
て
い
る
一
三
品
目
の
生
産
量
、
生
産
額
、

単
収
な
ど
に
つ
い
て
一
部
の
試
算
を
交
え
て
推
計
す
る
。
そ
の
上

で
、
支
払
額
（
政
策
費
用
）
に
対
す
る
効
果
に
つ
い
て
比
較
・
検

証
を
行
う
。
こ
の
よ
う
な
転
作
作
物
の
振
興
に
つ
い
て
財
政
面
か

ら
行
う
分
析
は
、
本
稿
が
初
め
て
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
1
）
制
度
の
変
遷
に
つ
い
て
は
工
藤
（
二
〇
一
九
）
が
有
用
で
あ
り
、

一
連
の
政
策
検
証
に
つ
い
て
は
安
藤
（
二
〇
一
六
）
な
ど
多
く
の

文
献
が
あ
る
。

（
注
2
）
飼
料
用
米
に
焦
点
を
当
て
た
研
究
は
、
久
保
田
（
二
〇
一
六
）、
中

根
（
二
〇
一
七
）、
鵜
川
（
二
〇
二
二
）
な
ど
が
該
当
し
、
ま
た
研

究
サ
ー
ベ
イ
と
し
て
も
農
林
水
産
政
策
研
究
所
（
二
〇
一
八
）
が

あ
る
。

（
注
3
）
小
川
（
二
〇
一
七
）
は
飼
料
用
米
に
対
す
る
財
政
負
担
面
か
ら
の

分
析
を
行
っ
て
お
り
、
ま
た
農
業
予
算
配
分
の
視
点
に
よ
る
研
究

と
し
て
小
嶋
（
二
〇
一
八
）
が
あ
る
。
先
に
引
用
し
た
安
藤
（
二

〇
一
六
）
に
お
い
て
も
、
財
政
制
約
の
観
点
か
ら
農
林
水
産
省
の

予
算
推
移
が
示
さ
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
を
含
め
て
、
財
政

支
出
額
に
対
す
る
都
道
府
県
別
や
作
物
別
に
よ
る
具
体
的
な
分
析

は
、
こ
れ
ま
で
ほ
と
ん
ど
行
わ
れ
て
い
な
い
。

2
�
既
存
研
究
の
サ
ー
ベ
イ
と
分
析
の
枠
組
み

直
接
支
払
制
度
に
よ
る
効
果
や
評
価
に
関
す
る
研
究
で
は
、
代

表
的
な
も
の
と
し
て
「
中
山
間
」
で
は
武
井
（
二
〇
一
九
）
が
京

都
府
に
つ
い
て
、
ま
た
「
多
面
的
機
能
」
で
は
中
谷
（
二
〇
一
六
）

が
北
海
道
に
つ
い
て
、
そ
れ
ぞ
れ
集
落
を
サ
ン
プ
ル
と
し
て
分
析

を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
（
計
量
）
分
析
で
は
、
対
象
を
直
接

支
払
に
参
加
（
処
置
群
）、
お
よ
び
不
参
加
（
対
照
群
）
と
い
う

二
群
に
分
け
て
、
そ
の
差
異
か
ら
参
加
に
よ
る
効
果
を
検
証
す
る

手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
た
め
水
田
活
用
や
畑
作
物
の
よ

う
に
、
ど
の
サ
ン
プ
ル
が
ど
の
程
度
に
直
接
支
払
を
受
給
し
て
い

る
の
か
が
明
確
に
把
握
で
き
な
い
場
合
は
、
分
析
が
困
難
で
あ

る
。
水
田
活
用
と
畑
作
物
の
直
接
支
払
に
よ
る
補
助
金
支
給
の
動

向
は
、
安
藤
・
大
仲
（
二
〇
二
一
）
を
代
表
的
な
文
献
と
し
て
、

『
営
農
類
型
別
経
営
統
計
』
に
よ
る
数
値
、
お
よ
び
聞
き
取
り
に

水田活用と畑作物の直接支払による転作作物振興に関する評価分析 �������
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基
づ
い
た
事
例
的
分
析
も
含
め
て
、
特
に
大
規
模
な
組
織
的
経
営

に
お
い
て
そ
れ
ら
補
助
金
に
依
存
す
る
度
合
い
は
す
で
に
研
究
が

深
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
し
そ
れ
ら
の
直
接
支
払
に
お
い
て
、
ど

の
作
物
が
ど
の
よ
う
に
生
産
さ
れ
て
い
る
の
か
、
特
に
財
政
支
出

の
側
面
か
ら
そ
の
効
果
や
評
価
に
関
す
る
分
析
は
ま
だ
ほ
と
ん
ど

見
ら
れ
な
い
。

一
方
で
、
農
業
分
野
で
の
直
接
支
払
に
関
す
る
経
験
や
蓄
積
が

豊
富
な
Ｅ
Ｕ
に
お
い
て
は
、G

uth,
et
al.(2020)

やScow
n
et

al.(2020)

の
よ
う
に
、
直
接
支
払
「
額
」
に
着
目
し
て
、
そ
の
成

果
や
影
響
を
分
析
す
る
研
究
は
数
多
く
見
ら
れ
る
。
日
本
国
内
に

お
い
て
も
、
平
澤
（
二
〇
一
七
）
が
Ｅ
Ｕ
加
盟
国
を
中
心
に
、
農

業
所
得
に
占
め
る
目
的
別
の
直
接
支
払
額
の
割
合
な
ど
を
示
し
考

察
を
行
っ
て
い
る
。
同
様
の
分
析
が
国
内
で
も
進
展
し
、
財
政
支

出
面
か
ら
の
直
接
支
払
施
策
に
対
す
る
学
術
的
な
検
証
が
求
め
ら

れ
る
。

以
上
を
踏
ま
え
て
本
稿
で
は
、
一
節
で
示
し
た
課
題
に
対
し
て

次
の
三
つ
の
方
法
を
用
い
て
分
析
を
行
う
。
第
一
に
、
二
〇
〇
〇

年
か
ら
二
〇
二
〇
年
に
か
け
て
直
接
支
払
に
関
係
す
る
農
業
予
算

額
を
時
系
列
で
整
理
し
、
そ
の
推
移
に
つ
い
て
確
認
す
る
。
方
法

の
第
二
と
し
て
、
二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
直
接
支
払
の
『
支
払
実

績
』
資
料
を
用
い
、
コ
メ
と
耕
種
合
計
の
生
産
額
に
対
す
る
、
水

田
活
用
と
畑
作
物
に
よ
る
直
接
支
払
の
百
分
率
を
算
出
し
、
都
道

府
県
別
に
比
較
す
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
農
業
生
産
額
に
対
す
る
直

接
支
払
額
の
比
重
に
つ
い
て
分
析
が
可
能
と
な
る
。
最
後
に
方
法

の
第
三
と
し
て
、
水
田
活
用
お
よ
び
畑
作
物
の
直
接
支
払
が
対
象

と
す
る
一
三
作
物
を
対
象
と
し
て
、
第
二
と
同
じ
二
〇
二
〇
年
の

作
付
面
積
、
生
産
量
、
生
産
額
を
統
計
的
に
整
理
し
（
部
分
的
に

は
試
算
や
推
計
も
含
む
）、
直
接
支
払
額
に
対
す
る
そ
れ
ら
の
数

値
を
政
策
的
な
費
用
に
対
す
る
効
果
と
位
置
づ
け
て
、
比
較
分
析

を
行
う
。

3
�
分
析
結
果

第
一
の
方
法
に
よ
る
時
系
列
で
整
理
し
た
結
果
を
、
第
1
図
で

示
す
。
水
田
活
用
に
関
す
る
直
接
支
払
の
制
度
は
、
二
〇
〇
〇
―

〇
九
年
「
水
田
農
業
経
営
確
立
対
策
」、
二
〇
一
〇
年
「
戸
別
所

得
補
償
モ
デ
ル
対
策
」、
二
〇
一
一
―
一
二
年
「
農
業
者
戸
別
所

得
補
償
制
度
」、
二
〇
一
三
年
以
降
「
経
営
所
得
安
定
対
策
」
と

名
称
や
内
容
も
変
遷
し
て
き
た
中
で
、
転
作
作
物
へ
の
直
接
支
払

額
は
二
千
か
ら
三
千
億
円
の
間
で
安
定
的
に
増
加
し
て
き
た
こ
と

が
、
同
図
に
お
け
る
▲
の
線
で
確
認
さ
れ
る
。
二
〇
一
〇
年
に
、

「
戸
別
所
得
補
償
モ
デ
ル
対
策
」
が
発
足
し
た
時
点
で
は
、
主
食

用
米
に
対
す
る
直
接
支
払
も
三
千
億
円
が
実
施
さ
れ
た
が
、
そ
の

翌
年
以
降
は
縮
小
さ
れ
、
二
〇
一
八
年
に
は
完
全
に
廃
止
と
な
っ

た
（
△
線
）。
コ
メ
直
接
支
払
と
入
れ
替
わ
る
よ
う
に
導
入
さ
れ

た
制
度
が
畑
作
物
に
対
す
る
直
接
支
払
で
あ
り
、
発
足
し
た
二
〇

一
一
年
に
は
一
、
五
〇
〇
億
円
が
支
給
さ
れ
、
二
〇
一
五
年
以
降

������� 水田活用と畑作物の直接支払による転作作物振興に関する評価分析

４４



現
在
に
至
る
ま
で
、
二
千
億
円
前
後
が
設
定
さ
れ
て
き
た
（
○

線
）（
注
4
）。
こ
の
よ
う
に
直
接
支
払
制
度
の
中
心
は
、
水
田
活
用

と
畑
作
物
に
よ
る
二
つ
で
あ
り
、
特
に
前
者
の
支
払
に
よ
る
飼
料

用
米
と
ホ
ー
ル
・
ク
ロ
ッ
プ
・
サ
イ
レ
ー
ジ
（
以
下
は
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と

略
称
す
る
）
が
、
近
年
で
は
急
速
に
進
展
し
て
き
た
こ
と
が
『
支

払
実
績
』
よ
り
確
認
さ
れ
る
（
小
川
（
二
〇
二
二
）
ｐ
�
一
八
一

参
照
）。

方
法
の
第
二
と
し
て
、
都
道
府
県
別
に
よ
る
二
〇
二
〇
年
の
状

況
を
調
べ
た
結
果
を
、
第
1
表
で
説
明
す
る（
注
5
）。
ま
ず
、
水
田

面
積
（
Ａ
列
）
に
対
す
る
主
食
用
米
の
作
付
比
率
（
Ｂ
列
）
が
、

五
〇
％
弱
か
ら
八
〇
％
台
に
ま
で
多
様
に
分
か
れ
て
い
る
。
比
率

が
低
い
順
に
、
北
海
道
、
宮
崎
が
四
九
％
前
後
で
あ
り
、
香
川
、

熊
本
の
二
県
も
五
五
％
以
下
で
あ
る
（
全
国
平
均
は
六
五
％
）。

逆
に
比
率
が
高
い
順
に
挙
げ
る
と
、
神
奈
川
、
沖
縄
、
新
潟
の
三

県
は
、
八
〇
％
以
上
で
あ
る
。
二
〇
一
八
年
産
以
降
コ
メ
の
生
産

調
整
は
各
都
道
府
県
や
個
別
生
産
者
の
判
断
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と

と
な
り
、
そ
の
多
様
性
が
広
が
っ
て
い
る
と
言
え
る
。

次
に
、（
食
用
）
コ
メ
生
産
額
に
対
す
る
水
田
活
用
へ
の
直
接

支
払
額
の
百
分
率
を
取
り
（
Ｃ
列
）、
こ
の
制
度
を
有
効
に
利
用

し
て
い
る
か
を
都
道
府
県
別
に
比
較
す
る
。
先
に
示
し
た
北
海
道

と
宮
崎
以
外
で
も
、
長
崎
を
除
い
た
九
州
各
県
で
は
そ
の
比
率
が

三
〇
％
以
上
と
な
っ
て
い
る
。
逆
に
一
〇
％
に
達
し
て
い
な
い
都

府
県
は
一
六
で
あ
り
、
特
に
山
口
を
除
い
た
中
国
四
国
地
方
の
八

第1図 2000－2020年における農林水産省の予算内訳

資料）農林水産省・予算総額（最上段●）、および非公共事業・予算計（二段目□）は『ポケット農林水産統計』
より、中山間・直接支払（最下段＊）は『中山間地域等直接支払の実施状況』（e-Stat）より、その他の
直接支払額（三段目より五段目まで）は『経営所得安定対策・支払実績』より、ただし2009年までの「水
田活用」は、『作物統計』（平成23年産）p.190に掲載された、水田農業経営確立対策および構造改革対策
による、助成補助金等（補正後）の合計値を用いた。また「中山間」の支払額には、都道府県および市町
村による大よそ半額の分担が含まれているが、ここでは便宜的にそれらの合計額を示している。統計書な
どの発行はすべて農林水産省で、各年度版より数値を抽出した。

注）畑作物の直接支払制度は2012年度に発足したが、以前より水田の生産調整作物としての麦、大豆、飼料作物、
ソバ、ナタネ、などは水田農業経営確立対策および構造改革対策によって、また畑作についても2007年より
実施された品目横断的経営安定対策ではテンサイや澱粉用ジャガイモも含めて、直接支払が実施されてい
た。前者は上図の三段目に含まれているが、後者の畑作物に対する直接支払総額は把握できなかったため、
この図では示されていない。以上を考慮すると、畑作物の直接支払制度は2012年より以前に制度化されてい
たと言える。
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県
で
は
、
主
食
用
米
の
作
付
比
率
が
五
〇
か
ら
六
〇
％
台
と
低
い

も
の
の
、
水
田
活
用
に
よ
る
直
接
支
払
額
の
割
合
も
一
〇
％
前
後

と
あ
ま
り
高
く
は
な
い
。
こ
の
こ
と
は
、
生
産
調
整
に
は
参
加
し

て
い
る
も
の
の
、
飼
料
用
米
や
Ｗ
Ｃ
Ｓ
に
代
表
さ
れ
る
、
高
い
直

接
支
払
が
設
定
さ
れ
る
作
物
の
導
入
が
活
発
で
は
な
く
、
こ
の
制

度
に
よ
る
恩
恵
を
十
分
に
受
け
て
い
な
い
懸
念
が
示
唆
さ
れ
る
。

同
表
の
最
右
（
Ｄ
列
）
で
示
し
た
、
耕
種
作
物
合
計
の
生
産
額

に
対
す
る
水
田
活
用
と
畑
作
物
の
合
計
に
よ
る
直
接
支
払
額
の
百

分
率
に
お
い
て
も
、
こ
れ
ら
の
制
度
を
効
果
的
に
利
用
で
き
て
い

る
の
か
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
ご
と
の
比
較
が
可
能
と
な
る
。
最

も
比
率
が
高
い
の
は
北
海
道
で
あ
り
、
そ
れ
は
水
田
活
用
で
五
三

六
億
、畑
作
物
で
一
、二
四
二
億
円
の
直
接
支
払
を
受
け
て
お
り
、

両
者
を
合
計
す
る
と
全
国
総
額
（
五
、
〇
一
九
億
円
）
の
三
五
％

に
及
ぶ
。
二
〇
二
〇
年
に
お
け
る
畜
産
を
除
い
た
日
本
全
体
の
耕

種
農
業
生
産
額
（
五
・
六
八
兆
円
）
に
占
め
る
、
北
海
道
の
割
合

は
九
・
四
％
（
〇
・
五
三
兆
円
）
で
あ
る
た
め
、
直
接
支
払
の
制

度
で
は
強
い
恩
恵
を
受
け
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
ま
た
佐
賀
、

滋
賀
の
両
県
も
、
主
食
用
コ
メ
の
作
付
比
率
が
そ
れ
ほ
ど
低
い
訳

で
は
な
い
が
（
Ｂ
列
の
六
〇
％
と
六
九
％
）、
耕
種
生
産
額
に
占

め
る
直
接
支
払
額
は
二
〇
％
を
超
え
て
お
り
、
北
海
道
に
次
い
で

そ
の
割
合
は
全
国
で
二
位
、お
よ
び
三
位
と
な
っ
て
い
る
。ま
た
、

生
産
収
量
を
基
準
と
し
た
畑
作
物
の
直
接
支
払
は
、
麦（
四
麦
）、

大
豆
、
ソ
バ
、
ナ
タ
ネ
の
四
作
物
に
つ
い
て
は
水
田
転
作
と
し
て

作
付
さ
れ
る
場
合
に
は
、
面
積
を
基
準
と
し
た
水
田
活
用
と
の
重

複
し
た
支
払
が
認
め
ら
れ
て
い
る
。
先
の
飼
料
用
米
と
Ｗ
Ｃ
Ｓ
で

も
指
摘
し
た
よ
う
に
、
直
接
支
払
で
手
厚
く
補
助
さ
れ
て
い
る
作

物
の
栽
培
条
件
や
販
路
獲
得
な
ど
で
成
功
し
て
い
る
地
域
と
、
そ

れ
ら
に
苦
労
し
て
い
る
地
域
と
の
間
で
の
、
格
差
は
大
き
い
と
推

察
さ
れ
る
。

以
上
の
統
計
分
析
に
よ
っ
て
示
さ
れ
た
結
果
は
、
荒
幡
（
二
〇

一
九
）で
説
明
さ
れ
て
い
る
内
容
と
も
整
合
的
で
あ
る
。荒
幡
は
、

直
接
支
払
の
制
度
が
本
格
化
さ
れ
る
以
前
の
分
析
も
踏
ま
え
て
、

水
田
転
作
の
対
応
に
は
都
道
府
県
ご
と
で
大
き
な
差
異
が
現
れ
て

い
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。
本
稿
の
分
析
結
果
か
ら
も
、

直
接
支
払
の
制
度
設
計
に
う
ま
く
合
致
し
た
地
域
と
、
一
方
で
適

し
た
転
作
作
物
を
見
出
し
難
い
た
め
苦
悩
し
て
い
る
、
場
合
に
よ

っ
て
は
生
産
調
整
を
諦
め
て
主
食
用
米
に
回
帰
し
て
い
る
地
域
も

あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
（
コ
メ
の
主
産
県
と
し
て
は
、
新
潟
、

埼
玉
、
千
葉
の
各
県
な
ど
が
該
当
す
る
）。

分
析
結
果
の
最
後
、
方
法
の
第
三
に
基
づ
い
て
、
直
接
支
払
制

度
が
対
象
と
す
る
一
五
種
類
の
作
物
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
数
値

を
整
理
し
、
最
終
的
に
直
接
支
払
の
制
度
が
そ
れ
ら
作
物
に
及
ぼ

し
て
い
る
影
響
を
把
握
す
る
（
た
だ
し
Ｗ
Ｃ
Ｓ
と
飼
料
作
物
に
つ

い
て
は
、
生
産
量
の
統
計
的
な
推
計
も
困
難
で
あ
る
た
め
、
一
三

作
物
の
分
析
と
な
っ
て
い
る
）。
第
1
表
と
同
様
に
二
〇
二
〇
年

度
の
数
値
を
第
2
表
で
示
し
、
そ
れ
ら
の
結
果
を
記
す
。
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第1表 農業生産額に対する直接支払額の百分率

資料）Ａ列とＢ列は『耕地及び作物面積統計』より、そしてＣ列とＤ列は『生産農業所得統計』で示された「米」
と「耕種合計」の生産額を分母とし、『経営所得安定対策・支払実績』で示された「水田活用」への支払
額、および「畑作物」も合わせた支払額を分子として計算した。資料の発行者はすべて農林水産省で、2020
年の数値を用いた。

2020年

都道府県

水田面積
（本地）
単位：ha
（Ａ列）

主食用米
作付
比率
（Ｂ列）

水田活用
支払額／
コメ生産額
（Ｃ列）

水田＋畑作物
支払額／
耕種生産額
（Ｄ列）

全国 2，248，000 65．0％ 17．9％ 8．8％

北海道 210，400 48．6％ 44．7％ 33．4％
青森 75，400 59．9％ 20．7％ 5．4％
岩手 87，800 57．4％ 22．4％ 13．4％
宮城 99，900 68．4％ 19．1％ 16．3％
秋田 123，400 71．0％ 10．4％ 8．8％
山形 87，400 74．0％ 12．0％ 5．5％
福島 92，900 70．3％ 10．2％ 5．2％

茨城 94，000 72．1％ 16．8％ 5．3％
栃木 92，400 64．1％ 25．5％ 12．1％
群馬 23，700 65．4％ 23．7％ 4．5％
埼玉 40，200 79．4％ 11．4％ 4．0％
千葉 69，900 79．3％ 8．9％ 2．3％
東京 217 57．1％ 0．0％ 0．0％
神奈川 3，460 86．4％ 1．6％ 0．1％

新潟 141，400 84．5％ 5．6％ 4．7％
富山 53，400 69．5％ 13．8％ 14．6％
石川 32，800 75．6％ 7．7％ 6．7％
福井 35，300 71．1％ 15．4％ 16．9％
山梨 7，080 68．9％ 4．5％ 0．4％
長野 45，500 69．9％ 8．2％ 2．4％
岐阜 39，400 57．1％ 27．2％ 10．9％
静岡 20，800 74．5％ 9．4％ 1．3％
愛知 39，800 68．8％ 18．8％ 4．4％

三重 41，900 64．7％ 19．6％ 14．0％
滋賀 45，100 69．0％ 17．6％ 20．4％
京都 21，500 66．5％ 6．4％ 2．4％
大阪 8，250 57．0％ 2．0％ 0．4％
兵庫 61，200 59．6％ 9．6％ 5．5％
奈良 13，000 65．2％ 2．7％ 0．9％
和歌山 8，860 70．5％ 1．4％ 0．1％

鳥取 21，100 61．1％ 11．5％ 4．0％
島根 26，700 64．0％ 11．4％ 6．9％
岡山 45，400 65．6％ 11．6％ 5．6％
広島 36，300 62．3％ 8．9％ 3．2％
山口 33，900 55．8％ 24．3％ 11．0％
徳島 18，800 58．5％ 9．8％ 1．8％
香川 23，000 50．9％ 12．0％ 5．5％
愛媛 21，000 63．8％ 10．2％ 2．9％
高知 19，100 59．2％ 13．0％ 1．4％

福岡 61，200 57．0％ 33．3％ 14．4％
佐賀 40，100 59．6％ 40．0％ 22．4％
長崎 19，600 56．6％ 27．7％ 3．8％
熊本 62，900 52．9％ 37．3％ 7．7％
大分 35，800 56．4％ 31．5％ 10．4％
宮崎 32，600 49．1％ 56．3％ 8．4％
鹿児島 33，700 57．3％ 31．1％ 4．2％
沖縄 764 85．1％ 8．0％ 0．1％
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資
料
）
⑴
全
作
付
面
積
は
、『
耕
地
及
び
作
付
面
積
統
計
』
を
用
い
た
。
た
だ
し
飼
料
作
物
は
、
牧
草
、
青
刈
り
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
、
ソ
ル
ゴ
ー
な
ど
、
す
べ
て
の
飼
料
作
物
面
積
よ
り
、
⑵
の
飼
料
用

米
と
W
C
Sを
引
い
て
算
出
し
た
。
ま
た
澱
粉
用
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
、『
作
物
統
計
』
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
全
ジ
ャ
ガ
イ
モ
の
生
産
量
と
作
付
面
積
に
対
し
て
、
⑽
で
示
さ
れ
た
澱
粉
用
の
生
産
量

に
お
け
る
割
合
が
作
付
面
積
も
同
程
度
と
仮
定
し
算
出
し
た
。
⑵
水
田
作
付
面
積
は
、
小
麦
以
降
の
各
4
麦
は
『
耕
地
及
び
作
物
面
積
統
計
』、
そ
の
他
は
『
経
営
所
得
安
定
対
策
・
支
払
実

績
』
を
用
い
た
。
ま
た
各
四
麦
の
面
積
は
、
直
接
支
払
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
水
田
で
の
作
付
を
含
ん
で
い
る
た
め
、
麦
全
体
の
値
よ
り
若
干
大
き
く
な
っ
て
い
る
。

⑸
と
⑹
の
支
払
単
価
は
、『
経
営
所
得
安
定
対
策
の
概
要
』
を
用
い
て
ト
ン
当
た
り
に
換
算
し
た
。
⑺
生
産
者
販
売
単
価
は
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
様
々
な
市
況
や
取
引
の
数
値
を
抽
出
し
、

そ
の
80
％
程
度
を
生
産
者
に
よ
る
庭
先
単
価
と
し
て
試
算
し
た
。
⑽
総
生
産
量
は
、
飼
料
用
米
、
米
粉
用
米
、
澱
粉
用
ジ
ャ
ガ
イ
モ
は
先
の
資
料
『
支
払
実
績
』
を
用
い
、
加
工
用
米
は
単
収

が
米
粉
用
の
同
程
度
と
仮
定
し
、
⑵
の
作
付
面
積
に
掛
け
て
算
出
し
た
。
そ
れ
以
外
の
作
物
は
『
作
物
統
計
』
を
用
い
た
。
⑶
⑷
⑻
⑼
⑾
⑿
の
各
列
は
、
表
中
に
示
し
た
方
法
で
算
出
し
た
。

用
い
た
資
料
は
す
べ
て
農
林
水
産
省
に
よ
る
発
行
で
、
20
20
年
度
の
数
値
を
用
い
た
。

第
2
表
20
20
年
度
に
お
け
る
水
田
活
用
お
よ
び
畑
作
物
の
直
接
支
払
に
関
す
る
実
績
（
一
部
は
試
算
）

作
物

単
位

全
作
付
面
積

⑴ ha

水
田
作
付

面
積 ⑵ ha

水
田
活
用

支
払
総
額

（
試
算
）

⑶
＝
⑵
＊
⑸

億
円

畑
作
物

支
払
総
額

（
試
算
）

⑷
＝
⑹
＊
⑽

億
円

水
田
活
用

支
払
単
価

（
指
標
）

⑸

万
円
/h
a

畑
作
物

支
払
単
価

（
平
均
交
付
）

⑹

万
円
/t

生
産
者

販
売
単
価

（
試
算
）

⑺

万
円
/t

総
生
産
額

（
試
算
）

⑻
＝
⑺
＊
⑽

億
円

生
産
額
／

直
接
支
払

補
助
総
額

⑼
＝
⑻
/

［
⑶
＋
⑷
］

％

総
生
産
量

（
一
部
試
算
）

⑽ ｔ

単
収

（
一
部
試
算
）

⑾
＝
⑽
/⑴

t/
ha

生
産
量
／

直
接
支
払

補
助
総
額

⑿
＝
⑽
/

［
⑶
＋
⑷
］

㎏
/万
円

飼
料
用
米

同
右

70
，6
66

56
5

－
80

－
2
．0

74
13
％

37
0
，7
79

5
．2

65
6

加
工
用
米

同
右

44
，9
14

90
－

20
－

15
．0

35
6

39
6
％

23
7
，1
46

5
．3

2
，6
40

米
粉
用
米

同
右

6
，3
21

51
－

80
－

4
．0

13
26
％

33
，2
99

5
．3

65
8

新
規
市
場
用
米

同
右

6
，0
61

12
－

20
－

10
．0

32
26
4
％

32
，0
02

5
．3

2
，6
40

W
C
S

同
右

42
，4
62

34
0

－
80

－
n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

飼
料
作
物

82
5
，6
00

71
，7
76

25
1

－
35

－
n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

n.
a.

麦
（
4
麦
合
計
）

27
6
，2
00

17
3
，5
73

60
8

1
，3
54

35
－

3
．8

44
6

23
％
1
，1
71
，0
00

4
．2

59
7

小
麦

21
2
，6
00

11
8
，1
00

41
3

1
，0
62

35
11
．2

4
．0

38
0

26
％

94
9
，3
00

4
．5

64
4

二
条
大
麦

39
，3
00

35
，9
00

12
6

19
6

35
13
．6

3
．0

43
13
％

14
4
，7
00

3
．7

45
0

六
条
大
麦

18
，0
00

16
，4
0 0

57
64

35
11
．3

3
．0

17
14
％

56
，6
00

3
．1

46
6

は
だ
か
麦

6
，3
30

6
，0
70

21
33

35
15
．9

3
．0

6
11
％

20
，4
00

3
．2

38
0

大
豆

14
1
，7
00

10
9
，6
03

38
4

36
2

35
16
．6

15
．0

32
8

44
％

21
8
，9
00

1
．5

29
3

ソ
バ

66
，6
00

27
，6
48

55
13
1

20
29
．3

20
．0

90
48
％

44
，8
00

0
．7

24
0

ナ
タ
ネ

1
，8
30

83
5

2
5

20
1 3
．3

n.
a.

n.
a.

n.
a.

3
，5
80

2
．0

55
6

テ
ン
サ
イ

56
，8
00

0
－

26
8

－
0
．7

1
．1

43
7

16
3
％
3
，9
12
，0
00

68
．9

14
，6
20

澱
粉
用
ジ
ャ
ガ
イ
モ

22
，3
93

0
－

93
－

1
．4

1
．8

12
4

13
3
％

68
6
，9
19

30
．7

7
，3
75
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ま
ず
同
表
の
⑶
列
は
、
水
田
活
用
に
よ
る
「
戦
略
作
物
」
助
成

分
と
「
産
地
交
付
金
」
の
ソ
バ
、
ナ
タ
ネ
、
お
よ
び
新
市
場
開
拓

用
米
な
ど
に
対
す
る
支
払
総
額
（
試
算
）
を
示
し
て
い
る
。
数
値

で
依
拠
し
た
『
支
払
実
績
』
に
は
、
作
物
ご
と
の
支
払
額
は
示
さ

れ
て
い
な
い
た
め
、
⑵
列
で
示
し
た
直
接
支
払
に
よ
る
作
付
面
積

と
、『
経
営
所
得
安
定
対
策
の
概
要
』
に
掲
載
さ
れ
、
⑸
列
で
示

し
た
指
標
単
価
を
掛
け
て
試
算
を
行
っ
た
。
⑶
列
に
よ
る
（
四
麦

合
計
を
除
い
た
）
水
田
直
接
支
払
の
総
額
は
二
、
三
六
七
億
円
と

な
り
、『
支
払
実
績
』
で
示
さ
れ
た
合
計
の
二
、
九
六
〇
億
円
よ

り
六
〇
〇
億
円
ほ
ど
少
な
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、「
産

地
交
付
金
」
で
設
定
さ
れ
た
飼
料
用
米
と
米
粉
用
米
に
お
け
る
複

数
年
契
約
へ
の
支
払
や
、「
水
田
農
業
高
収
益
化
推
進
」
で
設
定

さ
れ
た
畑
地
化
や
子
実
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
へ
の
支
払
な
ど
、
資
料

と
し
て
公
表
さ
れ
て
い
な
い
支
払
額
が
そ
の
六
〇
〇
億
円
に
含
ま

れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

次
に
⑷
列
の
畑
作
物
支
払
額
は
、
九
種
類
の
作
物
に
つ
い
て
支

払
単
価
が
⑹
列
で
示
し
た
よ
う
に
『
経
営
所
得
安
定
対
策
の
概

要
』
で
掲
載
さ
れ
、
そ
れ
に
⑽
列
で
示
し
た
総
生
産
量
と
を
掛
け

る
こ
と
に
よ
っ
て
試
算
を
行
っ
た
。
こ
の
畑
作
物
に
よ
る
（
小
麦

以
降
の
）
支
払
合
計
額
は
二
、
二
一
三
億
円
で
あ
り
、『
支
払
実

績
』
で
示
さ
れ
た
合
計
の
二
、
〇
五
八
億
円
よ
り
一
五
〇
億
円
ほ

ど
多
く
な
っ
て
い
る
。
そ
の
理
由
は
、
⑽
列
に
お
け
る
『
作
物
統

計
』
の
総
生
産
量
に
は
、
直
接
支
払
の
制
度
に
基
づ
い
た
生
産
以

外
も
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

そ
し
て
各
作
物
の
生
産
額
を
推
計
す
る
た
め
、
生
産
者
が
庭
先

で
販
売
す
る
ト
ン
当
た
り
単
価
の
把
握
を
試
み
た
（
⑺
列
）。
テ

ン
サ
イ
（
一
・
一
万
円
）
や
澱
粉
用
ジ
ャ
ガ
イ
モ
（
一
・
八
万
円
）

の
よ
う
に
、
買
取
り
価
格
が
公
表
さ
れ
て
い
る
も
の
は
そ
の
ま
ま

用
い
た
が
、
他
の
作
物
は
地
域
や
年
度
、
そ
し
て
品
質
に
よ
っ
て

も
大
き
な
差
異
が
あ
る
。
こ
の
点
に
つ
い
て
は
、
再
度
に
次
の
節

で
も
考
察
す
る
。

以
上
の
よ
う
な
統
計
の
整
理
、
お
よ
び
試
算
に
よ
っ
て
、
一
三

作
物
別
に
直
接
支
払
額
に
対
す
る
生
産
額
の
百
分
率
、
そ
し
て
支

払
額
一
万
円
当
た
り
の
生
産
量
（
㎏
）
が
算
出
さ
れ
、
そ
れ
ら
を

⑼
列
と
⑿
列
で
示
し
た
。
こ
れ
ら
の
二
列
は
、
直
接
支
払
額
に
対

し
て
各
作
物
の
生
産
額
や
生
産
量
が
ど
れ
く
ら
い
影
響
を
受
け
て

い
る
か
の
指
標
と
な
る
。
ま
ず
⑼
列
の
「
生
産
額
／
直
接
支
払
」

百
分
率
を
見
る
と
、
一
〇
〇
％
以
上
（
高
い
順
に
、
加
工
用
米
、

新
規
市
場
用
米
、
テ
ン
サ
イ
、
澱
粉
用
ジ
ャ
ガ
イ
モ
）、
四
〇
％

台
（
ソ
バ
と
大
豆
）、
一
〇
か
ら
二
六
％
程
度
（
四
麦
、
米
粉
用

米
、
飼
料
用
米
）
と
、
大
き
く
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
た
。

一
〇
〇
％
以
上
の
グ
ル
ー
プ
は
、
支
払
額
よ
り
も
生
産
額
の
方
が

大
き
い
こ
と
を
意
味
し
て
お
り
、
仮
に
直
接
支
払
の
拡
大
に
よ
っ

て
作
付
面
積
を
広
げ
る
こ
と
が
可
能
で
あ
る
な
ら
ば
、
最
も
費
用

対
効
果
が
高
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
逆
に
二
六
％
以
下
の
グ
ル
ー

プ
は
、
直
接
支
払
の
制
度
に
強
く
依
拠
し
て
お
り
、
そ
の
補
助
額

水田活用と畑作物の直接支払による転作作物振興に関する評価分析 �������
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や
対
象
が
政
策
に
よ
っ
て
変
更
さ
れ
る
と
、
大
き
な
影
響
を
受
け

る
と
推
察
さ
れ
る
。

分
析
結
果
の
最
後
に
⑿
列
の
「
直
接
支
払
一
万
円
に
対
す
る
生

産
量
」
を
見
て
い
く
。
こ
れ
も
二
、
六
〇
〇
㎏
以
上
（
大
き
い
順

に
、
テ
ン
サ
イ
、
澱
粉
用
ジ
ャ
ガ
イ
モ
、
加
工
用
米
、
新
規
市
場

用
米
）、
五
五
〇
〜
七
〇
〇
㎏（
米
粉
用
米
、
飼
料
用
米
、
小
麦
、

ナ
タ
ネ
）、
五
〇
〇
㎏
未
満（
小
麦
以
外
の
三
麦
、
大
豆
、
ソ
バ
）

と
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
る
。
テ
ン
サ
イ
と
澱
粉
用
ジ
ャ
ガ

イ
モ
は
共
に
北
海
道
で
し
か
生
産
さ
れ
て
お
ら
ず
、
ま
た
砂
糖
や

加
工
用
澱
粉
の
生
産
が
目
的
で
直
接
に
食
用
と
さ
れ
る
訳
で
は
な

い
が
、
直
接
支
払
に
よ
る
重
量
ベ
ー
ス
で
の
費
用
対
効
果
が
大
き

く
、
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
自
給
率
向
上
や
不
測
時
で
の
食
料
安
全

保
障
を
考
え
る
上
で
は
重
要
な
作
物
と
な
る
可
能
性
が
あ
る
。
逆

に
大
豆
（
一
〇
ａ
当
た
り
一
五
五
㎏
）、
ソ
バ
（
同
六
七
㎏
）
と

い
っ
た
日
本
の
単
収
は
、
世
界
先
進
国
の
中
で
は
相
当
に
低
い
も

の
で
あ
る
。

（
注
4
）
第
1
図
で
は
、「
多
面
的
機
能
」
へ
の
直
接
支
払
額
は
示
さ
な
か
っ

た
が
、地
方
公
共
団
体
を
除
い
た
農
林
水
産
省
に
よ
る
支
出
額
は
、

二
〇
一
四
年
よ
り
現
在
ま
で
五
〇
〇
億
円
弱
で
推
移
し
て
お
り
、

額
と
し
て
は
「
中
山
間
」
よ
り
も
多
い
。
た
だ
二
〇
一
三
年
以
前

と
の
接
続
で
、
ま
だ
統
計
数
値
が
十
分
に
把
握
で
き
て
い
な
い
た

め
、
こ
の
点
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題
と
し
た
い
。
ま
た
「
環
境

保
全
型
」
の
直
接
支
払
額
も
同
図
で
は
示
さ
れ
て
い
な
い
が
、
二

〇
一
一
年
の
発
足
よ
り
農
林
水
産
省
に
よ
る
予
算
額
は
大
よ
そ
二

〇
億
円
台
で
あ
り
、
規
模
と
し
て
は
小
さ
い
。

ま
た
そ
れ
ら
3
つ
の
「
日
本
型
直
接
支
払
」
は
、
コ
メ
の
生
産

調
整
と
は
直
接
に
関
係
し
て
い
な
い
こ
と
を
補
足
し
て
お
く
。

（
注
5
）
こ
の
第
1
表
と
次
の
第
2
表
で
は
、『
支
払
実
績
』
が
公
表
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
二
〇
一
一
年
以
降
の
毎
年
が
分
析
可
能
で
あ
る

が
、
本
稿
は
最
近
年
の
二
〇
二
〇
年
を
対
象
と
し
た
。

4
�
考
察

本
稿
は
、
時
系
列
、
都
道
府
県
別
、
作
物
別
と
い
っ
た
三
つ
の

観
点
か
ら
、
水
田
活
用
と
畑
作
物
に
対
す
る
直
接
支
払
額
つ
い
て

見
て
き
た
。
こ
れ
ら
の
制
度
に
よ
る
転
作
作
物
振
興
の
課
題
は
、

谷
口
（
二
〇
一
〇
、
ｐ
�
一
〇
六
）
や
小
川
（
二
〇
二
二
、
ｐ
�

一
八
八
）
な
ど
で
指
摘
さ
れ
て
き
た
よ
う
に
、
ど
の
政
策
目
標
を

優
先
す
べ
き
か
に
よ
っ
て
評
価
も
分
か
れ
て
し
ま
う
。
具
体
的
な

目
標
を
示
す
と
、
A
水
田
に
代
表
さ
れ
る
農
業
生
産
基
盤
の
維

持
、
B
農
産
物
価
格
支
持
を
弱
め
る
反
面
で
の
生
産
者
へ
の
所
得

移
転
、
C
輸
入
農
産
物
へ
の
代
替
に
よ
る
自
給
率
の
向
上
、
と
い

っ
た
点
が
挙
げ
ら
れ
る
。
例
え
ば
C
の
目
標
か
ら
見
た
場
合
に

は
、
飼
料
用
米
に
対
す
る
直
接
支
払
額
は
二
〇
二
〇
年
で
五
六
五

億
円
と
試
算
さ
れ
た
が
（
第
2
表
⑶
列
）、
そ
の
生
産
量
は
わ
ず

か
三
七
万
ト
ン
で
あ
る
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
飼
料
用
ト
ウ
モ
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ロ
コ
シ
輸
入
量
は
一
、
一
〇
〇
万
ト
ン
前
後
、
そ
の
輸
入
額
は
二

か
ら
四
千
億
円
で
推
移
し
て
き
た
た
め
、
C
の
自
給
率
向
上
と
い

う
目
標
か
ら
評
価
を
す
る
と
、
飼
料
用
米
へ
の
直
接
支
払
は
十
分

な
成
果
を
見
出
し
難
い
状
況
に
あ
る
。

仮
に
輸
入
さ
れ
て
い
る
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
半
分
（
五
五

〇
万
ト
ン
）
を
国
内
の
飼
料
用
米
で
賄
お
う
と
す
る
と
、
現
在
の

よ
う
な
制
度
的
枠
組
み
と
単
収
を
当
て
は
め
た
場
合
に
は
、
八
、

四
〇
〇
億
円
の
直
接
支
払
額
が
必
要
と
い
う
計
算
に
な
り
、
農
林

水
産
省
年
間
予
算
額
の
三
七
％
に
相
当
し
て
し
ま
う
。
ま
た
近
年

で
は
、
飼
料
用
の
子
実
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
に
つ
い
て
も
そ
の
可
能
性

が
模
索
さ
れ
て
は
い
る
が（
注
6
）、
ha
当
た
り
の
補
助
額
は
飼
料
用

米
の
（
指
標
）
八
〇
万
円
に
比
べ
て
三
五
万
円
と
低
い
こ
と
も
あ

っ
て
、
二
〇
二
〇
年
時
点
に
お
け
る
そ
の
全
国
作
付
面
積
は
わ
ず

か
八
五
三
ha
、
生
産
量
も
五
、
〇
〇
八
ト
ン
に
過
ぎ
な
い（
注
7
）。

こ
の
よ
う
に
政
策
の
成
果
を
検
証
す
る
上
で
は
、
生
産
物
価
格

や
生
産
条
件
の
差
異
、
あ
る
い
は
そ
れ
ら
の
変
動
を
ど
う
考
慮
す

べ
き
か
と
い
う
難
し
い
問
題
が
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
第
2
表
⑺

列
で
は
生
産
物
の
単
価
を
全
国
一
律
と
仮
定
し
て
い
る
が
、
そ
れ

は
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
地
域
の
状
況
や
販
路
、
あ
る
い
は
海

外
の
需
給
動
向
な
ど
に
よ
っ
て
も
大
き
く
変
化
す
る
。
具
体
的
に

は
、
本
稿
で
大
麦
や
は
だ
か
麦
、
そ
し
て
小
麦
や
米
粉
用
米
の
単

価
を
ト
ン
当
た
り
三
〜
四
万
円
と
設
定
し
た
が
、
各
地
域
で
優
良

な
契
約
先
を
見
つ
け
る
こ
と
が
出
来
れ
ば
、
そ
れ
を
大
き
く
上
回

る
可
能
性
も
高
い
。

ま
た
生
産
条
件
の
差
異
に
つ
い
て
は
、
飼
料
用
米
の
輸
送
コ
ス

ト
を
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
飼
料
用
米
は
生
産
さ
れ
た
地
域
の
近

隣
に
お
け
る
畜
産
実
需
者
に
直
接
配
送
さ
れ
る
場
合
も
あ
る
が
、

実
態
と
し
て
は
全
農
系
や
商
系
の
配
合
飼
料
工
場
ま
で
輸
送
さ
れ

る
こ
と
の
方
が
多
い
（
小
川
（
二
〇
一
七
）
ｐ
�
一
六
〇
、
も
参

照
）。
そ
の
輸
送
経
費
は
、
ト
ン
当
た
り
で
〇
・
三
〜
〇
・
五
万

円
と
い
う
聞
取
り
が
得
ら
れ
て
い
る
た
め
、
生
産
物
の
価
格
と
比

べ
る
負
担
が
大
き
い
こ
と
が
分
か
る（
注
8
）。

年
に
よ
る
変
動
に
つ
い
て
は
、
以
下
の
第
2
図
で
国
産
大
豆
の

価
格
変
化
に
つ
い
て
、
主
食
用
米
と
飼
料
用
ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
の
価

格
と
も
合
わ
せ
て
示
す
。
二
〇
〇
四
年
あ
る
い
は
二
〇
一
三
―
一

四
年
の
よ
う
に
大
き
な
価
格
上
昇
が
あ
っ
て
も
、
そ
の
作
物
に
つ

い
て
直
接
支
払
額
を
柔
軟
に
変
動
さ
せ
る
こ
と
は
難
し
く
、
そ
の

理
由
は
生
産
者
に
、
長
期
的
な
見
通
し
を
提
供
す
る
こ
と
が
よ
り

重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。

（
注
6
）
最
近
年
の
日
向
（
二
〇
二
三
）
な
ど
多
く
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
。

（
注
7
）
ha
当
た
り
単
収
も
、
飼
料
用
米
よ
り
は
若
干
に
大
き
い
が
五
・
九

ト
ン
に
留
ま
っ
て
い
る
。
農
林
水
産
省
（
二
〇
二
三
）『
濃
厚
飼
料

を
め
ぐ
る
情
勢
』
よ
り
算
出
し
た
。

（
注
8
）
あ
る
飼
料
会
社
で
の
聞
取
り
に
よ
る
と
、
飼
料
用
米
を
工
場
に
輸

送
す
る
費
用
は
、
距
離
が
例
え
ば
一
〇
〇
㎞
の
場
合
は
ト
ン
当
た
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り
〇
・
三
万
円
、
三
〇
〇
㎞
の
場
合
は
〇
・
五
万
円
程
度
と
試
算

さ
れ
、
恒
川
（
二
〇
一
六
）
表
4
で
も
同
様
の
結
果
が
示
さ
れ
て

い
る
。
本
稿
に
お
け
る
飼
料
用
米
の
生
産
者
販
売
単
価
は
、
第
2

表
⑺
列
で
二
万
円
と
想
定
し
て
い
る
た
め
、
そ
の
輸
送
経
費
は
か

な
り
の
負
担
と
な
る
。

5
�
今
後
の
課
題

結
び
と
し
て
、
本
稿
で
十
分
に
取
り
組
め
な
か
っ
た
論
点
に
も

言
及
し
な
が
ら
、
転
作
作
物
や
畑
作
物
の
振
興
に
お
け
る
直
接
支

払
制
度
に
関
す
る
今
後
の
課
題
を
記
す
。
ま
ず
本
稿
は
、
こ
の
政

策
で
全
国
の
統
計
と
し
て
把
握
で
き
る
部
分
に
重
点
を
置
き
、
そ

し
て
農
林
水
産
省
に
よ
る
財
政
支
出
の
観
点
か
ら
成
果
を
見
て
い

る
。
た
だ
し
実
際
に
は
、
各
都
道
府
県
や
市
町
村
の
農
業
再
生
協

議
会
を
単
位
と
し
て
、
産
地
交
付
金
な
ど
に
よ
り
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
加
算
が
行
わ
れ
て
い
る
。
本
稿
で
用
い
た
ほ
ぼ
す
べ
て
の

統
計
資
料
は
、
都
道
府
県
の
単
位
に
落
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
も

可
能
な
た
め
、
今
後
は
様
々
な
実
態
研
究
と
も
関
連
さ
せ
て
、
多

様
性
や
独
自
性
の
側
面
か
ら
も
分
析
を
深
め
、
政
策
に
対
す
る
各

地
域
の
視
点
に
よ
る
評
価
を
求
め
る
こ
と
が
第
一
に
残
さ
れ
た
課

題
で
あ
る
。

第
二
の
課
題
と
し
て
、
直
接
支
払
に
関
す
る
資
料
は
毎
年
に
か

な
り
詳
細
な
部
分
も
公
表
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
は
い
え
、
ま

だ
そ
れ
は
十
分
で
は
な
く
、
本
稿
も
試
算
に
依
拠
し
て
い
る
部
分

第2図 2000－2020年における3農産物の価格変動

資料）コメは、農林水産省『作物統計』、相対取引による全銘柄、通年平均価格。大豆は、農林水産省『大豆を
めぐる事情・2022年』p.18、国産入札取引の年平均価格。トウモロコシは、財務省『貿易統計』、飼料用
（コード：1005．90－010）、年間の輸入数量と金額より算出。
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が
多
い
こ
と
で
あ
る
。
水
田
活
用
と
畑
作
物
別
に
、
実
際
ど
の
作

物
に
対
し
て
各
都
道
府
県
別
で
ど
れ
だ
け
の
支
払
が
行
わ
れ
、
そ

し
て
そ
れ
は
数
量
払
い
に
よ
る
増
産
に
貢
献
し
て
い
る
の
か
な
ど

は
、
具
体
的
に
は
公
表
さ
れ
て
い
な
い
。
特
に
水
田
活
用
の
面
積

払
い
に
よ
る
支
払
で
は
、
生
産
振
興
で
十
分
に
寄
与
し
て
い
る
の

か
、
そ
し
て
生
産
基
盤
の
維
持
や
農
業
生
産
者
へ
の
所
得
移
転
で

機
能
し
て
い
る
の
か
な
ど
、
不
明
な
部
分
が
多
い
（
例
え
ば
Ｗ
Ｃ

Ｓ
な
ど
飼
料
用
米
以
外
の
飼
料
作
物
に
つ
い
て
）。
政
策
に
対
す

る
成
果
を
計
測
す
る
た
め
に
は
、
費
用
対
効
果
の
具
体
的
な
数
値

の
公
表
や
入
手
、
そ
し
て
分
析
を
重
ね
て
い
く
こ
と
が
課
せ
ら
れ

て
い
る
。

最
後
に
第
三
の
課
題
と
し
て
、
一
九
八
〇
年
代
に
「
エ
サ
米
」

と
い
う
名
称
で
模
索
さ
れ
た
転
作
作
物
に
関
す
る
農
業
経
済
研
究

の
成
果
を
、
現
代
と
比
較
し
て
活
か
す
こ
と
で
あ
る
。
当
時
の
東

畑
（
一
九
八
〇
：
ｐ
ｐ
�
二
〇
七
―
二
一
一
）
や
荏
開
津
（
一
九

八
七
：
ｐ
ｐ
�
一
四
一
―
一
七
一
）
に
お
い
て
、
す
で
に
転
作
奨

励
金
で
三
千
億
円
を
上
回
る
財
政
負
担
の
問
題
や
、「
捨
て
作
り
」

と
呼
ば
れ
る
転
作
作
物
の
不
適
格
性
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
今
村
（
一
九
八
〇
：
ｐ
ｐ
�
一
一
―
一
五
）
で
は
飼
料
（
用
）

米
で
解
決
さ
れ
る
べ
き
課
題
と
し
て
、
価
格
と
生
産
費
を
低
減
さ

せ
る
た
め
の
技
術
、
生
産
す
る
上
で
の
経
営
規
模
と
主
体
、
独
自

の
流
通
体
系
な
ど
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

生
産
調
整
は
、
見
る
角
度
や
分
析
す
る
観
点
に
よ
っ
て
、
別
の

様
相
を
呈
し
て
い
る（
注
9
）。
そ
し
て
コ
メ
の
過
剰
と
転
作
作
物
の

課
題
は
、
農
林
水
産
行
政
の
担
当
官
に
よ
っ
て
、
食
料
増
産
や
農

地
開
発
を
根
底
に
据
え
た
農
業
関
係
の
諸
法
律
制
度
等
の
下
で
、

問
題
が
顕
在
化
し
た
時
よ
り
様
々
な
困
難
が
予
想
さ
れ
て
い

た（
注
10
）。
そ
の
後
、
食
糧
法
（
主
要
食
糧
の
需
給
及
び
価
格
の
安

定
に
関
す
る
法
律
）
や
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
の
制
定
と
い

っ
た
大
き
な
転
換
を
経
る
中
で
、
五
〇
数
年
に
わ
た
っ
て
生
産
調

整
の
試
行
錯
誤
が
続
け
ら
れ
て
き
た
と
言
え
る
。
以
前
の
制
度
は

今
日
の
も
の
と
は
異
な
る
部
分
も
多
い
が
、
行
政
官
や
研
究
者
に

よ
っ
て
こ
れ
ま
で
展
開
さ
れ
て
き
た
議
論
や
分
析
に
は
、
な
お
吸

収
す
べ
き
内
容
を
有
し
て
い
る
。
先
人
達
に
よ
る
苦
闘
の
歴
史
か

ら
導
き
出
さ
れ
た
洞
察
も
振
り
返
り
な
が
ら
、
今
後
の
方
向
性
を

見
い
出
し
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

（
注
9
）
荒
幡
（
二
〇
一
四
）
な
ど
を
参
照
。

（
注
10
）
中
野
（
一
九
九
九
）
ｐ
ｐ
�
一
八
四
―
一
九
〇
。

謝
辞
：
本
稿
は
、
科
研
費
2
0
Ｋ
0
6
2
8
2
に
よ
る
成
果
の
一

部
で
あ
る
。

邦
文
引
用
文
献
（
五
十
音
順
）

荒
幡
克
己
（
二
〇
一
四
）『
減
反
四
〇
年
と
日
本
の
水
田
農
業
』
農
林
統
計
出
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版
。

荒
幡
克
己
（
二
〇
一
九
）「
国
の
配
分
廃
止
後
の
米
産
地
の
動
向
」『
農
業
と

経
済
』
八
五
（
一
）
：
六
―
一
七
。

安
藤
光
義
（
二
〇
一
六
）「
水
田
農
業
政
策
の
展
開
過
程
」『
農
業
経
済
研
究
』

八
八
（
一
）
：
二
六
―
三
九
。

安
藤
光
義
・
大
仲
克
俊
（
二
〇
二
一
）「
政
策
変
化
と
大
規
模
水
田
作
経
営
の

動
向
」、
西
川
邦
夫
・
大
仲
克
俊
編
『
環
太
平
洋
稲
作
の
競
争
構
造
』
農
林

統
計
出
版
：
一
七
―
五
一
。

今
村
奈
良
臣
（
一
九
八
〇
）「
飼
料
米
問
題
の
論
点
と
方
向
」
農
政
ジ
ャ
ー
ナ

リ
ス
ト
の
会
編
『
日
本
農
業
の
動
き
五
四

え
さ
米

そ
の
将
来
性
』
農

林
統
計
協
会
：
六
―
一
六
。

鵜
川
洋
樹
（
二
〇
二
二
）『
飼
料
用
米
の
生
産
と
利
用
の
経
営
行
動
』
農
林
統

計
出
版
。

荏
開
津
典
生
（
一
九
八
七
）『
農
政
の
論
理
を
た
だ
す
』
農
林
統
計
協
会
。

小
川
真
如
（
二
〇
一
七
）『
水
稲
の
飼
料
利
用
の
展
開
構
造
』
日
本
評
論
社
。

小
川
真
如
（
二
〇
二
二
）『
日
本
の
コ
メ
問
題
』
中
央
公
論
新
社
。

工
藤
豊
（
二
〇
一
九
）「
農
業
者
向
け
経
営
安
定
対
策
の
経
緯
と
論
点
」『
レ

フ
ァ
レ
ン
ス
』
八
二
四
：
六
九
―
九
一
。

久
保
田
哲
史
（
二
〇
一
六
）『
大
規
模
飼
料
生
産
の
経
営
計
画
と
新
規
飼
料
作

物
の
導
入
条
件
』
農
林
統
計
協
会
。

小
嶋
大
造
（
二
〇
一
八
）「
農
業
政
策
の
裁
量
的
政
策
形
成
と
法
的
妥
当
性
」

『
農
業
経
済
研
究
』
九
〇
（
二
）
：
一
二
六
―
一
四
三
。

武
井
七
海
（
二
〇
一
九
）「
中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度
の
政
策
効
果
」『
農

業
経
済
研
究
』
九
〇
（
四
）
：
三
六
九
―
三
七
四
。

谷
口
信
和
（
二
〇
一
〇
）「
現
代
日
本
農
業
の
基
本
問
題
と
水
田
農
業
の
可
能

性
」
谷
口
・
他
編
『
水
田
活
用
新
時
代
』
農
文
協
：
九
〇
―
一
一
九
。

恒
川
磯
雄
（
二
〇
一
六
）「
飼
料
用
米
の
流
通
・
利
用
の
実
態
と
コ
ス
ト
低
減

の
可
能
性
」『
農
業
経
営
研
究
』
五
三
（
四
）
：
六
―
一
六
。

東
畑
四
郎
（
一
九
八
〇
）『
昭
和
農
政
談
』
家
の
光
協
会
。

中
谷
朋
昭
（
二
〇
一
六
）「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上
対
策
の
評
価
と
多
面

的
機
能
支
払
へ
の
展
望
」『
農
業
経
済
研
究
』
八
八
（
一
）
：
九
九
―
一
一

四
。

中
根
敏
江
（
二
〇
一
七
）「
日
本
に
お
け
る
飼
料
用
米
生
産
の
普
及
と
そ
の
地

域
的
意
義
」『
国
士
館
大
学
地
理
学
報
告
』
二
五
：
二
五
―
四
二
。

中
野
和
仁
（
一
九
九
九
）『
そ
の
時
々
に
』
岩
波
ブ
ッ
ク
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
。

農
林
水
産
政
策
研
究
所
・
飼
料
米
チ
ー
ム
（
二
〇
一
八
）『
飼
料
用
米
生
産
が

地
域
農
業
構
造
に
与
え
る
影
響
に
関
す
る
調
査
研
究
』
農
林
水
産
政
策
研

究
所
。

日
向
貴
久
（
二
〇
二
三
）「
国
産
子
実
用
と
う
も
ろ
こ
し
の
経
済
性
お
よ
び
環

境
に
与
え
る
影
響
」『
農
業
経
営
研
究
』
六
〇
（
四
）
：
四
一
―
四
六
。

平
澤
明
彦
（
二
〇
一
七
）「
直
接
支
払
制
度
の
国
際
比
較
」
農
林
水
産
省
『
主

要
国
の
農
業
情
報
調
査
分
析
報
告
書
（
平
成
二
九
年
度
）』
一
九
六
―
二
三

六
。

英
文
引
用
文
献
（
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
順
）
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二
三
年
度
は
約
四
ト
ン
を
収
穫

ア
フ
リ
カ
支
援
米
活
動
は
、
飢
餓
に
苦
し
む
国
へ
米
を
送
り
食

糧
支
援
す
る
こ
と
は
も
と
よ
り
、
食
料
自
給
率
向
上
を
通
じ
て
農

業
再
建
を
目
指
す
運
動
の
一
環
と
し
て
、
食
の
大
切
さ
だ
け
で
は

な
く
、
水
と
緑
な
ど
環
境
保
全
に
つ
な
が
る
稲
作
の
重
要
さ
を
一

般
市
民
に
も
広
め
る
取
組
で
す
。
こ
れ
ま
で
も
、
全
国
で
支
援
米

を
作
付
け
・
収
穫
し
た
米
「
ア
フ
リ
カ
支
援
米
」
を
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

マ
ザ
ー
ラ
ン
ド
ア
カ
デ
ミ
ー
へ
寄
贈
し
て
き
ま
し
た
。
北
海
道
に

お
け
る
昨
年
度
（
二
〇
二
三
年
度
）
の
実
績
で
は
、
道
北
の
旭
川

市
と
士
別
市
、
道
央
の
由
仁
町
、
道
南
の
七
飯
町
の
農
家
に
そ
れ

ぞ
れ
協
力
い
た
だ
き
、
約
四
ト
ン
の
支
援
米
を
収
穫
、
こ
れ
か
ら

ア
フ
リ
カ
に
送
り
届
け
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

支
援
米
運
動
と
の
関
わ
り

さ
て
、
こ
の
度
、
寄
稿
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
私
は
、
三
三
年
前

の
一
九
九
〇
年
に
当
時
の
北
海
道
食
糧
事
務
所
小
樽
支
所
へ
入
所

し
ま
し
た
。
職
場
は
今
や
北
海
道
を
代
表
す
る
観
光
地
で
あ
る
小

樽
運
河
の
側
に
あ
り
ま
し
た
が
、
当
時
は
観
光
整
備
さ
れ
て
間
も

な
く
観
光
客
も
今
ほ
ど
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
ま
た
、
古
く

か
ら
北
海
道
の
経
済
を
支
え
た
港
湾
の
仕
事
が
、
時
代
は
平
成
に

な
っ
て
も
賑
わ
い
を
見
せ
お
り
、
市
内
は
港
湾
の
労
働
者
を
支
え

る
飲
食
店
が
盛
っ
て
い
ま
し
た
。
支
所
の
近
く
に
は
食
堂
が
数
件

あ
り
、
港
湾
地
区
と
い
う
こ
と
か
ら
何
れ
の
食
堂
も
一
膳
飯
の
量

は
並
で
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
農
産
物
検
査
法
に
よ
る
米
の

検
査
や
食
糧
管
理
法
に
よ
り
政
府
指
定
倉
庫
に
備
蓄
保
管
す
る
業

務
に
携
わ
る
な
ど
、
身
も
心
も
米
の
存
在
を
無
し
に
は
で
き
な
い

北
海
道
に
お
け
る
ア
フ
リ
カ
支
援
米
活
動

斎
藤
教
一

全
農
林
札
幌
分
会

������������������������� 農村と都市をむすぶ2024．1
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日
常
を
過
ご
し
て
い
た
の
で
、
量
だ
け
で
は
な
く
味
も
気
に
か
か

る
も
の
で
し
た
。

そ
の
よ
う
な
中
、
全
農
林
労
働
組
合
が
主
体
と
な
っ
た
ア
ジ
ア

・
ア
フ
リ
カ
支
援
米
活
動
が
ス
タ
ー
ト
。
所
属
し
て
い
た
小
樽
分

会
と
し
て
も
地
元
地
域
の
農
民
連
盟
と
協
力
し
合
い
な
が
ら
取
り

組
み
、
小
樽
近
隣
の
農
家
で
支
援
米
を
作
付
け
し
て
い
ま
し
た
。

作
付
け
、
田
植
え
作
業
は
、
水
を
張
っ
た
田
ん
ぼ
に
素
足
で
入
っ

て
の
手
植
え
、
収
穫
も
長
靴
を
履
い
て
鎌
に
よ
る
手
刈
り
で
す
。

支
援
米
を
作
付
け
し
た
圃
場
の
管
理
は
、
協
力
を
い
た
だ
い
た
農

家
や
農
連
の
方
々
に
お
世
話
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
手
植
え
、
手

刈
り
は
今
も
変
わ
ら
ず
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
田
植
え
、

収
穫
の
作
業
を
終
え
た
後
は
、
農
家
と
参
加
者
の
み
な
ら
ず
、
そ

の
家
族
や
農
民
連
盟
、
取
組
に
関
係
し
た
方
々
で
、
そ
の
場
で
ジ

ン
ギ
ス
カ
ン
を
囲
み
、
場
合
に
よ
っ
て
は
後
日
に
収
穫
し
た
米
を

炊
い
て
試
食
会
を
開
催
す
る
な
ど
、
取
組
地
区
ご
と
に
工
夫
を
凝

ら
し
た
催
し
を
行
っ
て
い
ま
し
た
。
作
業
疲
れ
を
癒
す
だ
け
で
は

な
く
、
土
や
風
を
感
じ
な
が
ら
大
地
に
感
謝
す
る
と
と
も
に
、
こ

の
世
界
か
ら
飢
餓
が
無
く
な
る
こ
と
を
想
い
つ
つ
、
食
と
み
ど

り
、
水
を
守
る
こ
と
の
大
切
さ
に
想
い
を
深
め
て
取
り
組
ん
だ
仲

間
た
ち
と
交
流
を
は
か
っ
て
き
ま
し
た
。

そ
の
後
、
北
海
道
で
は
九
一
年
に
「
食
と
み
ど
り
、
水
を
守
る

道
民
の
会
」
が
発
足
、
連
合
北
海
道
の
運
動
と
し
て
取
組
む
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。
連
合
に
よ
る
取
組
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
全
農

林
、
農
民
連
盟
、
農
家
だ
け
で
は
な
く
、
様
々
な
労
働
組
合
の
仲

間
や
そ
の
家
族
が
田
ん
ぼ
に
入
り
、
収
穫
、
実
り
の
秋
を
楽
し
む

な
ど
、
取
組
規
模
は
大
き
く
な
っ
て
い
き
ま
し
た
。

余
談
に
な
り
ま
す
が
、
こ
の
間
、
北
海
道
産
米
の
評
価
は
高
く

な
り
、
食
味
の
人
気
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
上
位
に
何
種
品
も
ノ
ミ
ネ

ー
ト
さ
れ
る
時
代
に
な
り
ま
し
た
。
そ
の
美
味
し
さ
と
手
ご
ろ
な

販
売
価
格
が
人
気
に
な
っ
て
い
ま
す
。
品
種
を
は
じ
め
栽
培
方
法

な
ど
農
業
技
術
の
開
発
、
研
究
に
携
わ
っ
て
い
る
方
々
、
そ
し
て

開
発
、研
究
の
成
果
を
結
果
に
導
い
た
農
家
、農
業
に
携
わ
る
方
々

が
連
携
し
歩
ん
だ
こ
と
が
最
大
の
要
因
と
思
い
ま
す
。
さ
ら
に
、

そ
こ
に
施
策
と
し
て
、
他
府
県
と
は
一
線
を
画
し
た
基
盤
整
備
や

規
模
拡
大
、
新
技
術
を
先
験
的
に
導
入
す
る
な
ど
、
支
援
す
る
側

も
大
き
く
力
添
え
で
き
た
こ
と
が
、
米
だ
け
で
は
な
く
多
く
の
農

産
物
を
生
産
し
供
給
す
る
国
内
最
大
の
食
糧
基
地
と
な
っ
た
北
海

道
、
北
の
大
地
で
す
。

食
料
の
生
産
、
供
給
、
確
保
に
大
き
な
影
響
を
持
ち
、
し
っ
か

り
と
道
民
の
生
活
、
経
済
活
動
に
第
一
次
産
業
が
根
を
張
っ
て
い

る
北
海
道
で
す
が
、
気
に
な
っ
て
い
る
の
は
「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」
の
改
正
で
す
。
全
国
的
に
は
農
家
の
高
齢
化
が
課
題

に
あ
げ
ら
れ
て
い
ま
す
が
、
青
年
層
か
ら
ベ
テ
ラ
ン
層
ま
で
連

携
、
一
体
化
し
て
い
る
第
一
次
産
業
が
盛
り
上
が
り
、
成
果
を
あ

げ
て
い
る
北
海
道
の
こ
の
実
態
が
、
今
回
の
改
正
が
ど
の
様
に
影

響
し
て
い
く
の
か
、
そ
し
て
国
民
の
食
料
確
保
に
つ
な
が
る
の

北海道におけるアフリカ支援米活動 ���������������������
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か
、
漠
然
と
し
た
不
安
が
、
こ
の
運
動
・
取
組
を
進
め
て
い
る
と

肌
を
通
じ
て
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

環
境
の
変
化
は
あ
り
つ
つ
も
運
動
の
目
的
は
変
わ
ら
な
い

運
動
を
取
り
巻
く
環
境
の
変
化
と
し
て
、
連
合
に
集
ま
る
各
労

働
組
合
の
組
合
員
数
は
、
時
代
の
流
れ
も
あ
っ
て
か
、
減
少
傾
向

に
あ
り
、
近
年
の
田
植
え
、
稲
刈
り
へ
の
参
加
者
も
減
少
し
て
き

ま
し
た
。
一
方
で
、
道
内
そ
れ
ぞ
れ
の
取
組
地
区
の
足
元
、
地
域
、

マ
チ
を
見
て
み
る
と
少
子
化
や
生
活
困
窮
者
な
ど
、
支
援
や
活
性

化
に
つ
な
が
る
き
っ
か
け
を
必
要
と
し
て
い
る
事
象
が
あ
り
ま
し

た
。
今
日
で
は
、
小
学
校
の
授
業
で
開
催
さ
れ
て
い
る
「
田
ん
ぼ

の
学
校
」
と
の
連
携
、「
こ
ど
も
食
堂
」
を
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
支
援

し
て
い
る
大
学
生
や
生
協
連
な
ど
も
参
加
す
る
な
ど
、
地
元
に
根

差
し
た
取
り
組
み
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
試
食
会
も
米
だ

け
で
は
な
く
、
北
海
道
産
の
農
林
水
産
物
を
集
め
、
北
海
道
産
に

こ
だ
わ
り
を
も
つ
シ
ェ
フ
に
料
理
を
依
頼
し
、「
道
内
食
材
評
価

に
向
け
た
学
習
・
試
食
会
」
を
実
施
す
る
な
ど
、
安
心
・
安
全
で

美
味
し
い
北
海
道
の
食
材
を
消
費
者
の
立
場
で
再
認
識
し
、
地
産

地
消
の
促
進
と
北
海
道
の
一
次
産
業
を
活
性
化
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
昨
年
度
は
「
お
い
し
い
。
あ
ん
ぜ
ん
。
北
海
道
二
〇
二

三
〜
生
産
者
の
思
い
を
道
民
に
〜
」、
運
動
を
発
展
さ
せ
て
き
ま

し
た
。

こ
の
よ
う
に
地
元
に
根
差
し
た
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
地
産
地

消
な
ど
を
は
じ
め
と
し
た
農
業
再
建
に
向
け
た
運
動
を
展
開
し
て

き
ま
し
た
が
、
課
題
も
あ
り
ま
す
。
運
動
の
目
的
で
あ
る
、
飢
餓

に
苦
し
む
国
へ
米
を
送
る
食
糧
支
援
は
重
要
で
あ
る
こ
と
に
は
変

わ
り
な
く
、
か
つ
継
続
し
て
取
り
組
む
こ
と
は
極
め
て
大
切
な
運

動
で
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
こ
数
年
、
世
界
的
事
情
を
背
景
に

運
送
に
か
か
る
費
用
が
暴
騰
し
、
組
合
員
を
は
じ
め
、
運
動
に
理

解
、
取
組
を
支
援
し
て
く
れ
る
方
々
か
ら
の
協
力
や
カ
ン
パ
で
は

補
い
き
れ
ず
、
海
外
へ
届
け
る
こ
と
が
困
難
な
状
況
に
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
た
め
、
資
金
を
有
効
に
活
用
し
、
支
援
を
求
め
て
い

る
方
々
に
有
益
と
な
る
よ
う
、
支
援
米
の
輸
送
費
に
要
し
て
い
た

経
費
相
当
額
や
カ
ン
パ
金
を
食
料
調
達
の
資
金
と
し
て
寄
付
す
る

こ
と
。
一
方
で
、
引
き
続
き
支
援
田
に
お
い
て
収
穫
す
る
米
に
つ

い
て
は
、
地
元
、
北
海
道
内
の
「
こ
ど
も
食
堂
」
な
ど
支
援
活
動

に
取
り
組
む
団
体
へ
寄
贈
す
る
方
針
を
検
討
し
て
い
る
状
況
に
あ

り
ま
す
。

九
〇
年
代
以
降
、
長
き
に
わ
た
り
続
け
て
き
た
こ
の
運
動
は
、

そ
の
時
々
の
情
勢
に
よ
り
取
り
組
み
方
を
変
え
て
き
ま
し
た
。
近

年
は
、
人
口
増
加
も
あ
り
ま
す
が
、
世
界
的
な
厳
し
く
悲
し
い
事

情
を
背
景
に
、
食
料
ア
ク
セ
ス
に
苦
し
み
、
困
窮
す
る
人
々
が
増

え
続
け
て
い
ま
す
。
温
暖
化
や
過
去
に
例
が
な
い
暴
風
雨
雪
な
ど

自
然
環
境
が
大
き
く
変
化
し
、『
食
と
み
ど
り
、
水
を
守
る
』
こ

と
が
増
々
重
要
と
な
る
時
代
を
迎
え
て
い
ま
す
。
北
海
道
に
お
い

て
も
「
食
と
み
ど
り
、
水
を
守
る
道
民
の
会
」
に
、
よ
り
多
く
の
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仲
間
が
結
集
し
、
食
べ
る
こ
と
に
困
ら
な
い
、
穏
や
か
な
自
然
環

境
の
中
で
生
活
す
る
こ
と
に
困
ら
な
い
よ
う
、
取
組
を
続
け
て
、

次
世
代
へ
繋
い
で
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

刈
り
取
り
を
終
え
て
（
士
別
市
上
士
別
に
て
）

多
く
の
人
が
参
加
し
ま
し
た
（
由
仁
町
に
て
）

北海道におけるアフリカ支援米活動 ���������������������
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編
集
後
記

新
年
、
明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
本
誌
を
担
当

し
て
か
ら
四
年
目
を
迎
え
ま
す
が
、
編
集
委
員
の
各
先
生
、
寄
稿

頂
き
ま
し
た
執
筆
者
の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
全
農
林
や
各
関
係
者

・
読
者
の
皆
さ
ん
に
、
紙
面
を
借
り
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
二

四
年
一
月
号
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
が
、
引
き
続
き
、
本
誌
に
対

す
る
ご
協
力
・
ご
支
援
を
頂
き
ま
す
よ
う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

昨
年
末
に
は
二
〇
二
四
年
度
政
府
予
算
が
閣
議
決
定
さ
れ
、
今

月
以
降
行
わ
れ
る
通
常
国
会
で
審
議
さ
れ
ま
す
。
前
年
よ
り
微
減

と
し
な
が
ら
も
二
年
連
続
で
一
一
〇
兆
円
を
超
え
、
一
一
二
兆
七

一
七
億
円
と
い
う
大
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
内
容
は

厳
し
く
多
く
の
課
題
を
包
含
し
て
い
る
と
言
え
ま
す
。
歳
入
の
三

割
以
上
を
国
債
に
頼
り
つ
つ
、
対
前
年
比
一
六
％
増
額
と
な
っ
た

防
衛
予
算
、
異
次
元
の
少
子
化
（
子
供
・
子
育
て
）
対
策
や
医
療

・
介
護
等
従
事
者
の
賃
金
引
き
上
げ
に
資
す
る
と
し
な
が
ら
微
増

と
し
た
社
会
保
障
費
な
ど
、
確
実
に
高
齢
者
と
な
り
つ
つ
あ
る
筆

者
と
し
て
は
、
懸
念
と
不
安
を
覚
え
て
し
ま
い
ま
す
。

農
林
水
産
予
算
で
は
、
四
年
ぶ
り
の
プ
ラ
ス
と
な
る
二
兆
二
六

八
六
億
円
と
な
り
、
所
管
の
農
水
大
臣
は
、「
食
料
・
農
業
・
農

村
基
本
法
」
の
改
正
を
控
え
、
食
料
安
全
保
障
の
確
立
に
向
け
充

分
な
予
算
を
確
保
し
て
い
る
と
コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。
当
編
集

委
員
会
と
し
て
も
早
い
段
階
で
予
算
の
学
習
会
等
を
行
い
、
検
証

し
て
い
く
こ
と
と
し
ま
す
が
、
国
会
で
の
丁
寧
か
つ
真
摯
な
議
論

を
期
待
す
る
も
の
で
す
。

さ
て
、
今
号
で
は
、
研
究
会
報
告
「
み
ど
り
戦
略
の
成
果
と
今

後
の
展
望
に
つ
い
て
」
を
中
心
に
編
集
し
、
論
文
や
支
援
米
活
動

等
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
研
究
会
で
は
、
久
保
様
（
み
ど
り
戦
略

チ
ー
ム
長
）
よ
り
、
二
〇
五
〇
年
を
目
指
し
つ
つ
、
実
績
を
含
め

た
現
状
や
課
題
に
つ
い
て
丁
寧
に
報
告
を
頂
く
と
と
も
に
、
各
先

生
と
の
議
論
も
充
実
し
た
も
の
と
な
り
ま
し
た
。
筆
者
と
し
て

は
、
議
事
録
中
盤
に
登
場
す
る
カ
ー
ボ
ン
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
、
簡

易
算
定
シ
ー
ト
、
生
物
多
様
性
へ
の
対
応
な
ど
「
見
え
る
化
」
の

取
組
や
カ
ー
ボ
ン
ク
レ
ジ
ッ
ト
制
度
の
運
営
と
対
応
は
、
特
に
興

味
深
い
内
容
と
思
い
ま
す
の
で
、
読
者
の
皆
さ
ん
も
是
非
お
読
み

取
り
頂
き
た
い
。

ま
た
、
今
号
か
ら
、
各
地
域
の
「
ア
フ
リ
カ
支
援
米
活
動
」
報

告
を
掲
載
す
る
こ
と
と
な
り
、
初
回
は
北
海
道
ブ
ロ
ッ
ク
か
ら
寄

稿
頂
き
ま
し
た
。
約
三
〇
年
と
な
る
こ
の
取
組
を
巡
っ
て
は
多
く

の
人
々
に
協
力
頂
き
な
が
ら
も
様
々
な
課
題
に
も
直
面
し
て
い
ま

す
。
こ
れ
ら
活
動
の
成
果
と
実
態
を
報
告
・
確
認
し
、
将
来
に
向

か
っ
て
継
続
し
た
取
組
の
一
助
と
な
れ
ば
と
考
え
ま
す
。
今
後
の

各
地
域
か
ら
の
積
極
的
な
報
告
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

改
め
て
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

（
柴
山
）
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